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阪神・淡路大嚢災では

延べ 54,000人が連合救援

ボランティアに参加しました 。
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「阪神・淡路大震災
10周年震災教訓集」
発刊にあたって
日本労働組合総連合会

会長 笹森 清

阪神・淡路大霙災から 10年を迎えました。

6,400人余の犠牲者、最大時で30万人以上の人々が避難所

で厳しい生活を強いられるなど、わたしたちが経験したこと

がなかった未曾有の大霙災から 10年が経ちました。

連合の働く仲間達は、被災直後から救援 ・復興支援のため、

様々なボランティア活動を組織的に行い、延べ54,000人の仲

間がボランティア活動に参加しました。

この霙災教訓集は、緊急・初動体制の確立や安否確認の重

要性に始まり、ライフライン産業はじめ、自治体や流通、製

造業などで働く組合員の活動や労働組合の対応、ボランティ

ア派遣や運用の経験など多岐にわたる貴重な教訓がまとめら

れています。

700万人のマンパワーとネ ットワークを持つ連合は“命と

暮らしを守る”ために、組織的に連携し、救援・復興支援活

動を行うことが大きな責務です。
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「いざという時、困った時、頼りになる連合であり、労働運動」

でなければなりません。

「災害は時も所も人も選びません」

去年は、新潟県中越地霙の発生や相次ぐ台風による被害など大

規模かつ広域な災害が続き、組織的な救援・復興支援活動の重要

性が一層求められています。

こうした時こそ、連合の出番です。

災害対策は息の長い取り組みになります。大きな視点に立って

の事前の備えと、確実に歩み、信頼される連合の災害救援・復興

支援活動をともに作り上げていきましょう。

被災を経験された皆様に、改めてお見舞いを申し上げます。

そして、この 10年間の経験・教訓が、新たな創造的復典に向

かわれることを心からご祈念申し上げます。
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被災地の

地方連合から

感謝をこめて
日本労働組合総連合会兵庫県連合会

会長北条勝利

阪神・淡路大震災10周年を迎えるにあたり 、被災地の地

方連合として有用な何事かを発信しようということから、こ

の小冊子の作成が企図されました。

冊子の内容については、わたしたちは企画のごく初期段階

から 1つの基本方針をもっていました。それは「自らの経験

に限定する」ということです。

阪神・淡路大震災では震災直後からおびただしい数の記録 ・

評論 ・論文等々が上梓され、また新聞報道やテレビなどのマ

スメデイアにも繰り返し取り上げられ、わたしたちの震災に

関連する知識は飛躍的に増大しましたが、この点は世間一般

も同様なので、それらについて重ねて連合兵庫が発信する意

味はあまりないように思われたからです。

とはいえ、防災の観点から安全のために普段から心がけて

おくべきこと、あるいは被災生活の苦痛をわずかでも軽減す

るための知恵、などについては簡明を心がけながら他との重

複を恐れず掲載しました。

また、経験に限定するとは言っても、震災は 10年も前の

ことであり、その後にさまざまな分野で防災 ・減災に関する

研究が進められ、わたしたちがこの冊子で発信しようとして

いる分野についてもかなりな進歩・改善が見られるようにな

っています。それらの成果を無視して 10年前の知見の殻に

閉じこもることなく、実地体験を更新したり、取材したり、
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文献を紐解いたり、検討を深めたりしながら、有用な情報源であ

るための努力は傾注してきました。

ことに、昨年7月に福井県・新潟県に集中豪雨による水害が、

また同 10月には兵庫県・京都府を中心に台風23号による大規模

災害が、そして 10月23日には新潟県中越地霙が発生し、連合兵

庫はこれまでに福井県と兵庫県内への救援ボランティア派遣をお

こない、ボランティアを派遣する立場からも種々学びましたが、

ボランティアの受け入れシステムや被災地の地方連合の緊急態勢

などについて多くのことを教えられもしました。

以上のような基本姿勢でこの冊子づくりに取り組みましたが、

そうした基本姿勢に拠りながらわたしたちがここで見詰め直し、

将来への教訓にしようとしているのは極言すればただ1つ、それ

は 『連合救援ボランティア』についてです。

阪神・淡路大震災では延べ54,000人にも上る連合の組織ボラン

ティアが、全国各地から派遣され、避難所生活や行政活動などを

支えました。この連合救援ボランティアこそ独特であり、特異で

あり、その検証結果は今後への教訓にする価値を備えているもの

と考えました。

したがって、この冊子は、激甚災害の被災地における組織ボラ

ンティアの受け入れと、その派遣に関する、なにがしかの教訓を

中心に編んだものとなっています。この小冊子が大災害の被災地

の仲間たちに、有用な何事かを発信することができれば、これに

過ぎる喜びはありません。

被災地の連合リーダーとして救援・復典に限苦の限りを経験さ

れた、石井亮ー前会長をはじめ連合兵庫の諸先輩の皆様方に深甚

なる敬意を表します。

優しく退しかった54,000人の連合組織ボランティアの皆さん、

そしてその人々を送り出してくださった組織と関係各位へ、感謝

とともに本書を捧げます。
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「阪神・淡路大震災10周年震災教訓集」発刊にあたって

日本労働組合総連合会

会長笹森 清

被災地の地方連合から感謝をこめて

日本労働組合総連合会兵庫県連合会

会長北条勝利

阪神・淡路大震災の概要 13

I地裳の概要 13/II被害の概要 14／皿発生時の状況 20

序 章 その時に備えて 23

直下型地震の鉛直力と横揺れ 23／住居の耐震強度と安全性

向上 23／活断層の有無や地盤そのものの強度 25／転倒物

・落下物 26／犠牲者の約1割が焼死・熱傷 28／消火設備の

充実も 30

244自治体で耐掟工費補助・融資 24／住宅耐震工費1割減

税 24／耐鹿化がすすめば建物倒壊75％減・死者65％減に

24／建築物の耐裳強度を調べる 25／転倒防止 27／見た

目が気になる場合はプロに 27／落下防止 28／安全スイッ

チが働かない！ 29／避難の際にはプレーカーを切る 29

第 1章 いのちの時間 33
労組リーダーたちはどう行動した？ 33／家族の安否が最大

関心事33／社会的活動は人命救助が最優先された 34

何千人もが近所の人に救助された 36／早く助けるほど生

存率は高い 37／阪神・淡路大霙災時における救出者中の

生存者の割合の推移 37／ トリアージタッグ 37／あなたは

被災者をトリアージできる？ 38
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第 2章安否確認と状況把握 41

仲間は？組織は？職場は？ 41／ともかく労組事務所へ 42

／加盟単組の状況確認へ 44／安否確認の決め手は“自覚＂

と“システム＇， 44 ／情報ネットワークの複線化 ・多様化を

46／ライフラインの労働者は選択の余地なく ‘‘渦”に49／会

社に出るか、家族といるか？ 50/72時間モラトリアム 51

やっばり電話はつながらない！ 42／ブロードバンドは有

効な通信手段 42／電話・携帯電話・ PHSに加え、イン

ターネットの活用を 47／安否確認に利用できる公共サー

ビス 「災害用伝言ダイヤル171」 47 /「ドコモの災害用伝

言板サービス」 48 / 「テレビ・ラジオ・新聞の安否情報

サービス」49

第 3章連合が動く55
連合ならびに連合兵庫の動き 55／連合全国ボランティアが

来る！ 61／■1月17日（火）：地震発生当日 ［連合兵庫は
2つに分断された 61／それぞれの立ち上がり 62]／■1
月18日（水） ：震災2日目 ［加古川市に西部拠点を設置 65]

／■1月19日（木） ：震災3日目 ［尼崎市に東部拠点を設置
66]／■1月20日（金）：震災4日目 ［芦田連合会長が兵庫
県に義援金贈呈 66]／■1月21日（土）：震災5日目 ［連合
兵庫災害対策本部が大阪から兵庫に 66]／■1月22日（日）
：震災6日目 68／■1月23日（月） ：震災7日目 ［連合の
ボランティアが来た！ 68]／■1月24日（火） ：震災8日目
［ボランティア ・救援物資が続々兵庫入り 70]／■1月25
日（水） ：霞災9日目 ［ボランティアの宿泊所確保に苦慮 71

／全国ボランティア第1陣・連合福島10人が活動開始 72 

／行政からも救援物資の依頼が 73]／■1月26日（木） ：震
災10日目［連合兵庫阪神地協の活動も本格化 74／救援力

ンパ金に最大限の取り組みを 75]／■1月27日（金） ：霙災
11日目［西部拠点にボランティアが次々と到着 75／東部拠
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点「御用聞きシステム」でキメ細かな対応 76]／■1月28
日（土） ：震災12日目 ［連合の救援物資29,000点が東部・

西部拠点に 77／今後は「避難所」対策に重点を 77]／■
1月29日（日） ：震災13日目 ［連合東京が57人の大部隊を

投入 78]／■1月30日（月 ）：霙災14日目［連合 ：兵庫県
南部地震緊急対策会議 78／ライフライン組合員の疲労激し

く 79／各構成組織でも独自の救援活動が 79]／■2月1
日（水）：震災16日目［連合 ：現地対策本部を「連合兵庫」

に移転 79／避難所支援中心へ活動をシフト 80]／■2月
3日（金）： 震災18日目［復興対策で与野党に申し入れ 80

／石井連合兵庫会長が被災地の声を要請 81]／■2月6日
（月） ：震災21日目［特別立法24日までに提出、復興法も

81／連合兵庫 ：法律相談ダイヤルをひらく 82／連合ボラ

ンティア参加者5,300人を超える 82／この日から新たに構

成組織が次々と参加 82]／■2月7日（火） ：震災22日目［兵
庫・大阪選出国会議員にも申し入れ 82]／■2月9日（木）
：震災24日目［柴田連合大阪会長が雇用不安解消で提言 83

／パンク！パンク！ 自前の修理態勢で 83／在日ベトナム

人の支援を 83]／■2月11日（土）：震災26日目 ［連合“弁
天湯"“あったか湯＂はじめる 84]／■2月14日（火） ：震
災29日目［鳥取から 1万本のカレンダー届く 85]／■2月
15日（水） ：震災30日目［救援物資活動が終了 85]／■2
月16日（木） ：霙災31日目［連合 ：第20回中央委員会で今

後のとりくみ確認 85／入浴を手伝う女性ボランティアを募

集 86]／■2月23日（木） ：震災38日目［延べ22,000人を
超えた連合ボランティア 86／電気洗濯機が自立に一役 86

／避難所外の被災者確認も 87/ 「元気だして］とコンサー

トを計画 87]／■2月24日（金） ：震災39日目［政府の復
興対策の全体像でる 87]／■3月1日（水） ：震災44日目［連
合兵庫が1日100人態勢を確立 88／全避難所の実態をつか

む88]／■3月7日（火） ：震災50日目 ［実態調査結果（神
戸市内） 89]／■3月16日（木）：擬災59日目［「法律相談
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ダイヤル」の結果まとまる 90／避難所への出張労働相談も 90/

長期失業を生まない政策づくりを 90]／■4月3日（月） ：震災
77日目 [4月から活動を連合兵庫に移管 91／死者の37.67％が

連合組合員とその家族 91／ボランティア参加者は4万6千人

を超えた 92／ボランティア参加者5万4千人を超える！ 92]

救援拠点の立地条件 67／被災地の脚は自転車が一番 73/ 

救援物資は中身を明記し、 1箱1品で73／救援物資の盲点？

74／兵庫労使相談センター誕生93

第4章ボランティア活動の現場から 97

連合救援ボランティア 97/ 1.組織ボランティアは動員型

97 /2.組織ボランティアは具体的に状況を改善する 97/3. 

組織は組織ボランティアを支援しなければならない 98/4. 

現地としては日帰りボランティアがベター 99/ 5.チーム

編成は被災地のニーズに合わせる 100/ 6. ボランティア

心得 100／ボランティアの服装・携行品イラスト 103

連合救援ボランティアの体験から 105／ボランティアの乗

り込み ・受入態勢の組み立て 105／災害現地からの救援要請、

理解できなくても対応することも 106／倒壊家屋現場での

行動ー脱出確認 106／倒壊家屋現場での行動一声をかける

107／倒壊家屋現場での行動ー救出待ち 108／倒壊家屋現場

での行動一被災家屋の留守宅 109／盗難・火事場泥棒・災

害後防災対策 109／避難所ー避難所の外にも被災者はいる

llO／避難所一損壊家屋から避難できない人たち① lll／避

難所一損壊家屋から避難できない人たち②111／避難所一

避難者の把握・普段の訓練 112／避難所一救援食料 ll4/

避難所ー給食・炊き出しは避難所外の被災者へも 114／避

難所一排便施設 115／入浴支援ー避難所・出前風呂 116/ 

あったか湯活動ーある給湯ボランティアのこと ll7／入浴

サービス一日帰り入浴 ll8／救援物資一搬送機器 ll9／救

援物資ーゆうパック ll9／救援物資一古着 121／救援物資
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一義援金 122／給水支援一人に合った器 123／現住地から

遠く離れた仮設住宅 124/TDL招待一子どもたちや受入

れボランティアのその後は 125/NP 0や市民ボランティ

ア団体との連携 126/ 【好評、福井方式】 126／なぜ赤帽．

連合腕章を着用 127/ 「ありがとう」「どうぞ」「すみません」

3つの言葉 128／ボランティア日誌の言葉 129

＜救援活動について一言＞

電機連合兵庫地方協議会 105／造船重機労連兵庫地方協議

会 106／ゼンセン同盟兵庫県支部 107／電力総連兵庫県電

カ総連 108／金属機械兵庫地方本部 108／自動車総連兵庫

地方協議会 109／ゼンキン連合兵庫 109／情報労連兵庫県

協議会 110／私鉄総連兵庫プロック協議会 111/JR連合

兵庫県協議会 112／ゴム連合兵庫県協議会 113／一般同盟

兵庫地方一般同盟 114／交通労連兵庫県支部 115／全国一

般兵庫地方本部 ll6／海員組合関西地方支部 117／紙パ連

合兵庫プロック 118／全水道神戸市水道労働組合 120／都

市交兵庫県協議会 121／非鉄金属労連兵庫県協議会 123/ 

税関労連神戸税関労働組合 125／レジャー ・サービス連合

兵庫 127／日放労関西支部 129

第5章 ライフライン労働組合の闘い 133

自治労兵庫県本部 134／大阪ガス労働組合（兵庫地区） 136

／兵庫県教職員組合協議会 138／関西電力労働組合兵庫地

区本部 140/NTT労働組合兵庫総支部 142／日本郵政公

社労働組合近畿地方本部 144／山陽電気鉄道労働組合 146

/JR連合兵庫県協議会 148／神戸交通労働組合 150／神

戸市水道労働組合 152/JR総連兵庫県協議会 154

［付録］

り災証明書 159／災害給付事業・ 各種給付件数 160／各種

申請書・申込書 162 （神戸市分を例として掲載）
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I一 阪神・淡路大震災の概要 ］ 
I地震の概要

◆発 生 ：1995年1月17日（火）午前5時46分

◆震源位置 ：北緯 34度36分4秒

東経135度02分6秒

◆震源の深さ ：約14.3キロメートル

◆震 度 ：7（激震）

◆地震の規模 ：マグニチュード7.3

◆各地の震度

【震度7（激震）】

神戸・芦屋・西宮・宝塚・淡路島北部

【震度6（烈震）】

神戸 ・洲本

【震度5（強震）】

京都 ・彦根・豊岡

【震度4（中裳）】

岐阜•四日市・上野・福井・敦賀・津 ・

奈良・和歌山・ 舞鶴 ・大阪 ・姫路・高松・

岡山・徳島・津山・多度津・鳥取•福山・

高知・境・呉
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II被害の概要

【被害状況】

死 者

行方不明

人的被害 重傷

負傷者 軽傷

計

全 壊

半 壊

住家被害

JJ¥ 計

一 部損壊

計

（火災による被害）

非 住
住家

公共建物

全 焼 6,148棟 5棟

半 焼 69棟

部分焼 238棟 6棟

ぽ や 103棟 1棟

計 6,558棟 12棟

6,433人

3人

l 0,683人

33, l 09人

43,792人

104,906棟

l 86,175世帯

144,274棟

274,182世帯

249,180棟

460,357世帯

263,702棟

512,882棟

家
計

その他

829棟 6,982棟

20棟 89棟

55棟 299棟

9棟 113棟

913棟 7,483棟

（いすれも、03年末・消防庁まとめ）

【避難状況】

最大時避難所数 l, 153箇所('95年1月23日現在）

最大時避難者数 316,678人 ('95年1月23日現在）
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【道路の復旧状況】

神戸線 '96年9月30日

阪神高速道路 湾岸線 '95年9月 1日

北神戸線 '95年2月25日

名 神 高 速 道 路 '95年7月29日

第 2 神 明 道 路 '95年2月25日

中 国 自 動 車 道 '95年7月21日

【地震による直接被害全体の状況］

建築物 5兆8,000億円

鉄道 3,439億円

高速道路 5,500億円

公共土木施設（高速道路除く） 2,961億円

港湾 1兆円

埋立地 64億円

文教施設 3,352億円

農林水産関係 l, 181億円

保健医療•福祉関係施設 1,733億円

廃棄物処理・し尿処理施設 44億円

水道施設 541億円

ガス・電気 4,200億円

通信・放送施設 1,202億円

商工関係 6,300億円

その他の公共施設等 751億円

計 9兆9,268億円

（兵庫県推計。金額は「約」）
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【主な鉄道の被害と復旧状況】

被害区間 損害・復旧費 全線開通

JR新幹線 姫路一京都 4月 8日
1,070億円

JR在来線 姫路一高槻他 4月 1日

阪神 電 鉄 全 線 455億円 6月26日

阪急 電 鉄 全 線 455億円 6月12日

神戸 電 鉄 全 線 87億円 6月22日

山陽電鉄 全 線 54億円 6月18日

神戸市営地下鉄 全 線 40億円 2月16日

ポートライナー 全 線 19億円 7月31日

六甲ライナー 全 線 15億円 8月23日

神戸高速鉄道 全 線 140億円 8月13日

北神急行電鉄 全 線 4億円 1月18日

（開通はいすれも'95年。各電鉄まとめ）

【ライフラインの被害と復旧状況】

被害状況など 復旧復興費 完全復旧

電気 停電260万戸 2,300億円 1月23日

ガス 停止85万7千戸 1,900億円 4月ll日

水道 断水 127万戸 541億円 4月17日

下水道 被害 260km 698億円 4月20日

電話
交換機系28万5千回線

800億円 1月31日
(NTT) 
加入者系19万3千回線

（復旧はいすれも'95年。兵庫県推計）
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【義援金配分状況】

配分額
被災者支給済額

（万円） 件数 金額（万円）

死亡者・行方不明者見舞金 10 5,803 5億8,025

住家損壊見舞金 10 450,489 450億4,906

重傷者見舞金 5 11,087 5億5,435

要援護家庭激励金 30 49,160 147億4,800

被災裔校生等教科書構入費助成 2 

保幼l
I 

小2 52,703 17億4,196
被災児童•生徒新入生助成 I 

中5
I 

高5

被災児童特別教育資金 100 577 4懐6,040

住 宅 助 成 金 30 155,583 465億9,086

当初分 10 385,745 379億2,640
生活支援金

追加分 5 357,645 178億8,235

市町交付金
住宅再建 43,457 129億7,378

その他 5,415 2億3,026

市 町 配 分 金 2億8,400

府 県 交 付 金 1億0,800

計 1,517,664 1,791億2,968

【連合関係被災状況】

組合員死亡 238人・負傷 2,846人

家族死亡 1,833人・負傷 2,870人
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【連合兵庫関係被災状況】

組合員 122人
死 者

家 族 l, 193人
（直接死のみ）

人的 被 害
計 1,315人

組合員 1,339人

負 傷 者 家 族 1,495人

計 2,384人

全壊 ・全焼 8,658棟

住 家 被害 ｀ 壊 ・半焼 1 15至，
（いすれも、 ‘95年4月18日現在・連合兵庫調べ）

連合兵庫構成組織被災状況（内訳）

産別名
死 亡 負 傷 住家被害

（当時） 組合員 非組合員 家族 組合員 非組合員 家族 全壊・焼 半壊・焼

自 治 労 16 80 151 84 2,031 5,781 

電機 連合 12 285 260 392 1,251 1,31 l 

鉄鋼 労 連 13 84 133 186 998 2,114 

造船重機 労連 4 Bl 71 107 550 645 

兵 教 協 6 6 800 850 

ゼンセン同盟 12 22 167 58 28 40 825 1,403 

電 力 総 連 2 50 40 

金 属機械 6 3 28 6 3 l 300 524 

自動車 総 連 5 5 86 123 6 196 832 1,210 

情 報労 連 3 38 22 29 174 219 

ゼ ンキン連合 l l l 55 53 215 1,600 

私鉄 総連 6 13 1 1 1 129 113 

全 逓 1 9 6 l l 780 557 

化 学 総連 l 13 6 2 24 36 118 
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産別名
死 亡 負 傷 住家被害

（当時） 組合員 非組合員 家族 組合員 非組合員 家族 全壊 ・焼 半壊・焼

チェーン労協 3 6 l l l 56 58 308 527 

食品連合 7 12 43 28 168 278 

全 電 線 2 2 7 65 10 103 255 80 

ゴム連合 7 5 41 32 

全化同盟 3 52 18 43 13 309 1,630 

J R 連合 l 2 2 6 4 6 24 43 

合化労連 4 40 33 

一般同盟 4 18 ， 5 243 345 

全国一般 2 8 19 17 142 411 

交通労連 2 l 1 86 121 

運輸労連 3 30 19 21 269 446 

全 水 道 l l 30 18 2 94 45 72 

全 自 交 6 ， 16 31 49 92 

都 市 六.x. 2 28 26 22 29 

商業労連 2 3 7 

全 日 塗 1 6 13 5 71 428 

レジャー・サーピス l l 2 2 66 162 

全 競 労 l 4 210 33 97 862 

印刷労連 5 13 13 44 54 

全 窯 連 2 10 

森林労連 l 

日 放 労 2 20 

西播磨直結組合 3 l 2 44 

港湾同盟 79 42 

＾ 
計 122 48 1,273 1,490 98 1,579 l 0,689 22,223 Eコ

（死亡者数には「関連死」は含んでいない。産別名は震災当時のもの）
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皿発生時の状況
◇1995年1月17日は火曜日だったが、 1月15

日の 「成人の日」が日曜だったため、前日の

16日（月）が振り替え休日となっており、そ

のため 3連休の休み明けにあたっていた。

◇発生日が及ぽした影響
•真冬であったので、避難者の防寒対策に緊
急性があった。

●衛生面では真冬であることが細菌の増殖を

抑え、飲食物の腐敗や傷口の化膿などを遅ら

せた。給食などによる食中毒の集団発生は見

られなかった。

◇発生時刻が及ぽした影響
•発生時（午前 5 時46分）は、ほとんどの人
が就寝中であり、そのため犠牲者・負傷者は

家屋の倒壊や屋内での転倒物 ・落下物によっ

て被害をうけたケースが大半を占めていた。

したがって大多数が自宅内での被災であった。

●家屋倒壊などからの影響を免れなかったため、

地擬そのものによる犠牲者・負傷者の数が多

かった。

•国土交通省都市防災対策室の見解では、地

震が発生したのが早朝で火気を多く使用する

時間帯ではなかった （と同時に、風速も秒速

2mと通常の半分程度であった）ため、火災

による被害は、想定されるものとしては最小

であったと考えられる、とのことである。

●出勤・登校 ・登園などの前であったため、

同居家族間における安否確認が容易だった。

●家屋被害によって着のみ着のままで緊急避

難した人々の場合、避難所での防寒対策が喫

緊の課題だった。
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直下型地震の鉗直力と横揺れ

地震のパワーは強烈だが、

第一撃さえ無事に切り抜

けられれば、命は助かる。

阪神・淡路大震災では直

下型地震特有の鉛直力と、

それにつづく強烈な横揺

れがあった。本震の持続

時間はかなり長かったが、

それでも揺れがつづいた

のは約20秒間だった。 し

たがって、まず何をおい

ても、この第一撃と20秒

間の横揺れに耐えられる

だけの備えが無ければな

らない。

住居の耐謳強度と安全性向上

住居の倒壊を防ぐため

には、それの構造物とし

ての耐震強度を高めるこ

とが一番である。信頼で

きる建築士 ・エ務店に住

居の強度を測定してもらい、

結果に応じて対処法を講

じればまず安心できる。

阪神・淡路大霙災では

人々に屋外脱出の余裕は

まったくなく、地霙によ

る直接死約 5,500人のうち、

窒息・圧死が70％以上を

占めていた。1981年施行

の新耐霙基準の適用を受

けていない古い建物に被

害が目立っていた。

中央防災会議では、い

ま東南海・南海地霞が同

時発生したなら約 17万棟

の建物が倒壊し、それに

よる死者は 1府 9県で

6,700人に上ると推定。そ

して、 もし建造物の耐震

化がすすめば死者数は
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約1,400人 (1/5)にまで

減らすことができると試算

している。

また、耐震強度のほか

にも、震災時における脱

出口の確保や、防火設備

の完備など、総合的な安

全性の向上へ、できる限

りの手入れを行っておく

べきであるとしている。

244自治体で耐震工費補助・融資

'04年4月1日時点で、耐震工費の補助・融資を

おこなっている自治体は244市町村。日本木造住

宅耐霞補強事業者協同組合によると、耐震工費は

平均約119万円。

住宅耐震工費1割滅税（国土芯輝力強討）
現行の耐震基準が定められた昭和56年5月以前

に建てられた住宅やアパート、オフィスビルなど

が対象。耐震工事終了後、確定申告の際に建築士

の証明書類を添えて申請すれば、エ費の1割程度

を所得税から控除してもらえる。 （平成17年度導

入予定）

しかしながら、災害で住宅が損害を受けた場合

に公的支援する「被災者生活再建支援法」では、

生活必需品購入・修理代や引越し費用などには支

援金が支給（最高100万円まで）されるが、肝心

の住宅そのものの改築・修繕などには支給されない。

生活再建の基盤である住家に対して支援金が支給

されないのは、明らかに法の不備であろう。

耐震化すすめば

建物倒壊75％滅・死者65％滅に

中央防災会議がまとめた東海地展の被害想定では、
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揺れによる建物倒壊は17万棟、死者は6,700人。

しかし、昭和56年以前の住宅などの耐震化を進め

ておけば、全壊は6万棟、死者は1.400人にまで

減少すると試算。

建築物の耐震強度を調べる

【兵庫県の例】

http://web.pref.hyogo.jp/kentiku/bousai/kaishuu.htm 

◆「簡易耐震診断表」あり。

◆「住宅耐震診断・改修計画策定費補助」：【対象】昭

和56年5月31日以前に着工した住宅で、耐震診断（建

築士等による精密診断）の結果が、「耐襄性が劣る」

と認められたケース。

◆「住宅耐震改修工事費補助」：【対象】所得が

12,000干円以下の県民（給与収入のみの場合は、

給与収入が、 14,421,053円以下の県民）

［神戸市の例】

http://www.smilenet.kobe-jk.or.jp/index.html 

◆「耐震簡易診断（無料）」や、それを受けられない

ケースでは建築士や建設業者を選ぶためのサービ

ス「選定支援システム（システム利用は無料）」がある。

活断層の有無や地盤そのものの強度

住居が次に襲ってくるか

もしれない巨大地震に耐

えられるかどうかは、住

居の構造物としての強度

によるが、それとともに

25 

住居が建っている地盤の

強度にも左右される。

住居が新しく耐裳性に富

んだものであったとしても、

それが活断層の真上にあ



るとしたら、相対的な安 て崩落などの災害を惹き

全度はかなり低くなるだ 起こす可能性についても

ろう 。住居が古く耐震性 調査する必要があろう 。

に乏しく、それが活断層 危険性が指摘された場合は、

の近くにあるとしたら、 出来るかぎりの対処法を講

危険度はきわめて大きい。 じておきたい。

また、活断層の有無にか わが家が建っている地

かわらず、地盤そのもの 盤や周辺環境の危険性に

の性質・強度の問題がある。 ついて、行政に問い合わ

住居が建っている土地の せてみてはどうか。自宅

性質が、地震に弱いもの の防災工事の必要性が判

でないか調べてみる価値 明するかもしれないし、

はある。とくに住居購入 もし満足な答えが得られ

の際には、重要な選択基 ないようなら、それを地

準になる。 域の防災体制整備の契機

くわえて、住居周辺の とすることができるだろう。

地形・状況が地震によっ

転倒物•落下物

大型家具の転倒によっ や方法がクローズアップ

て下敷きになったり、時 されたが、何らかの有効

計や額縁 ・置物などの落 な転倒防止策を講じてお

下物によって被害を受け く必要がある。家具の固

たケースが少なくなかった。 定法にはL字金具やベル

また、転倒した家具に ト状金具で柱や梁に固定

出入口を塞がれて火災か する方法がある。2段式の

ら逃げ遅れたケースもあ 家具は必ず上下を連結さ

った。 せておく 。

阪神・淡路大霙災のあ また、落下物対策とし

と家具類の転倒防止器具 ては、なによりもまず高
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いところに物を置かない

ことが肝要である。やむ

を得ず時計や額縁などを

掛ける場合は、充分な強

度をもった掛け具を使用

する。置物・装飾品などは、

振動で落下することがな

いよう固定しておくに越

転倒防止

したことはないが、それ

が出来ない場合は、落下

しても人を傷つけること

がない程度の低い場所に

置くか、もしくは、人の

生活行動範囲から充分に

離れた場所に限定してお

くほうが良い。

家具固定用にはストラップ・ベルト式金具を使

うのが一般的。最近は多種市販されているので、

ホームセンターなどで実際に手にとって見ること

ができる。アマチュアでも十分使いこなせる物も

中にはある。

また、軽量家具なら衝撃吸収ジェルやジェル入

り粘着テープなどもある。美術館などで軽量美術

品の転倒防止に使われているケースもある。

天井との間に取り付ける突っ張り棒だが、天井

の側に家具を支えるだけの耐力がない場合、効果

は期待できないので注意が必要。変わった例では、

衣類の詰まった箱などを天井との間にギッシリと

詰め込んでいて、洋服ダンスの転倒が防止できた

との証言もある。

見た目が気になる場合はプロに

「家具が傷つく」 「見た目が・・・」という人はプ

ロに頼んでも。費用の目安は、 5人家族の家庭で、

家具や家電製品をすべて固定すると総額15万円程度。
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タンスや本棚の固定は 1個当たり8,000円から。

L型金具は使わす、ステンレス製の特殊な金具で、

表から見えないように取り付ける方法も。縦揺れ、

横揺れ、いすれにも対応し、取り外しが簡単なの

が特徴。柱との距離が離れていて、補助器具を使

う場合は2万円程度かかる。

ベルト式金具を使う冷蔵庫の固定は8,000円から。

重量の重いピアノは、床に穴を開けるなどするた

め約3万円かかる。飛散防止フィルムはlni当たり

5,800円。

落下防止

食器棚などは引き戸式の扉付きだと、中の物が

飛び出すことが防げる場合がある。観音開き戸では、

ロック金具を。

犠牲者の約1割が焼死・熱傷

阪神・淡路大震災では、 多種あるが、被災直後で

地霙の第一撃を耐え抜い ない出火もあったことから、

た建造物が、その後の火 通電火災や残留ガスヘの

災によって広範囲に焼失 引火等の指摘もある。

した。火災による人的被 神戸市消防局によると、

害も大きく、焼死者は犠 震災後 10日間の火災のう

牲者の約 1割を占めてい ち家電製品や電源コード

た儒息・圧死71%、焼死・ 等電気関係を主原囚とす

熱傷9%、その他14%）。 る火災は33件。神戸大学

「焼死」を減らすには、 の調査でもヒアリングで

出火と延焼を防ぐことが 原因を特定できた 84件の

必要である。出火原因は 火災のうち、電気関係
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38.1%、ガス関係 17.9%、 件を超える原因不明の火

電気とガスの両者に関係 災はほとんど地震直後の

するもの 10.7％とされて 停電中に起こっている。

いる。このため、過去の 実は、火災全体の中では、

地震災害ではあまり問題 電気火災の占める割合は

とされなかった電気器具 ずっと少ないと考えられ

の危険性が大きな注目を ている。

浴びた。 暮らしの中に数多くの電

が、しかし、電気火災 気製品が溶け込んでいるこ

については、これまで問 とを考えれば、電気火災が

題視されていなかった反 起こることも不思議ではない。

動で、大きく取り上げら 避難の際にはプレーカーを

れすぎた面もある。原因 下ろすなど、これまであま

が判明している 67件の中 り指摘されてこなかった対

では電気火災が半数を占 策が今後の教訓として残さ

めたことは確かだが、 100 れた。

安全スイッチが働かない！

電気火災では、電気ストーブによるものがもっ

とも多かった。電気ストーブには転倒すると電源

が切れる安全スイッチがあるが、地震によって多

くの物が散乱していたため、何かがこのスイッチ

に触れて通電を保っていたという例もあった。また、

意外な原因としては、熱帯魚の水槽用ヒーターも

多かった。

避難の際にはブレーカーを切る

避難の際には、 「電気のブレーカーを切る・ガ

スの元栓を閉める・ほか火の用心に細心の注意を」。
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また、通水による被害を避けるため、水道の蛇口

も閉めておく。

消尖施設の充実も

阪神・淡路大霞災では

断水により、消火用水の

不足が火災被害を大きく

した。一定の区画ごとに

消火用水を確保しておく

ことは、火災被害を大き

くしない上でたいへん重

要である。

30 

神戸市兵庫区の松本通

霙災復典区画整理地区では、

震災時の教訓を生かし、

高度処理した汚水によっ

て町の中に「せせらぎ」

をつくり、防火用水を確

保している。
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1
翠

労組リーダーたちはどう行動した？

地震が起きた時にどこ でも地震発生時に各人が

にいたかということが、 置かれていた状況には大

い
の
ち
の
時
間

当然ながらその後の行動

に大きく影響していた。

被災地の中にある自宅で

地震に遭った人、被災地

近くのホテルで県組織の

会議に出席していた人、

出張で遠隔地にいてマス

コミの報道で地震発生を

知った人、連合兵庫傘下

組織のリーダーたちの中

きな差異があった。そして、

その後の行動は置かれて

いた状況によって、それ

ぞれに異なっている。だが、

よく似た状況下にあった

人々は、よく似た行動を

とった。置かれた状況に

よって一定の行動パター

ンと呼べるようなものが

見られた。

家族の安否が最大関心事

阪神・淡路大震災では、

被災地または近辺にある

住居内で地震に遭った人々

は、本擬の揺れが止むと、

まず最初に同居家族の安

否を確認した。揺れてい

る最中に出来ることは何

もなく、身近にいる者を

抱きかかえながら、揺れ

が止むのを待つだけだった。

それも本能的な行動にす

ぎず、腕の中の者を落下

物や転倒物から守るとい

う意識すらほとんど働か

なかった。揺れが止むと、

停電の暗闇の中で、互い

に名前を呼び交わして安

否を確認しあった。

被災地に住居があり、そ
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のとき何らかの理由で遠 発ち、大阪で下車、交通

隔地にあった人々も、こ 途絶のため大阪から神戸

の点についてはまった＜ 市内の自宅まで徒歩で向

同様の反応を示した。地 かい、帰りついたのは翌

震が大規模災害であるこ 日の午前2時だった。

とが判明すると、ともか 被災地内で地窟に遭っ

く家族に連絡をとろうと た労組リーダーたちの行

試みた。自宅からの電話 動については、連合兵庫

で地震発生を知ったケー の取材に答えた記録がある。

スもあったが、電話が通 家族の無事を確認できた

じないケースも少なくな 人々は、次に戸外に出て

かった。いずれの場合も、 周辺の状況を確かめた。

人々は家族の元へ帰るた 家族に死者・負傷者があ

めに行動し始めた。被災 ったケースでの取材応答

地の真ん中にある自宅に は無かったが、その場合

帰るのは、たいへんな難 は被害への対応に全力傾

業だった。ある人は、午 注せざるを得なかっただ

前 8時の新幹線で東京を ろう。

社会的活動は人命救助が畢擾先された

労組リーダーたちの脳

裏には、次の行動に関す

るさまざまな考えが浮か

び上がってきたが、被災

地の中心部にいた人々が

最優先で取り組んだこと

は近隣の人命救助だった。

余震がつづく中で家族を

より安全な場所へ移したい、

組合員・専従職員の安否

34 

や組合事務所・職場の被

害状況を確認したい、な

どなど思いは広がる一方

だが選択の余地はなかった。

ある産別リーダーは、

生き埋め者の助けを呼ぶ

声を聞きつけたため、隣

保の男性たち7~8人に呼

びかけ、鋸数本で屋根か

ら掘り下げていった。た



った 1人を助け出すのに4 そうしたロジックよりも

時間もかかったと言う 。 瓦礫の下から聞こえてく

また、老朽家屋の密集地 る生き埋め者の声であり、

域に居住していた産別リ その家族の哀願だった。

ーダーは、隣保の生き埋 救助者たちはシャベル・

め者6~7人を瓦礫の下か 鋸・バール、あるいは自

ら救い出したと言う 。救 動車用のジャッキなどと

出作業中に息絶えたケー いった簡単な道具しか保

スも 2例ほどあったとも 有していなかったため作業

答えており、文字通り生 は遅々として捗らず、重機

死を分ける修羅場に身を によらなければ障害物の除

置いていた。 去が不可能なケースも少な

こうした生き埋め者の くなかった。民間救助者た

救出作業について、警察・ ちの多くが「もう少しマシ

消防・自衛隊など専門機 な道具があったら…」と悔

関の救援を待っ余裕は、 恨をこめて語っている。木

生き埋め者にも救助作業 造住宅の倒壊現場では、土

者にもなかったし、待て 壁の竹や縄を切るために包

ば救援が来るという保証 丁まで使われた例がある。

もなかった。被災地のど 神戸市長田区では阪神・

こにも生き埋め者が数知 淡路大震災時、地擬直後

れずおり、それは関係機 に12件の火災が発生した。

関の対応能力をはるかに しかし、当時の長田消防

超えていた。 署の消防車両保有台数は7

生き埋め者の救助が時 台だった。すべての現場

間との勝負であり、迅速 に車両1台づつ配置するこ

な救助が生存率を上げる とすら不可能な状況だった。

ことはよく知られていたが、 さらに消防署貝による

労組リーダーたち民間救 生き埋め者などの人命救

助者を突き動かしたのは、 助活動については、署員
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の絶対数が足りなかった にして、順序に従って対

ことが充分な対応ができ 処していくしか方法はない。

なかった最大の理由だが、 個々の人命救助は、近隣

それとは別に消防活動の 住民自らが主体とならな

もつ大局的な使命が個々 ければならない。コミュニ

の生き埋め者などへ対応 ティーの力が問われている

しきれないという状況を のだ。

生み出すことになる。つ

まり、消火活動の成否は 近隣の人命救助作業で、

初期段階の1~2時間で決 自分たちに出来ることが

まってしまうため、火災の なくなると、家族の安全

拡大によってより多くの人 確保を図った。住家が無

命が失われることを避ける 事だった場合は、そのま

ためには、消防署員たちは ま自宅で過ごすことも多

発生直後は火災との戦いに かったが、とりあえず近

専念しなければならないと くの学校などへ避難する

いうことである。 ケースも少なくなかった。

非常時に限られた人員・ 避難所になった施設はど

機材で多くの命を守るた こも、食事のあてもなく、

めには、優先順位を明確 混乱の堵渦にあったが…。

何千人もが近所の人に救助された

神戸市民アンケートによると、回答者のうち

20.6％が地震後 1~2時間に救出・救助活動に

携わったと答えている。 30~50歳台の男性は、

実に3人に 1人が救出活動に従事した。神戸市消

防局の市民行動調査でも、近隣での救出活動を見

た人の60.5％が「近所の人」の活躍を目撃して

いる。こうした一般市民の救出活動によって助け
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られた人々は数千人に上るのではないかと言われ

ている。

災害時の人命救助の大きな戦力（最大戦力かも

知れない）である「近所の人」の力を活かすために、

地域の公園・公民館などに救出用資機材を保管す

るなどの方策を講じておかなければならない。

早く助けるほど生存率は高い

救出者のうち生存者の占める割合は、時間経過に

伴い低くなる。阪神・淡路大震災では被災当日は

救出者の4人に3人が生存していたが、翌日では

生存者は4人に 1人しかいなかった。また、倒壊

家屋の下敷きになったままで焼死した人も、早く

救出できれば助かったかも知れない。ただ、なん

と言っても救出の人手・資機材が足りなかった。

阪神・淡路大震災時における救出者中の

生存者の割合の推移

1月17日＝救出692人：生存518人（生存率74.9%)

1月18日＝救出806人：生存195人（生存率24.2%)

1月19日＝救出883人：生存133人（生存率15.1%) 

1月20日＝救出484人：生存 26人（生存率6.4%)

1月21日＝救出209人：生存 10人（生存率4.8%)

（神戸市消防局監修 「阪神 ・淡路大震災神戸市域におけ

る消防活動の記録」、陸上自衛隊中部方面総監部 「阪神 ・

淡路大震災災害派遣行動史」より）

トリアージタッグ

トリアージ (Triage)とは、災害発生時などに

多数の傷病者が同時発生した場合、傷病者の緊急
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度や重症度に応じて適切な処置や搬送を行うため

に治療優先順位を決定することをいう。フランス

語で「選別」を意味する「trier」に語源を発し、

ナポレオン戦争の時に傷病兵をその重症度に応じ

て選別したことから始まったと言われている。

◆軽処置群緑色 (I)

◆非緊急治療群黄色 (II)

◆最優先治療群赤色 (Ill)

◆死亡及び不処置群黒色 (0)

モギリ式で、モギリ片の色の順番は、外側から緑・

黄・赤・黒の順となっている。 3枚つづりで、 1

枚目が災害現場用・ 2 枚目が搬送機関用• 3枚目

が収容医療機関用。

あなたは被災者をトリアージできる？

阪神・淡路大震災後、病院でのトリアージの重

要性が強調されてきたが、より重要なのは現場に

おけるトリアージだとされている。負傷者が多数

病院に殺到するのを防止するために住民同土がそ

の場で協力し合って、負傷者にファーストエイド

をおこない、負傷者をトリアージすることが重要で、

そのための講習会も開かれている。

とはいえ、あなたがそのために必要な訓練は受

けているとして、建物の下敷きになった重傷者を

トリアージできるだろうか。単純に症状の重い者

から優先順位をつけていくだけなら出来るかもし

れないが、例えば死に瀕した被災者の手首に黒色

のタッグを巻いて、より命が助かる可能性が高い

と思える被災者を優先させるというようなことが

やれるだろうか。

38 
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仲間は？組織は？職場は？

次に労組リーダーたち '95年3月末で430万台で、

は、使える電話を探して 有線インフラが大打撃を

労組の専従者や役員の安 受けた状況下にあって一

否を確認しようとした。 定の威力を発揮したが、

通信事情はきわめて悪く、 通信の殺到でつながらない

作業は捗らなかったが、 ケースも少なくなかった。

労働組合としてこの状況 比べて現在 ('04年3月末）

に対処していくためには では携帯電話 8千万台・

省略できない作業だった。 PHS 6百万台（計、人口

阪神・淡路大震災では、 普及率68%) を超えており、

通信ケーブルの損傷や停 有線不通時の通信手段と

電で電話28万5千回線が して'95年当時とは比較に

使用不能となった。 くわ ならないほど普及している。

えて、安否確認の電話が しかし同時に、'03年 5月

全国から殺到し、つなが の宮城県沖地震では通信

りにくい状態が6日間ほ 量が通常の30倍に達した

どつづいた。 結果、重度の通信障害に

また、携帯電話の普及は 陥っている。
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やっばり電話はつながらない！

宮城県沖地震発生の2~3日後におこなわれた

アンケート調査では、地震当日「最も困ったこと

は？」との問いに対し、「携帯電話・ PHSが使えな

かった (63.6%）」「電話が使えなかった (51.9%）」

が最も多く、それに次いで「家族との連絡が取れな

かった (39.2%)」 「親戚・知人の安否が分からな

かった (21.3%)」となっている。阪神・淡路大震

災から8年余を経過した時点でも、大規模災害時

の通信事情ははなはだ心許ない状況である。

プロードバンドは有効な通信手段

ただ、携帯電話・固定電話・携帯メールなどが

つながりにくかったのは、それまでの災害時と同

様だが、この宮城県沖地震ではパソコンのメール

やインターネットが問題なく利用できたという人が、

過去の同種調査より多くなっている。これは、通

信回線がダイヤルアップや ISDNから、 ADSL・

光ファイバー・ ケーブルテレビ、そしてLANな

どにシフトしているためである。これらの方式は

いすれも電話の輻軽に巻き込まれす、この宮城県

沖地震でその有効性がはじめて確認された。今後

の大規模災害時の通信手段として、有効活用の道

を考究していく価値があると思われる。

ともかく労組事務所へ

なんとか労組事務所に の方法でそこに向かって

辿り着けそうな見通しを いった。

もった人々は、それぞれ 産別リーダーたちの場合、
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県本部・支部の事務所の 2つには、被災地内の加盟

多くが被災地の中心であ 単組の状況把握のためには、

る神戸市内に位置してい やはり事務所を基点にす

たため、そこに至る公共 る必要があった。産別リ

交通手段はすべて途絶、 ーダーたちが被災地内の

高速道路は倒壊し、 一般 事務所へ向かった理由は、

道には瓦礫が散乱していた。 この2つが大きかった。

道路は渋滞をきわめていた。 単組リーダーたちが、

ある人は自家用車で家を出、 被災地内の事業所へ向か

普段1時間の距離を6時間 っていった動機は、組合

もかかって事務所にたど 員の安否確認と企業活動

り着いた。徒歩や自転車 の立ち上げという、 2つの

で自宅を出た人々は、電 使命を果たすためだった。

車通勤で1時間のところを、 そのいずれも、ともかく

何倍～何十倍もの時間が 事業所へいかなければ着

かかった。 手できない。名簿・電話

だが、労組リーダーた 番号・住所など安否確認

ちは、ともかく事務所へ に必要なデータは、そこ

向かった。 にしかなかった。事業所

被災地の中に事務所を の被災状況も把握しなけ

もつ組織の場合、そこに ればならない。組合員に

辿り着くことができたと 連絡がついたとして、果

してもさまざまな不便を たして出勤を促すべきか、

かこつであろうことは予 待機させるべきか。また、

想できた。 しかし、そこ とりあえず出勤を要請し

が被災地の中であればこそ、 なければならないのは、

なんとしてもそこに辿り どういう職種の人たちか。

着く必要があった。1つに 産別リーダーたちは、

は事務所の被災状況を確 事務所に辿り着くと、外

認しなければならなかった。 見からそれが当面の使用
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に耐えるかどうかを検討し、 キャビネットなどを起こ

少なくとも倒壊等の危険 して、人間が腰を下ろせ

はないと判断できると、 る場所を確保した。電話は、

建物の中に入り散乱して 通じている場合もあったが、

いるデスク・ロッカー・ 通じていない場合もあった。

加盟単絹の状況確認へ

彼らは、徒歩で、自転 く感じられた。

車で、バイクで、そして 単組リーダーたちは、

自動車で、そのとき最も 事業所に着くと真っ先に、

合理的と思われる交通手 従業員 ・組合員の安否確

段を選んで、被災地内の 認を急ぐよう会社に申し

加盟組合 ・事業所の被災 入れた。それはほとんど

状況の把握へと向かって の場合、労使の共同作業

いった。 となったが、非専従労組

夜、彼らの多くは、通 役員の場合はこの時点で

勤の時間を惜しんで、事 安否確認を会社に任せ、

務所に泊まり込んだ。 1 自らは業務再開のために

日が、普段の何倍にも長 立ち働くケースも多かった。

安否確認の決め手は“自覚’'と“システム”

単組・企業による組合

員・従業員の安否確認は

困難を極めた。通信事情

が悪かったことに加え、

電話がようやくつながっ

たとしても、被災地居住

者の場合は避難のために

不在が少なくなく、作業

は遅々として捗らなかった。
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とはいえ、こうした安

否確認作業を困難なもの

にした最大の要因は、通

信事情の悪化とならんで、

組合員・従業員の側に大

規模災害で通勤不能をき

たした場合は、会社へ自

己の状況を連絡しなけれ

ばならない、という自覚



が乏しかったことだった。

もとより自発的に会社に

連絡をとり状況報告した

人々も多くいたし、危険

を顧みず出勤してきた人々

も数え切れないほどあっ

たが、少数ではあっても

連絡不通者への対応は労組・

会社にとって大きな負荷

となっていた。

安否確認は実利的な意

味合いだけでなく、労組 ・

会社にとっては道義的責

任を問われる場でもあり、

全組合員・全従業員の状

況把握に関して義務を負

わされていた。連絡がと

れない場合は、 1軒 l軒

自宅を訪ねて確認した。

留守の場合は、現在どこ

にいるか張り紙などして

ある場合をのぞき、 一時

的外出か避難かを近所の

聞き込みで判断し、避難

しているらしいとなると

近くの避難所を軒並みに

探し回ることになった。

全員の安否が確認できる
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までに 1ヶ月以上を要し

た労組 ・事業所もあった。

そういった場合とは逆に、

組合員・従業員の側から

すると、電話の不通など

通信障害のために、連絡

したくてもできないケー

スもあった。自身や家族

に被害があった場合は、

とうぜん連絡は遅れるし、

しばらくの間は労組・会

社への状況報告などは念

頭から消えてしまってい

ただろう。

また、「誰に・どこに」

連絡すべきかが決められ

ていなかったために、ど

こへ連絡したらよいか分

からず、結果どこへも連

絡しなかったというケー

スもあったという 。いつ

もの出勤時刻に会社へ連

絡しようとしたが、電話

は通じたものの応答がなく、

そのまま避難所や実家・

親戚宅へ避難し、状況連

絡が大幅に遅れてしまっ

たという例もある。



情報ネットワークの複線化・多様化を

情報ネットワークは用

意されていたが、単一構

造だったために、どこか

で支障が発生すると、ネ

ットワーク全体が機能停

止してしまうことも珍し

くなかった。職制上の上

下間では連絡システムが

確立されていたが、同僚

間の連絡システムはなく、

ハブになる上司が不在に

なった場合、ネットワー

クの一部が完全に壊死し

てしまうようなことも少

なくなかった。通信手段

についても電話使用だけ

を前提としていたのでは、

大規模災害時にネットワ

ークとして機能し難いこ

とは数多くの事例が証明

しているとおりである。

メンバー個々の非常事

態下における連絡義務を

明確にして自覚を高める

とともに、情報ネットワ
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ークの複線化・多様化を

すすめ、非常事態下でも

実用の役に立つものにし

ておくことの重要性を強

調しておきたい。

安否確認が円滑．迅速

にすすめられる体制があ

れば、連絡が取れない組

合員 ・従業員がいたら、

彼らが深刻な被災状況に

あるかもしれないという

想像がつく 。そうすれば、

真に救援が必要なメンバ

ーに対して、支援を集中

することができる。状況

連絡ができる条件下にあ

りながら、それをしない

のは自己の安否確認のた

めに労組・企業スタッフ

のエネルギーを浪費させ

ることになり、深刻な被

害を被って救援を必要と

している仲間への裏切り

行為になるのではないか。



電話・携帯電話・ PHSに加え

インターネットの活用を

（電話の輻轄に備えて）

◆労組・企業用のホームページを開設しておけば、

組合員・従業員への情報伝達手段に使用できる。

携帯電話から閲覧できる方法も可能。

◆また、掲示板を併設しておけば、組合員・従業

員が自己の安否情報などを書き込める。携帯電話

などから書き込めるようにもできる。（本格的なホ

ームページがなくても、掲示板だけ備えることも

可能）

◆地震などでパソコンが壊れてしまっても、ホー

ムページや掲示板の情報は、（プロバイダーなどの）

サーバーに残っているから、いつでも閲覧できる

ので、災害に強いメディアだといえる。また、労組・

企業が自前のサーバーを、複数箇所にもつことも

できる。

安否確認に利用できる公共サービス

「災害用伝言ダイヤル 17 1」
◆固定電話や携帯電話から「l7 l」にダイヤル

すると、自動音声で使用法を案内してくれる。

【自分の安否情報などを録音したい場合】

利用ガイダンスにしたがって電話の操作を進め、「録

音」する。（録音時間は30秒間なので、あらかじ

めメッセージを30秒以内にまとめておく）

【被災地の知人などの録音を聞きたい場合］

利用ガイダンスにしたがって電話の操作を進め、「連

絡を取りたい相手の電話番号を市外局番からダイ
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ャル」する。

◆ (「171」は宮城県沖地震の時点でサービス開

始から3年経っていたが、当該地震直後のアンケ

ート調査にあらわれた認知度は、「聞いたことはあ

ったが使い方までは知らなかった。 (35.8%）」と

最も多く、次いで「この質問ではじめて知った。（

28.4%）」となっている。また、「聞いたことはあ

ったが使い方までは知らなかった」と「聞いたこ

とはあったし、使い方も知っていた。 (5.6%）」

で41.4％となっている。）

◆が、しかし、実際に利用したのは 1.1%（「録音

した。(0.2%）」「伝言を聞こうとしたが、録音が

なかった。(0.9%）」で、「全く使わなかった。（

97.8%）」がほとんどを占めている。

「ドコモの災害用伝言板サービス」

◆災害発生後30分以内に掲示板の入口が表示される

被災地周辺地域の携帯電話の iモードメニュー

最上部に「災害用伝言板」という文字が表れて使

えるようになる。伝言板登録作業は「無事」、「被

害がある」、「自宅にいる」、「避難所にいる」の4

つの中から状況を選択。最大 100文字以内のコメ

ントを入力するというもの。このメッセージは最

大72時間保存され、 10件までの伝言の登録が可能。

◆伝言板を見るには

安否を確認する時は、 ドコモの携帯からなら、

対象者の携帯電話番号を入力して検索するだけで

情報がわかる。それ以外の他社の携帯電話、パソ

コン、 PHSを使う場合は、
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http://dengon.docomo.ne.jp/top.cgi から確

認できる。

「テレビ・ラジオ・新聞の安否情報サービス」

◆各メディアの利用ガイダンスにしたがって、自

分の安否情報を登録し、報道してもらう。

ライフラインの労働者は選択の余地なく‘‘渦’'に

ライフライン関連事業体 コンクリートの床にダン

の組合員・従業員たちは、 ボールを重ね、毛布に包

そのほとんどが強い職業 まって寝た、というよう

意識に突き動かされ、揺 な人たちが多かった。身

れが止み、家族の無事を 体は泥のように疲れてい

確認すると、身支度を整 たが、神経が冴え渡り、

えて事業所へと向かって 浅い眠りを繰り返した。

いった。彼らの多くは災 学校の先生たちは、校

害に立ち向かうことにな 内へ 1歩足を踏み入れた

るとは承知していたが、 とたん、当然のように何

それがどの程度の災害かは、 百人もの避難者を抱える

家を後にする時点ではま 避難所の世話係にされて

だ正確には把握していな いった。先生たちは最優

かった。それぞれの事業 先課題として生徒たちの

所に辿り着いた彼らは、 安否確認と安全確保を果

瞬時にして復旧活動の渦 たすために、生徒宅の家

中に巻き込まれていった。 庭訪問に取り組んだ。し

その日から 1週間もの間、 かし、自宅にいる、避難

1度も帰宅しないまま働 所へ入っている、両親の

きつづけ、夜は事業所の 実家へいっている、等々、
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子どもたちが置かれた状

況はさまざまで、所在を

確認することすら困難な

ケースもあった。安否確

認活動から学校にもどると、

こんどは避難者たちの生

活支援活動がまっている。

横になって眠ったという

記憶がないまま、発災後

の 1週間を学校でがんば

りつづけた先生もいた。

（ライフライン関連は、別掲）

会社に出るか、家族といるか？

阪神・淡路大霙災のあと、

被災地に自宅があるマス

コミ関係者に発災直後の

行動について取材した。

ひととおりの質答を終え、

最後に彼自身の身の処し

方について感想を訊ねた。

「ふつう、災害がある と

一家の主人というものは

家族のもとに帰るじゃな

いですか。住家が壊れか

かるほどの大地震でしたし。

それをわたしは、まだ身

体の震えが止まらない家

内や泣いている子供を残

して、家を飛び出してい

ったわけです。仕事柄し

ょうがないとは割り切っ

てますけどね。 しかし、

あれがまともな人間がや

ることですかね。夫として、

親として、果たしてあれ
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で良かったんでしょうか…。

ま、そのお陰で、ニュー

スは流しつづけられまし

たけどね」

では、本当はあなたは

どうしたかったのか、と

質問を重ねた。彼は黙り

込んでしまった。

このジレンマはマスコ

ミ関係者だけに限ったこ

とではないだろう 。一般

企業に働く人々の中にも、

阪神・淡路大震災のとき

被災地の中に自宅があり

ながら、発災当日に会社

や労働組合事務所に出勤

した人々はたくさんいた。

余震に怯える家族を自宅

に残したままだったかも

しれない。また、食事の

めどもないまま避難者で

ごったがえしている避難



所に、妻や子や老親を置

いてきたのかもしれない。

しかし一方では、職場

や仕事のことを気にしな

がらも、少なくとも発災

当日だけは一ーあるいは

数日間は一一家族ととも

に過ごすことを選んだ人々

がいたかもしれない。

さらにまた、自宅は倒

壊したが奇跡的に命をと

りとめ、苦労して屋外へ

72時間モラトリアム

出るか ・残るかーーそ

のジレンマから人々を救

うため、発災から 72時間

は社会的な責務を免除し

よう 。そういうコンセン

サスを社会的に築こう、

という意見がある。

またこれは、人命救助

の観点からも、発災後72

時間が生死を分ける境界

線になっているというデ

ータも存在することから、

活動力や判断力に富んだ

就労世代の社会人が、地

域に残って緊急対応活動

にあたれる条件を整えて
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脱出して周囲を見渡せば、

一面の瓦礫の原。ベテラ

ンの労組リーダーだったが、

彼は労組事務所には出勤

せず、被災者支援のため

に地域に残る道を選んだ。

果たして、誰が最も正

しい選択をしたと言える

のだろう 。また、間違っ

た選択をしたのは誰か。

最良の選択というのは存

在するのか。

おくことは大いに意味が

あるだろう。

職種や職階による分別

を明確にし、大規模災害

時の被災地居住者の行動

選択に関する、指針・社

会的合意を形成しておく

ことは重要ではないか。
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まず、発災直後から、連合全国ボランティアが引き上

げる 3月末日までのポイントになる動きを列記する。

阪神・淡路大震災は未曾有の大災害であったと同時に、

連合、ことに連合兵庫にとっては全く想定外の出来事で

あったため、 これらの動きは必ずしもスタンダードとし

て参考になるとは言えないかもしれない。

しかし、取り組みの大まかな内容は窺えるだろうし、

時間の経過とともに災害の様相も変化してゆき、それに

伴って対策も変質してゆく状況を読み取っていただける

可能性もなくはない。参考にも、反面教師にもなろうと

思われるので、煩雑を恐れず紹介することにする。

く連合ならびに連合兵庫の動き＞

1月18日

1月19日

1月20日

● 連合兵庫 ：当面の霙災対策打ち合わせ 「連

合救援物資受け入れ拠点設置場所確認』

● 連合兵庫：西部救援対策拠点設置

● 連合：全国地方代表者会議 • 第 19 回中央

執行委員会 『地捉対策本部の設置／緊急カ

ンパの実施』

● 連合：地霙対策本部設置

● 連合 ：現地対策本部設置（連合大阪内）

● 連合兵庫 ：災害対策本部設置 （連合大阪内）

● 連合兵庫 ：東部救援対策拠点設置

● 連合 ・連合兵庫 ：合同現地対策会議 『ボラ

ンティア活動の要請／受け入れ対策の確認』

● 芦田連合会長 ：来県 「連合兵庫激励／兵庫

県へ義援金 1千万円贈呈j

● 連合 ：対政府 「兵庫県南部地震緊急対策に

ついて』要請

● 連合 ：構成組織ならびに地方連合会へ救援
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物資要請

●連合兵庫 ：各地域協議会ならびに各地区連

絡会へ救援物資要請

1月21日 ● 連合 ：現地対策本部を連合兵庫会館に移転

1月23日 ● 連合全国ボランティア第1陣来援（連合近

畿ブロック48名）

1月28日 ● 連合 ・連合兵庫・連合近畿プロック連絡会 ：

合同現地対策会議『救援活動の長期化対策

確認』

● 連合兵庫 ：対県 ・対神戸市 「兵庫県南部地

震に対する要請j

1月30日 ● 連合 ：構成組織緊急対策会議 「ボランティア・

救援物資に関する要請j

2月 2日 ● 連合兵庫 ：緊急三役会議 『対県 ・市・政府

への要請内容確認』

2月 3日 ●連合 ：対与党政策調整会議 「兵庫県南部地

震復典対策について要請』

● 連合兵庫 ：対政府 ・各政党 「兵庫県南部地

震に関する要請』

1. 未曾有の災害であり、復旧は国によ

る強力な財政援助が不可欠である。特

別措置法の早期制定を。

2. 各自治体へ各種要請を行っているが、

被災自治体であることを考慮し、国と

して財政援助・制度的対応を。

(1)被災者への税制上の措置と見舞金の支給。

/ (2)住家再建のための住宅ローンについ

て利子補給と償還期間延長。／（3）住宅被

害認定基準の改正。／（4）公的住宅建設。

56 



/(5)都市計画の実施と十分な補償措置。

/(6)諸物価安定と資材高騰防止。／（7)

失業者の生活保障と雇用創出、および中

小企業救済。／（8）緊急道路基盤の整備。

/(9)公共輸送（とくに鉄軌）の早期復旧

へ国が全面的に代行すること。／（10)港

湾施設の再建。／（ll)海 ・空交通の整備。

/(12)公的病院の整備。／（13)教育対策。

①学校が避難所として長期使用される場合、

教職員以外の人的対応を行うこと。②受

験生への対策を。③授業再開へ代替教室

建設などの措置を。④崩壊学校 (ll校）

の早期再建。⑤被災児童への文房具支給、

授業料減免、奨学金支給。⑥転出入学手

続きの簡素化。／（14)復興計画へ助成制

度を確立。防災モデル都市づくりをすす

める。／（15)統一地方選挙の延期。

2月 5日 ●連合・連合兵庫 ・現地活動組織 ：合同現地

対策会議 （支援活動は構成組織から地方連

合へ）

2月 6日 ●連合 ：対政府 『兵庫県南部地霙復興対策に

ついて要請』

2月 6日 ●連合兵庫 ：第1回法律相談
~ 10日

2月18日 ●連合：兵庫県南部地震現地視察および復興
~ 19日 対策会議

2月19日 ● 連合 ：政策委員会 「震災直後の政策提言立案』
~20日
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2月23日 ● 連合兵庫：拡大執行委員会 「震災救援活動

／ボランティア活動、兵庫の取り組み確認j

3月 8日 ● 連合兵庫：ライフライン関連労組会議『状

況報告と対県要請内容確認』

3月 8日 ●連合兵庫：第2回法律相談
~ 10日

3月 18日 ●蔑災復典クリーンキャンペーン
~ 19日

3月20日 ●連合兵庫：第14回三役会議（鷲尾連合事

務局長出席） 『4月以降の活動確認』

● 連合兵庫：対県 「震災復興ライフライン等

に関する要請」

1.復旧に関する道路関係について

(1)超大型クレーン車の走行で架線

や埋設ライフラインの切断・破壊があ

る。行政として注意喚起されたい。

/ (2)ライフライン復旧作業現場周

辺の一般車両駐車規制を。／ （3)ラ

イフラインの共同溝化を国の施策と

して促進。

2.避難所使用されている学校について

(1)教職員が教育に専念できるよう

被災者対応は行政で。 ／ （2)学校を

避難所指定した場合は、再建校舎に

は避難所にふさわしい設備を。文部

省基準の早期改正。

3 学校の復旧・復興について

(1)仮設住宅の建設で、授業のため

の教室の確保を。／ （2)運動場を仮
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設住宅に使用する場合は、従来の2分

の1は運動場として確保。／ （3)児

童の校区外移動で増員となる学校が

あるため、校舎の増築を。／ （4)児

童のトラウマ防止ヘケア対策を。／

(5)学校建設基準に地域コミュニテ

イーセンターとしての役割を果たす

施設を併設。

4 仮設住宅建設について

(1)被災前の住所地に仮設住宅建設を。

5 復旧・復興費の援助について

(l)ライフライン復旧費用が1企業

体の能力を超える恐れがあり、利用

者・労働者がしわ寄せを被らないよ

う援助施策を。／（2）震災地域の中堅

・中小企業に対し、雇用促進補助金

等を国に要請。／（3）地方自治体の主

体性を国が侵さない配慮を推進。／

(4)ガレキ、崩壊家屋・ビル等を早期

撤去。

3月20日 ● 連合：阪神・淡路大震災復興 『市民・連合

ネットワーク事務所開設相談会』

3月31日 ● 連合・連合兵庫・現地活動組織 ：合同現地

対策会議（芦田連合会長出席）

4月 4日 ● 連合 ：対政府第3次要請『当面の重要課題

に関する要請』

●『阪神・淡路大震災ひょうごフェニックス

計画推進協賛事業』発足
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4月18日 ● 連合 ：第4回地域政策プロジェクト会議
~ 19日

7月18日 ● 連合兵庫 ：対政府 『兵庫県南部地裳に関す

る緊急 (8項目）要請』

l. 被災者の立ち上がり資金の一環として、

国も200万円程度の災害援護金支給

制度を。

2. 雇用保険支給期間が終了するが、雇

用創出・吸収に最大限の努力を。

3 高齢者の生活不安による自殺等の防

止へ、利便性の高い老人ホームを建設。

あわせて、カウンセリング制度を確立。

4 復旧・復興計画は雇用拡大をともなう

こと。教育の復興を組み込むこと。

5 住宅再建の促進で生活基盤を確保し

つつ、雇用機会を拡大すること。

6 個人住宅再建へ建ペイ率．容積率な

どの緩和、集合住宅建設での共有部

分の国庫補助を実施。再建の住宅口

ーンは、利子補給・償還条件を緩和。

7. 避難所生活の苦痛から早期解放する

ため、早急に公共住宅の建設を。

8.震災にかかわる諸対策は、特別立法

として担保すること。

8月 1日 ●連合兵庫 ：『第 1次震災対策要請行動団 ：

対政府・各政党 (8項目要請の実現）」
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運合全国ポランティアが来る！
［ ■1月17日（火） ：地震発生当日■； 
連合兵庫は2つに分断された

阪神・淡路大震災では、

被災地の地形と公共交通

機関の途絶によって、連

合兵庫は東西に分断され

ることになった。すべて

の鉄道が軌道を断裂され、

阪神高速道路の倒壊をは

じめ、主要自動車道路は

大きな被害を受けていた。

県庁所在地である神戸

市を中心とした被災地域は、

兵庫県の最南部、瀕戸内

海沿いを東西に伸びる細

いベルト地帯になっていた。

いきおい鉄道も道路網も

主要なものは、東の京都・

大阪にはじまり中国・九

、)廿方面へ通じる山陽道の

通過点のような様相を呈

している。つまり、被災

地の中心部への入り口は、

東西の 2方向にしかなか

った。この立地条件が致

命的とも言えるような地

震直後の道路渋滞を惹き

起こした。被災地入りを

目指す救援車だけでなく、
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日常の輸送業務のための車、

一般の乗用車などの全て

が選択の余地なく、この

2方向から被災地に通じ

る道路に殺到した。そして、

この混雑に、京都 ・大阪

方面から岡山・広島方面

へ抜けていこうとする車、

あるいはその逆行を目指

す車が加わった。

最初期段階に被災地人

りを目指した一般の個人

ボランティアたちは、大

阪で鉄道を降りたあと、

大きなリュックに救援用

のミネラルウォーターを

詰め、 30キロメートル余

の道程を徒歩で被災地入



りしていった。動かない

自動車の列が伸びる国道

脇を、ボランティアたち

が歩いていく姿が延々と

つづいた。被災地から大

阪方面の知己を頼って避

難していく人々の列が、

黙り込んだまますれ違っ

ていく 。

それぞれの立ち上がり
被災地が東西に分断さ 窓に次々と映しだされる

れたと同様、当時の連合 凄まじい光景によって、

兵庫専従スタッフたちも 自分が未明に体験した強

被災地の中心部にある事 霙が都心部では何をもた

務局にはほとんどが出勤 らしかということを段階

できなかった。 的に理解していった。彼は、

◆ 連合兵庫会館に着くと、

ただ、連合兵庫会館が 倒壊の危険性を測り、大

所在する神戸市中央区に 丈夫だと判断すると、建

対して北方向にあたる北 物の中へ入った。足の踏

区居住者 1名のみが自家 み場もないほどに荒れ果

用車で、震災当日の瓦礫 てた事務所へ踏み入り、

や火災の煙でおおわれた 床に転がっていた電話器

道路を危険をおして踏破 を拾い上げて試してみると、

してきた。彼の自宅は神 生きていた。

戸市内とはいえ、海岸沿 専従スタッフの自宅へ

いの被災地域からかなり 片っ端から電話を掛け、

山間部に入ったところに 事務所の状態と出勤途上

あり、強い揺れは体験し に目撃した被災地の状況

たが実質的な被害は受け を話した。どうやら今日

なかった。 出勤してこれるのは自分

ほとんど通常の出勤時 だけらしかった。専従ス

と変わらない状態で自宅 タッフのほとんどに連絡

を出たが、マイカーの車 がつき、それぞれ無事で
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あることが確認できたが、

ただ 1人だけ電話が繋が

らない者がいた。心配に

はなったが自宅の正確な

場所を知らず、この状況

下で駆けつけても、果た

してそこを探し当てられ

るか自信はなかった。彼は、

会館の他の部分の被害状

況を点検し、ふたたび事

務局にもどると、そこを

片付け始めた。終日にわ

たり連合本部から何度も

状況確認の電話が入った。

この日、連合兵庫事務局

へ出勤できたのは、専従

スタッフ 9名中、 1名の

みだった。

◆ 

連合兵庫会館が所在す

る神戸市から西へ約40キ

ロメートルのところに加

古川市があり、阪神商工

業地帯のベッドタウンと

いう 一面を担っていた。

同市は裳度4~5の中・

強震地域に入っていたが、

家屋の倒壊などの被害は

ほとんどなかった。だが、

鉄道途絶・道路渋滞で、

ここから神戸へ向かうこ
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とは困難をきわめた。何

人かの労組リ ーダーたち

は自家用車で神戸入りを

目指したが、あまりの道

路渋滞に断念、止む無く

引き返すか、中間点の明

石市内にある労組事務所

に飛び込んで情報収集に

あたるしかなかった。

この加古川市に居住す

る連合兵庫役員が、自宅

からの安否確認電話が繋

がりにくくなったことを

契機に、自家用車で市内

にある日本毛織の労働会

館に向かった。連合兵庫

や産別の事務所がある神

戸に行き着けないことは

分かっていたし、これが

大災害であることも想像

できたから、今後の活動

拠点をそこに求めた。

彼は過去の見聞から「大

量の救援物資が来る」こ

とを予想し、中国・九州

方面からの物資の受入れ

拠点をつくろうとした。

また、連合兵庫の西半分

は助かっているので、そ

の力をここに結集して、

被災地の支援策を講じよ



うとも考えた。近くに住 室を出、大きく傾いた廊

んでいる連合兵庫専従ス 下を伝って階下への階段

タッフ 2名に電話し、神 を足で探った。階段がな

戸入りの目途が立つまで かった。懐中電灯を探し

は日本毛織の労働会館の 出して照らしてみると、

ほうへ出勤し、拠点づく 廊下と階段との間に 1メ

り・運営にあたってはど ートルほどの間隔が生じ

うか、と勧めた。すぐに ていた。長時間かけて苦

集まってきた。翌1月18日、 心惨憎の末ようやく階段

正式に連合兵庫の西部救 を引き寄せ、妻を連れて

援対策拠点として確認さ 外へ出て周囲を見渡した。

れる。 古い木造家屋の密集地域

◆ だったその辺りは、軒並

神戸市長田区は簾災被 み全 ・半壊の被害を受け

害がもっとも激しく大き ており、薄明の空に火災

かった地域の 1つだった。 の煙が上がっていた。そ

そこに連合兵庫専従スタ の光景を目にして、よう

ッフの1人が居住していた。 やく地震が起こったのだ

未明、直下型地震特有の ということを理解した。

鋭い縦揺れで目覚めた瞬 住家が全壊するほどの

間は、航空機の墜落事故 被害を受けた人々の多く

でもあったのかと考えた。 が後に語っているように、

被災地の大多数の市民と 彼も第一撃の縦揺れのあ

同様に、彼も、自分の居 とに襲ってきた横揺れに

住地区が地鹿災害に見舞 ついては、まったく記憶

われることがあるなどと していなかった。精神的

は夢にも思ったことはな な衝撃はそれほど大きか

かった。 ったと言える。

停電の闇の中で妻の無 心身ともに打撃を受け

事を確認すると、ともか てはいたが、彼もまた労

く外へ出ようと 2階の寝 働運動のリーダーらしく、
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状況を理解すると直ちに 行方が分からなかった。

近隣の生き埋め者の存否 地域は高齢者や妊婦や乳

を確認して回った。無我 幼児など災害時には瞬時

夢中で何人かを救出したが、 にして弱者の立場に追い

たとえ何人がかりであっ 込まれてしまう人々を抱

ても到底人間の力では動 えている。彼は決意した。

かせないような障害物の 多分、自分の力を必要と

下敷きになっている人も しているのは、ここの人

いた。あの時に重機が近 たちだろう、と。確信が

くにあったら、というの あったわけではなく、また、

が震災後何年もの間の、 職務上のさまざまなこと

彼の口癖になった。その が脳裏に浮かび、ジレン

町内でも何人かの住人が マを感じた。が、しかし、

亡くなり、多数のけが人 いまは地域の一員である

が出たが、地域リーダー ことを優先しよう、と決

たる自治会長は避難して 意したと言う。

t .1月18日（水） ：震災2日目■］ 
加古川市に西部拠点を設置

連合兵庫は、電話によ

る三役持ち回り会議で「当

面の震災対策打ち合わせ」

を行い、救援物資受け入

れ拠点の設置場所を確認

した。

前述のとおり加古川市

の日本毛織労働会館内に、

連合兵庫の西部救援対策

拠点を設置することが確

認された。日毛労働会館は、

木造モルタル造りながら
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堅牢で、会議室などの空

き部屋があり、 2階が和

室になっていて雑魚寝な

ら40人ほどの宿泊が可能

だった。また、古くから

地域の労働運動や政治・

選挙活動の拠点として、

単組外部の人々からも親

しまれてきたこともあって、

こうした場合の拠点とし

ては打って付けの条件を

備えていた。



（ ■1月19日（木）震災3日目■］ 
尼崎市に東部拠点を設置

連合本部は熱海市で全

国地方代表者会議・中央

執行委員会を開催中だっ

たが、それに「地震対策

本部の設置／緊急カンパ

の実施」を緊急提案し、

決定した。

それによって、連合：

地痕対策本部・現地対策

本部が立ち上げられ、ま

た連合兵庫でも災害対策

本部を設置するとともに、

前日の西部拠点につづい

て尼崎市内に東部救援対

策拠点を設置した。

ただし、この段階では

公共交通機関の途絶や道

路破壊・渋滞により神戸

市内にある連合兵庫会館

までは往来が困難と判断、

連合本部の現地対策本部

と連合兵庫災害対策本部は、

ともに連合大阪内に設置

している。

t ■1月20日（金） ：震災4日目■】
芦田連合会長が兵庫県に義援金贈呈

芦田連合会長の出席の

下、連合兵庫会館で「ボ

ランティア活動の要請／

受け入れ対策の確認」を

議題として、連合本部と

連合兵庫との合同現地対

策会議を開催。

連合は合同現地対策会

議の決定にもとづき、構

成組織ならびに地方連合

会へ救援物資を要請。連

合兵庫は傘下地域協議会

ならびに地区連絡会に対し、

同様に救援物資を要請した。

芦田連合会長が連合兵

庫を激励するとともに、

兵庫県へ義援金 1千万円

を贈呈した。

： ・1月21日（土）震災5日目■］ 
運合兵庫災害対策本部が大阪から兵庫に

連合兵庫 ：災害対策本

部を、神戸市内の連合兵

66 

庫会館に移転。

移転の理由は、会館が



無事で電気・電話は通じ のバックアップが期待で

ていることと、被災地の きることから、連合兵庫

中にいなければ状況の推 会館への移転に踏み切る

移を見誤る可能性がある ことになった。

こと、そして被災地の外 尼崎と加古川の東西拠

にいたのでは被災者との 点はともに物資の集積と

温度差が生じる恐れがある、 配給の拠点であったが、

ことなどだった。 尼崎は当該の阪神地協（当

それに対して、交通が 時）内の被災地対応に集

不便であり、水道 ・ガス 中するため、神戸市内に

が止まっており、日常生 ある連合兵庫会館への支

活物資の入手も困難なこ 援は、必然的に加古川拠

とから、対策本部に対す 点が受け持つことになった。

る生活支援活動にエネル 加古川拠点では水道が

ギーを割かねばならない 通水するまで連日、加古

というのは本末転倒だ、 川市内から生活用水を運

との反対意見もあった。 びつづけた。

結局、加古川拠点から

救援拠点の立地条件

交通の便の問題では、やがて始まる連合全国ボランティ

アで活動者たちは対策本部がある連合兵庫会館にやってく

るまでに多大のエネルギーを費やさねばならない状況が生

じている。また、対策本部の生活支援では、断水による飲用・

トイレ•生活用水の供給活動や、ボランティア自身のため

の寝具など生活用品の手配も、被災地外からの支援をたの

むことになり、連合兵庫会館を対策本部として維持してい

くことは大きな負担ではあった。

しかし、反面、ボランティアたちの日報によれば、自分

たちの基地が被災地の真ん中にあったればこそ震災の深刻
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さや、被災者の置かれた状況の過酷さが実感でき、それが

活動のエネルギー源になっていく様子がうかがえることも

事実である。

ただし、被災地の中心に拠点を置く場合は、それを支援

する態勢が整っていることが絶対条件となることは言うま

でもない。

（ ■1月22日（日）：震災6日目● ］ 
連合兵庫災害対策本部は、

連合兵庫会館の片付け、

掃除をすすめ対策本部と

して使用可能な状態にま

で回復させた。あわせて、

ボランティアの来援に備え、

作業内容・場所について

割当てを神戸市に要請する。

［ ■1月23日（月）震災7日目■J 
連合のポランティアが来た！

連合全国ボランティア るための軽トラックヘ、

の本格始動に先立ち、隣 荷物の積み替え作業をお

接のよしみで逸早く連合 こなった。そして、もう

近畿ブロックから 48名が 1隊は、波止場から徒歩

来援した。 で 1時間ほど離れた王子

一行は道路渋滞を避け 陸上競技場で救援物資の

るため、チャーター船で 積み替え・仕分けなどの

神戸メリケン波止場に上 作業にとりくんだ。遺体

陸した。近畿プロック隊 をトラックが運びこみ、

はそこで2隊に別れ、 1 それをボランティアたち

隊はそこから徒歩で10分 が自衛隊のヘリコプター

ほどの東遊圃地臨時ヘリ に積み替えるということ

ポートで、救援物資を満 までやった。大量の死者

載したヘリコプターから、 が発生したため市内の火

各避難所へ物資を配送す 葬場だけでは対応できず、
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どこか行政単位を越えて

空いている火葬場へ運ぶ

ためだ。

この近ブロ隊の来援に

対しては、連合兵庫の会

長以下、専従スタッフが

波止場まで出向いて迎え

たが、そこで受け入れ側

の準備不足が露呈するこ

とになった。

誰が作業現場まで案内

してゆくか決めていなか

った。けっきょく、その

場に居合わせた専従スタ

ッフの 1人が案内してい

ったが、前日までに神戸

市の担当窓口と作業内容・

場所などについて打ち合

わせを したときも、どち

らの側からもボランティ

アの道案内という話は持

ち出さなかった。ボラン
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ティア活動者というのは、

よその土地から来る地理

に暗い人々だ、という認

識が欠けていた（というか、

震災のショックとボラン

ティアを受け入れるのは

初めての経験ということで、

そこに思い至る余裕がな

かった）。

近畿ブロックからのボ

ランティアは、飲用水・

食料などを持参した自己

完結態勢で来援したため、

受け入れ側としてはたい

へんありがたかった。し

かし、それでも予てより

何の訓練も心構えもない

ままに救援ボランティア

を迎えるということは、

受け入れ側にとっては大

きなプレッシャーになる

ということを経験した。

近畿ブロックのボランテ

ィアたちは、日帰りで、

毎日海からやってきた。

また、連合大阪ではこ

の近畿ブロック隊に専従

スタッフを専任させてい

たので、 2日目以降は道

案内なども不要となり、

受け入れ側としては大い



に助かっている。

やがてこれは、日帰り

ボランティアから、 1泊2

日単位の活動に編成替え

され、終盤まで被災地を

支えていくことになった。

◆ 

一方、加古川拠点では

拠点としての救援活動リ

ーダーを確保するため、

ゼンセン同盟（当時）本

部に被災地を熟知した専

従者4名の派遣を要請し、

それらを中心にチーム編

成して神戸市内の救援物

資集積場の支援にあたる

とともに、独自に須磨区・

長田区の要所で給水活動

をおこなった。この給水

活動は、のちに海員組合

に引き継がれた。

【■1月24日（火）裏災8日目■］ 
ポランティア・救援物資が続々兵庫入り
連合福島が25日～30日、 連合本部へ、救援物資の

30日～2月4日の 2班に 申し入れが続々と届いて

分けて各10人づつのボラ いた。青森からはリンゴ、

ンティア派遣を決定。一 和歌山からはミカン、栃

行は、空路大阪入りし、 木からは物資のかわりに

大阪港から船で神戸に入 現金カンパではどうかと

る予定であることが報さ の問い合わせがあった。

れてきた。被災地ではガ ◆ 

ス・水道が停まっている 伊丹市、宝塚市での物

ため、現地対策本部とし 資の購入が可能となりは

て卓上ガスコンロか旅行 じめた。

用電熱器の携行を要請した。 仮設住宅への入居条件

各構成組織も、次々と （全壊 ・全焼）から洩れた

独自の救援ボランティア 人の不満が高まりつつあ

活動を進めつつあった。 った。仮設に入れず、自

◆ 宅にも帰れない被災者も

全国の地方連合会から 多数あり、避難生活の長
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期化でこうした人々への

支援のあり方が課題とな

っていた。

西宮市、芦屋市は被害

が甚大で、この地区での

支援の強化が必要と思わ

れた。

［ ■1月25日（水）震災9日目■］ 
連合組織局が調査した

組織内の被害状況 （第 1

報）が発表された。（冒頭

の 「阪神・淡路大霙災の

概要 II．被害の概要 【連

合兵庫関係被災状況】』を

参照）

ポランティアの宿泊所確保に苦慮
連合兵庫としては、救 ちに神戸市に停泊許可を

援ボランティアが派遣さ 求めたが、港湾局から断

れてくるとの報に接した られた。不許可の理由は、

ときも、ボランティアの 「①岸壁が壊滅状態であ

宿泊場所を確保しなけれ り、物理的に停泊が困難。

ばならないという認識は ②さらに、海中にコンテ

なかった。だから、それ ナや自動車などが沈んで

に気づいたときは少なか いて、航行が非常に危

らず慌てた。水道 ・ガス 険。」というものだった。

などの停止のためホテル 2つ目の案は、公園に

は営業停止し、公的な宿 テント村をつくってボラ

泊施設は被災地である都 ンティアの基地にしよう、

心にはほとんどなかった。 というものだった。が、

知恵を絞った結果、 2 これも、すでに使えそう

つの案が浮かんだ。 な公園には被災者が避難

1つは、客船をチャー しており、そこに割り込

ターして神戸港に停泊させ、 んでは迷惑を掛けるとい

そこを宿泊場所にする、 うことで断念せざるを得

というものだった。ただ なかった。

7,1 



連合兵庫ではボランテ

ィアの宿泊施設の確保に

奔走した結果、神戸市内

の連合兵庫会館を拠点に

活動をすすめるボランテ

ィア用としては、連合兵

庫会館50人・県教育会館

38人・海員会館楠町寮30

人を確保した。県教育会

館 ・海員会館ともに、現

地対策本部がおかれた連

合兵庫会館から徒歩で 5

分程度の近さである。

また、加古川市の西部

拠点用としては、日本毛

織労働会館の2階和室を

開放してもらい、約30人

分の宿泊場所を確保した。

尼崎市の東拠点では、

全国ボランティアは大阪

のホテルに泊まり、そこ

から尼崎市立労働センタ

ー内に設置した拠点事務

局まで通うこととした。

大阪・尼崎間は電車が通

じていた。

◆ 

東部拠点と西部拠点には、

ともに交通労連が手配し

たトラック 5台が運転士

付きで常駐してくれるこ

とになった。救援物資の

避難所への配送が主な仕

事で、道案内には連合兵

庫の阪神地協と東播地協

があたる。

さらに、被災地の中を

機敏に動き回るには、自

転車がもっとも適してい

ることから、東部拠点30台、

西部拠点50台が配備され

ることになった。連合岡

山では市と交渉して、自

転車50台を搬送する計画

を進めてくれた。

全国ポランティア第1 陣•連合福島10人が活動開始
この日、連合福島の10

人が空路大阪入りし、大

阪港から船で神戸ハーバ

ーランドに上陸。20分歩

いて連合兵庫会館に到着。

加古川拠点から運ばれて
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きた生活用水を、バケッ

リレーで会館のタンクに

満たす作業を手伝ったあと、

ふたたび徒歩で30分移動し、

神戸市の兵庫区役所で行

政と共同して救援物資の



仕分け作業に就いた。

近畿4府県のボランテ

ィア45人は、 1泊2日の

ローテーションで、神戸

市内 2カ所の臨時ヘリポ

ートでの救援物資の搬入・

搬出作業を 1月23日から

続行している。

被災地の脚は自転車が一番
とくに阪神・淡路大震災のように、被災地が都市部で道

路の舗装が行き届いており、比較的平坦な地域では、ボラ

ンティアの移動や小さな荷物の運搬には自転車やモーター

バイクが威力を発揮する。

また、路面状態の悪化や、釘・ガラスなどが散乱してい

ることがあり、車体やタイヤの損耗が激しいため、中古品

でも構わないので、台数は多ければ多いほど心強い。

行政からも救援物資の依頼が

また、この日、神戸市

対策本部から連合兵庫に

対して、救援物資の要請

があった。それほど物資

が不足していた。

◎自転車 ・原付2輪車、

（中古品可）

◎衣類＝下着・靴下

（新品を）

◎日用品＝歯ブラシ・ポ

リバケツなど

◎炊事用具＝卓上コンロ・

ガスボンベ

◎医薬品＝家庭用医薬品・

マスク・耳栓など

救援物資は中身を明記し、 1箱 1品で

たいていの場合、救援物資はダンボール箱に詰めて、集

積場に運び込まれてくる。集積場では、各避難所の必要に

応じて配送していくわけだが、救援物資の荷造りのされ方

によって作業効率に大きな差が生じることになる。
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①箱の外装に中身（品名・サイズ・量）が明記されてい

ないと、いちいち箱を開けて中身を確認しなければならない。

②箱の中に2品以上が詰められている場合は、中身を

仕分けなければならない。

物資集積場の作業に膨大な人数のボランティアが投入さ

れたが、そのマンパワーの8割が物資の仕分けに費やさ

れた。

： ・1月26日（木） ：霞災10日目■J 
連合組織局が調査した

疇内の被害状況（第2報）

が発表された。犠牲者の

数が昨日よりさらに増え

ている。連合組合員と家

族を合わせると死亡・ 行

方不明は 1,145人に上り 、

全体の23％にあたる。

連合兵庫阪神地協の活動も本格化

阪神地協（事務局 ：尼 いた。

崎労働センター内）は東 被災者から要望が多か

部拠点の主力として、連 った品物は、「下着・クス

合構成組織や地方連合会 リ・調味料（味噌・醤油・

から送られてくる救援物 塩・コショウ）」だった。

資を仕分けし、5班編成 この日もまた、連合の

(1班＝トラック 1台と自 現地対策本部ニュースに

転車2台）で被災者が必 「物資発送の際、いまひ

要としている品物を直接 と工夫を。1つの箱には同

手渡せるよう、きめ細か ーの品物を。内容の明示を

な避難所巡回をつづけて 忘れずに」の訴えが見える。

救援物資の盲点？

救援物資の「調味料」というのは、ちょっとした盲点では。

74 



なんとなく嗜好品っぽくて、被災者たちにとっては重要

ではないのではと思えてしまう。が、被災者たちもつい数

日前までは普通の生活をしていた人たちだ。食べ物に味が

なくては、喉を通らないし、食事そのものが悲しくなる。

と、こう言ったら、次の被災地には肝心の食べ物よりも

調味料のほうが沢山届いたというのでは困るが・・・。

だから、救援物資には「調味料」（も）ということで。

救援カンバ金に最大限の取り絹みを
この日 (1月26日）ま

でに連合本部に寄せられ

た救援カンパ金は、連合

構成組織・地方連合会・

国際労働財団・総評会館・

大阪勤福・退職者・本部

事務局 ・個人などから、

計14,309,148円。

連合本部は、カンパ金

の取り組みに対する最大

限の努力を、各組織に要請。

【■1月27日（金）震災11日目■： 
連合が組織内の被害状

況を発表。調査がすすむ

につれて被害が拡大して

いく傾向は、この時点で

も止まっていない。組合

員とその家族の死亡者・

行方不明者は、前日の調

査から 106人も増えている。

被害の全容が判明するま

でには、まだ時間がかかる。

西部拠点にポランティアが次々と到着
ボランティアが続々と

拠点入りして来ている。

連合現地対策本部兵庫

西事務所 （加古川市・日

本毛織労働会館）では、

ボランティア参加者なら
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びに派遣組織に対し、「交

通事情が悪くて個別に移

動することが難しいので、

集合時間に合わせて参着

のうえ、一斉バス移動に

ご協力を」との要請を発



している。

くわえて、宿泊受入態

勢（日本毛織労働会館）

が整っているので、なる

べく「長期滞在型・リ ー

ダー同行」での参加を、

とも要請した。

救援物資について、一

部マスコミで「救援物資

が余っている」かのよう

な報道がなされた。しかし、

事実は、この時点ではま

だまだ不足していた。西

部拠点では毎日、午前9時

から午後6時まで物資の受

入態勢を保持し、なるべ

く「この時間帯に搬入」

と「事前連絡」を呼びか

けた。また、構成組織・

地方連合会単位で「まと

め送付」をお願いした。

東部拠点「御用聞きシステム」でキメ細かな対応

東部拠点 （尼崎市 ・尼

崎市立労働センター）では、

救援物資について独特の

配送システムを採りはじ

めた。

朝 8時30分、救援物資

の在庫リストをもって西

宮 ・芦屋両市の約30ヵ所

の避難所を巡回し、 「い

ま何が必要か」を御用聞

きする。そして、その日

の午後に注文を受けた救

援物資を10台のトラック

で分担して配給して回る。

ここでのモットーは「必

要なところに必要な物を」

で、避難所によって物資

の充足度にバラッキがあ
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る状況を補ううえで大き

な効果があった。

東部拠点のボランティ

ア態勢は、 トラック運転

者 12人、配送関係 30人、

給水活動17人。ここでも

朝の活動開始は午前 8時

30分と決めており、定刻

までに集合してもらえな

いと当日の段取りが組め

ないため時間厳守を要望

している。

東部拠点では今後もよ

り多くのボランティア参

加を求めていくが、自宅

から通ってもらえる人だ

と大いに助かるとしている。

連合現地対策本部は救



援物資のお願いとして、 「家

庭用医薬品・各種調味料・

使い捨てでない食器・ゴ

ミ袋、など』の提供を呼

びかけている。

自動車総連23人、政労

連6人、連合富山 2人も、

続々現地入り。

（ ■1月28日（土） ：震災12日目■］ 
連合の救援物資29,000点が東部・西部拠点に
被災者からの要望にも 仕分け作業を急ぎ、整理

とづいて、連合本部がゼ ができた約半分の救援物

ンセン同盟の協力を得て 資を西部物資集積所 （高

調達した衣料品 （下着・ 砂市・神戸製鋼所高砂工

靴下、など）約29,000点 場体育館）に配送した。

（段ボール箱350個）の救 待機していた交通労連の

援物資が、 27日夜、関西 トラック部隊が任にあた

地区の配送センターから ったが、高砂市の物資集

尼崎市の連合兵庫阪神地 積所に到着したのは午後

協へ向けて出発した。普 3時過ぎだった。

段なら 1時間もあれば行 高砂市の物資集積所には、

き着ける距離である。が、 このほか、連合岡山と鉄

しかし、中国道・近畿道 鋼労連から自転車、地元

の一部開通による大渋滞 労組から食品や衣料品な

に巻き込まれ、到着した どが搬入された。

のは明けて28日の午前4時。 東西拠点事務所は、翌

阪神地協では尼崎地区 日からの配給準備に忙殺

の労組に呼びかけ、早朝 された。

からボランティアを招集、

今後は『避難所』対策に重点を

く現地対策会議の確認＞

「構成組織・地方連合会

の協力と連合全国ボラン
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ティアの献身的活動は多

くの被災者から評価され

ている。その効果もあっ



て被災者の生活物資は十

分とは言えないものの、

一時の窮迫状態を脱しつ

つある。今後の活動の中

心は、物資の配給から避

難所対策へ移していかな

ければならない。そのため、

長期にわたる救援態勢の

維持・強化が必要である。」

避難所となっている学

校では、校長以下教職員

が不眠不休状態で生活支

援活動をつづけていた。

後日の調査によると、教

職員の中には地震から1週

間で10時間しか眠ってい

ないケースもあったこと

が報告されている。

［ ■1月29日（日）晨災13日目■J 
連合東京が57人の大部隊を投入

連合東京が、 1月29B 

から 2月4日まで 6泊 7

日の日程で、事務局長が

総括責任者となって、 57

人の救援ボランティアを

率いてきた。メンバーは、

連合東京事務局と傘下構

成組織の応募者。新幹線

で大阪入りしたあと、船

で神戸上陸。連合兵庫会

館を拠点に、 3班にわか

れて救援活動に就いた。

【■1月30日（月）震災14日目■］ 
く連合：兵庫県南部地震緊急対策会議＞

◇「今後のカンパ活動」

は各構成組織の自主判断

に任せるが、労働組合の

社会的役割に相当する義

援金を、連合に集約でき

るよう要請。

◇「今後のボランティア

活動」は、各構成組織の

独自活動を妨げないが、

事前に連合の対策本部と
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連絡をとること。周辺地

域からの派遣と構成組織

からの派遣があるが、構

成組織からの派遣は 1ク

ール・ 1週間以上が望ま

しいこと。組織の枠を超

えて連合全体として取り

組めるリーダーの派遣。

などを要請した。



ライフライン絹合員の疲労激しく
ライフラインの復旧作

業に携わっている構成組織、

情報労連・電力総連・私

鉄総連・全化連合・全国

ガス・ JR総連・ JR連

合・自治労・日教組・全

逓・全郵政・都市交・全

水道などの組合員は、そ

れぞれ企業枠を超えた全

国規模の応援態勢にくわ

わって活躍していた。こ

の人たちは、細かい労働

条件のことは脇に置いて、

昼夜の別なく働きつづけ、

被災者から大いに感謝さ

れた。が、しかし、時間

の経過とともに疲労が目

立ちは じめ、安全面も含

めて中期的復旧作業態勢

の組み立てが望まれた。

各構成組織でも独自の救握活動が

全構成組織が「救援力

ンパ」に取り組む一方、

大部分の組織が対策本部

を現地や中央本部に設置

していた。救援活動の第

1は、被害状況の把握で、

とくに行方不明者の捜索

が喫緊の課題だった。

また、各組織は産業の

特性や技術を生かした救

援活動に取り組んでいた。

ゼンセン同盟は衣料関連、

食品連合は食糧、紙パ連

合はトイレットペーパー、

全窯連は食器、海員組合

は船舶運用による活動な

どを展開、これ以外にも

各組織で知恵を絞った活

動に懸命に取り組んだ。

［ ■2月1日（水） ：震災16日目■J 
運合：現地対策本部を「連合兵庫」に移転

被災地の復旧は急ピッ

チですすみ、交通事情も

改善されてきたことから、
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連合本部は「連合大阪」

においていた現地対策本

部を「連合兵庫」に移した。



避難所支援中心へ活動をシフト
ボランティアの活動は、 着次第に、荷降ろし、仕

救援物資の仕分けと配送 分け、各避難所への配送。

から、次第に避難所支援 物資リストづくりと管理。

に移りつつあった。神戸 避難所ごとの御用聞き 。

市から連合に支援要請の ②避難所の支援活動は、

あった避難所は 14ヵ所 施設長である校長と行政

（小 ・中学校）あり、この 職員の下で、飲料水・ト

時点で9ヵ所に対応してい イレ用水の確保と配付。

たが、残りの5ヵ所につい 生活周辺の片付け、食事

ては今後の課題となった。 の搬入・給食など。この

連合の組織的なボラン 時点ではとくに夕刻から

ティア活動に、被災地の の人手が不足しており、

期待が高まっており、対 一部は避難所へ泊り込ん

策本部では各構成組織・ での活動となっていた。

地方連合会にいっそうの ③その他、行政からの

協力を呼びかけた。 要請に対応する活動で、

ボランティア活動の内容は、 片付け、警備など多種に

①救援物資関係は、到 わたっていた。

［ ■2月3日（金） ：震災18日目■】
復興対策で与野党に申し入れ

連合本部は、地震発生

直後の政府に対する緊急

対策申し入れにつづき、

この日、さらに復典対策

を与党政策調整会議（関

山社会党政審会長、加藤

自民党政調会長、菅さき

がけ政調会長）、および野

党新進党に対して申し入
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れた。それぞれ連合の救

援活動に敬意を表すると

ともに、復典対策に全力

傾注していくことを約束した。

①総額10兆円程度の予

算を編成するなどの総括

的な対策。

②地場産業の復興と雇

用対策に力を入れる。



石井連合兵庫会長が被災地の声を要請
石井連合兵庫会長は 3

日朝、連合本部役員とと

もに、社会・新進・さき

がけ・自民の各党代表と

五十嵐官房長官に、連合

兵庫としての要請をおこ

なった。

①被災者への税制上の

措置と、立ち上がり資金

としての見舞金支給を早

期実施。

②失業者の生活保障と

新たな扉用創出と中小企

業救済、避難所（学校）

への教員以外の人的対応

と授業再開に向けての措置。

各党は全力を挙げて取

り組むことを約束。五十

嵐官房長官は、「復典諸策

は6日からの週ぐらいに

特別立法でまとめていき

たい」と政府の意向を示

した。

（ ■2月6日（月）：震災21日目■］ 
特別立法24日までに提出、復興法も
この日、連合：鷲尾事 本部もこの中に位置づける。

務局長らは再び、五十嵐 第 2次補正予算は 1兆円

官房長官、浜本労働大臣 程度になろう 。今国会中

を首相官邸に訪ね、「当面 に7年度の補正予算もやる。

の重要課題」と「兵庫県 ボランティア制度は法的

南部地震復興対策」の 2 にも整備したい。連合も

つの課題を要請した。 ボランティア休暇の労働

五十嵐官房長官は「特 協約の普及を一段と進め

別立法のうち緊急措置と てほしい。新卒内定者の

して先行させる 30本くら 採用問題は、雇用調整助

いの法案を24日までに国 成金で手当てしたい。」 と

会に提出する。あわせて 述べた。

復興法を出し、復典対策

8:1 



連合兵庫：法律相談ダイヤルをひらく
く連合兵庫：兵庫県南部大地震法律相談ダイヤル＞

◇期 間 2月6日～10日まで。

◇受付時間 午前10時～12時30分・午後2時～4時30分。

◇相談内容 法律・制度•生活・労働問題など。

◇スタッフ弁護士 5人、社会保険労務士、税理士、ケ

ースワーカー、年金高齢者専門家。

連合の救媛活動開始から半月経過
現地対策本部の集約で、

連合ボランティア参加延

ベ人数は約5,312人 (2月

5日現在）となった。

ただし、これは 1月22

日～ 2月5日の15日間の

集計で、発災直後から各

単組が自主的におこなっ

た救援活動、さらには連

合組合員が個人的に参加

したケースも相当数ある

が、全容について詳しく

は集約できず。

この日から新たに構成組織が次々と参加
この日 (2月6日）か

ら各構成組織単位の派遣

ボランティアが本格的に

活動開始。すでに長期に

わたって活動している組

織と、この日以後に始動

する構成組織を合わせると、

15組織を超える。

【■2月7日（火）震災22日目■］ 
兵庫・大阪選出国会議員にも申し入れ
前日につづき、この日は、 また、兵庫 ・大阪選出の

「復興対策」に関連する 参議院議員 11人、衆議院

9省 2庁に対し、手分け 議貝町人にも「復興対策」

して一斉に申し入れた。 の申し入れを実施した。
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ト ■2月9日（木） ：震災24日目■J 
柴田連合大阪会長が雇用不安解消で提言

労働組合・経済団体・

行政など各界から200人が

出席して、 「阪神大震災

復典会議」が開かれた。

連合近畿ブロック代表

として出席した柴田連合

大阪会長は、雇用不安解

消策を中心に発言。 「炭

坑労働者の安定に関する

臨時措置法等のような、

関係労働者の雇用安定等

に関する特別措置法を特

別立法で制定し、総合的

対策の強化を」と提言した。

とくに、 「被災求職手帳

制度による積極的就業対

策の展開」の提案が出席

者の注目を集めた。

（この提言は、阪神・淡

路大震災に対処するため

の特別の財政援助及び助

成に関する法律や雇用保

険法施行規則の一部を改

正する労働省令、などと

して生かされた。また、

連合が提唱して、雇用保

険の遡及加入による受給

資格取得、 一時離職者や

休業者への雇用保険の支給、

などを実現させた）

バンク！バンク！自前の修理態勢で
現地対策本部ではポラ

ンティアの機動力を上げ

るために約70台の自転車

を用意しており、昼間は

全車がフル稼働状態。

ところが、ガレキの被

災地を動き回るのでパン

クが相次ぎ、わずかに開

店している自転車屋さん

に持ち込んでも、いつ修

理してもらえるか分から

ない状態。現地対策本部

では修理道具を急速購入

して自前で修理すること

にした。

在日ベトナム人の支据を

被害集中地域の 1つ神

戸市長田区にはベトナム
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人協会のメンバー89人が

居住、震災被害にあった。



政府は在日外国人にも罹

災証明を発行して救済に

乗り出しているが、言葉

の問題で罹災証明手続き

ができないでいた。CS

IRA （インドシナ難民

およびアジアの恵まれな

い人々と連帯する委員会）

から連合に協力要請があ

り、現地対策本部では直

ちに長田区役所に連絡を

とったところ、区役所内

で自治労のボランティア

が罹災証明の手続き業務

をやっていることが分か

り、事情を説明すると協

力してもらえることにな

った。

： ■2月11日（土）：震災26日目■］ 
運合“弁天温泉”“あったか湯”はじめる
震災から1ヶ月近く、い 所に運び、入浴してもら

まだに1度も入浴したこと うというもの。温泉を運

がない被災者もあり、と ぶのは運輸労連が協力。

くに独居老人や障害者か 「連合あったか湯」は、

ら風呂の要望が多かった。 タンカー式簡易風呂で、

避難所のお年寄りの中にも、 対象はお年寄りと障害者。

「大勢入っ てはるからい 気兼ねなく 1人で入浴で

やや、心臓も悪いし」と き、しかも介護ボランテ

避難所の風呂を敬遠する ィアが付 くから安心感も

人がいた。 ある。この「あったか湯」

そこで「連合弁天温泉」 は固定式（兵庫高校に 4

と「連合あったか湯」を 台）と移動式 (2台）が

始めることになった。 あり、移動式は車4台を

「連合弁天温泉」は大阪 使って市内を巡回する。

の金属機械港合同田中機 兵庫高校内の「あったか

械支部の提供で、同支部 湯」の大型テント 2張り

の敷地内に湧き 出してい は造船重機労連石川島播

る温泉を大型 (9トン） 磨重工労組が提供。

タンクローリー車で避難 すでに、この話を聞き
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つけた21人の個人ボラン

ティアから、ケアしてい

るお年寄りを入浴させた

いと連絡が入っている。

「連合弁天温泉」はこの

日 (2月11日）からスター

ト、毎日入浴可能。 「連

合あったか湯」は15日か

らスタート予定。

（■2月14日（火）震災29日目■］ 
鳥取から 1万本のカレンダー届く

3月1・ 2日に仮設住宅 に配付。

［ ■2月15日（水）：震災30日目■］ 
救据物資活動が終了

加古川・尼崎の両拠点

でおこなっていた連合独

自の救援物資の集結・配

送活動を、この日をもっ

て終了することにした。

対策本部では、この日以

降の救援物資は、行政ル

ートの救援センターに送

付していただくよう要請

した。

連合としての今後の活

動は、避難所支援ボラン

ティア活動に重点をおい

ていくことになった。

［ ■2月16日（木）震災31日目■］ 
連合：第20回中央委員会で今後のとりくみ確認
対策本部の今後のとり

くみが、連合 ：第20回中

央委で確認された。中央

委には、救援活動や政策

申し入れと併せ、ボラン

ティア派遣まとめが報告

された。それによると、

構成組織独自の参加を除

き1月23日～31日まで
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の延べ人貝は3,800人、 1

日平均400-600人とな

っている。2月に入って

からも、 1日500-700人

の態勢で救援活動がつづ

けられている。

今後の方針では、①政

策担当部門の新設と現地

への政策担当者の配置、



②ボランティア活動、③

救援物資の集約・配送、

④連合カンパ集約活動、

が主な内容となっている。

中でもボランティア活

動は「被災者の自治・自

立と学校・行政の機能回

復を支援するため、避難

所への派遣に重点をおく」

という考え方で、「1日

500 ~ 700人」の態勢で

すすめていくとしている。

また、 3月以降は、「避

難所支援のボランティア

活動を継続するが、支援

態勢を再編成し、総人員

500人程度の派遣」とす

ることになった。

入浴を手伝う女性ポランティアを募集
「連合あったか湯 （福祉

風呂）」を15日から実施

し、高齢者や身体が不自

由な被災者のために簡易

担架型風呂（固定式4台

・移動式2台）で入浴サー

ビスをはじめたが、女性

被災者の入浴を手伝う女

性ボランティアが不足し

ている。自治労の福祉医

療チーム（専門の女性へ

ルパー）が頑張っている

が、絶対数が不足。そこ

で至急、各構成組織に女

性ボランティアの派遣を

お願いした。

（ ■2月23日（木）震災38日目■】
延べ22,000人を超えた連合ポランティア
現地対策本部の掌握分

として、連合ボランティ

アの延べ参加人数が

22,708人 (2月21日現在）

となった。

なお、この中には、構

成組織や個別単組が独自

で展開した活動、および

個人活動の人数は含まれ

ていない。

電気洗濯機が自立に一役
地震発生から 1ヵ月余

が経過。避難所生活が長
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引いているが、電気・ガ

ス・水道などの復旧地域



が拡大していることと相

まって、各避難所では自

主運営による生活が確立

しつつある。こうした状

況にあわせ、連合は電機

連合の協力を得て電気洗

濯機30台を現地対策本部

あて送った。

洗濯機はただちにボラ

ンティアの手で15ヵ所の

避難所に 2台づつ設置。

フル回転しはじめた。

避難所外の被災者確認も

加古川市にある現地対

策本部兵庫西事務所では、

神戸市須磨区役所からの

要請もあり、避難所外の

被災者を確認する作業を

はじめた。須磨区役所には、

食事や物資の配付時に、

近隣の被災者が大勢あっ

まってくる。これらの人々

の実情調査が主な目的で、

約20人のボランティアが

22日から協力。

「元気だして」とコンサートを計画
3月11日、 12日の2日

間にわたって、室内楽に

よる「励ましあいミニミ

ニコンサー ト」を開く計

画がすすんでいた。これ

はNHK労連に加わって

いるNHK交響楽団労組

が兵庫県教組と連携して、

企画したもの。

会場は西宮市と神戸市

の小学校を 2ヵ所予定。

N響ピックアップメンバ

ーによる弦楽四重奏をそ

れぞれ3回づつ演奏して、

被災した子どもたちを激励。

（■2月24日（金）震災39日目■】
政府の復興対策の全体像でる

政府などの霙災復興対 正など膨大な数に上る。

策の概要が明らかになった。 これらの復興対策には、

平成 6年度補正予算案を 従来の災害復興対策から

はじめ、特別立法や法改 踏み込んだ内容になって
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いるものも少なくない。

また、連合が要請した内

容も、かなり盛り込まれ

たものになっている。

なかでも、雇用・労働

の分野では、 「雇用の安

定と創出」の連合要求に

対し、雇用調整助成金と

失業給付特例などで、か

なり弾力的な運営がはか

られることになった。また、

「公的交通機関休止によ

る休業の事後届出の許可」

や「パート雇用に対する

失業保険の給付」なども

実現した。 「災害減免法

を平成6年度分にも適用し、

所得限度額を1,000万円に

引き上げること」も、連

合の要求どおり実現した。

［ ■3月1日（水） ：霙災44日目■］ 
連合兵庫が1日100人態勢を確立
連合ボランティアは 2

月末日で延べ28,000人以

上の参加を得ている。3

月も活動を継続するなかで、

連合兵庫としての活動の

強化をはかり、 1日100

人態勢を確立して対応す

ることになった。

尼崎・加古川に設置し

た現地対策本部の東西事

務所は、基本的にその任

務を終了し、地元の地協

が引き継いで救援活動を

実施していく 。

全避難所の実態をつかむ

連合が、約 610ヵ所に

およぶ避難所の実態調査を、

2月24日から 3日間かけ

ておこなった。

行政が依然として古い

データにもとづいて活動

しているために、サービ

スが実態に合わないケー
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スも生じていることから、

より有効な救援活動のた

めの資料を提供しようと

いうもの。さらに、この

資料をデータベース化し

て行政と共有することで、

よりスムーズな連携活動

が期待できる。



（ ■3月7日（火） ：震災50日目■］ 
実態調査結果（神戸市内）

項 目 内 合六

避難所総数 412ヵ所

避 難 者 数 81.163人

避難所内訳 (A) 小学校93校・中学校38校・高校21校

大学3校・保育所27ヵ所・会館67ヵ所

公園30ヵ所など

避難所内訳 (B) 教室173ヵ所・会議室20ヵ所

部屋40ヵ所・廊下40ヵ所

テントBlヵ所

体育館で宿泊 117ヵ所 （間仕切あり 34)

断冷敷物配付 120ヵ所

1,000人超所数 13ヵ所

公園避難者 2,627人

給 水 関 係 水道回復中

仮 設 風 呂 自衛隊59・支援62箇所

物資ストック 有 156ヵ所 ・無 105ヵ所

給食準備食数 l 05,372食（含、周辺来者）

医療態勢あり 常駐．巡回、計304ヵ所

避難者名簿 341ヵ所

自治組織あり 243ヵ所

ボランティア組織 225ヵ所 ・1,697人・ 248団体

（学生は撤退方向）

避難所規模 l ~ 1,800人まで。震災直後からは大変化
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［ ■3月16日（木） ：震災59日目■J 
「法律相談ダイヤル」の緒果まとまる
連合兵庫は 2次にわた

って「法律相談ダイヤル」

を開設したが、結果は次

のとおり。

第1次が2月6日から 5

日間、第2次が3月8日

から 3日間の計8日間の

開設で、合計223件の相

談が寄せられた。相談内

容は 「住居関係159件」

「生活関係 47件」「その

他16件」であった。

相談活動には、連合兵

庫顧問弁護士、連合本部、

社労士、税理士、ケース

ワーカー、兵庫高退連な

どが協力した。

避難所への出張労働相談も
相談ダイヤルとは別に、

連合担当の避難所への出

張労働相談を実施。とく

に未組織労働者の雇用不

安への対応や、労働保険

遡及加入など労働施策の

周知に、 一定の役割を果

たした。

長期失業を生まない政策つくりを
連合総合労働局で、復 である。

典準備と雇用対策の課題 ◆課題は、企業活動の回

について整理。要点は以 復を促進し、 10万人の労

下のとおり。 働者が失業を経ることな

◆雇用面では、 対象労働 く職場復帰し、安定した

者数が10万人規模に上る 職場を確保することである。

ことが想定される雇用調 当面 4月から新年度に向

整助成金によって、当面 けて雇用の維持をおこな

(1年程度）の雇用維持が うよう使用者団体への働

はかられる。この対象に きかけを強め、 中小企業

ならない就業者や中小企 対策を強化する必要がある。

業の雇用維持問題が重要 ◆新たに施行された 「公
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共事業就労促進法」の活

用など、被災地の失業者

への啓発支援対策の強化

が必要である。解雇・休

業問題についても、連日

多くの相談が寄せられて

おり、引きつづき雇用維

持対策の強化や「便乗解雇」

への監視を強める必要が

ある。

また、生活面の課題と

して住居と高齢者対策の

重要性も指摘している。

［ ■4月3日（月）震災77日目■］ 
4月から活動を連合兵庫に移管

「現地対策本部は存続さ

せるが、活動の主体は連

合兵庫に移管する」

節目である 3月31日、

連合は芦田会長も出席し

て現地対策会議を連合兵

庫でひらいた。

会議は「県から依頼さ

れている支援活動の継続」

「避難所の実態調査を実

施し、必要な支援の継続」

「市民・連合ボランティ

アネットワーク」 「あげ

ます・ください列島リレ

ー」などについて協議し、

4月以降の活動のあり方

をとりまとめた。

現地対策会議のあと、

芦田会長は兵庫県庁に貝

原知事を訪ね、集まった

「連合救援カ ンパ」のう

ち、 4億5千万円を兵庫県

に贈った。

死者の37.67％が連合組合員とその家族
阪神・淡路大裳災での

死者は、連合組合員とそ

の家族を合計すると 2,071

人に上った。これは、大

震災での死者全体5,497人

(3月26日現在 ・消防庁
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調べ）の37.67％にあたっ

ている。

連合の対策本部が構成

組織をつうじて調査した

3月30日現在の連合関係

者の被害状況は次のとおり。



◆組合貝中心ー一死亡238人・怪我2,846人

住居全焼壊15,972件・半壊等43,781件

◆家族中心ー一死亡1,833人・怪我2,870人

ポランティア参加者は4万6干人を超えた
約70日間におよんだ連 物資管理と配給・給水）

合ボランティア活動への ●避難所運営 （自主組

参加者は、 3月31日で延 織づくり支援・自主

べ46,640人となった。（こ 運営サポート・ 警備・

の他に産別や単組独自の 診療所関係）

活動に参加した多くの組 3.風呂関係

合員がいるが、全容は把 ● 「弁天湯」（常設風呂

握しきれていない） の設置と運営）

1.救援物資関係 •「あったか湯」（高齢

●連合救援物資 （収集・ 者や障害者専用移動

搬送・集積 ・仕分け・ 風呂の設置と運営）

ニーズの把握・配送） 4.その他

●行政関係救援物資 （搬 ●り災届受付支援

入・仕分け・集積・ ●法律相談ダイヤル開設

管理・搬出） ●避難所実態調査実施

2.避難所関係 ●クリーンキャンペー

●避難所支援 （清掃．炊 ン実施

き出し ・食事等配給・ •ほか

ポランティア参加者5万4千人を超える！
連合兵庫が4月 1日よ

り1日100人態勢で活動

を継続 (4月末日で49,00

人超） したことにくわえ、

兵庫県教職員組合協議会

が5月以降も支援活動を
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つづけた結果、連合とし

て掌握している範囲に限

定しても、連合救援ボラ

ンティア参加者の数は5月

中で54,000人を超えた。



兵庫労使相談センター誕生

震災後、被災地を中心にして労使問顆が頻発し、非連合

の地域ユニオン指導によって地労委に提訴され、紛糾・深

刻化していくケースもあった。

こうした事態が労働者・雇用者のいすれにとっても利益

にならないことから、兵庫では連合兵庫と兵庫県経営者協

会とが共同提唱、兵庫県も協賛し、日本初の労使共同によ

る労働問題相談センターとして 1996年9月に「兵庫労

使相談センター」を立ち上げた。

労使いすれの側からの相談にも応じることとし、労使間

の問題が深刻化する前に、労働側と経営側から選出された

相談委員が共同して問題解決にあたり、今日までに

2,000件以上の相談を処理 ・解決してきた。ベテラン相

談委員が、知識 ・経験 ・人脈をフル活用したスピーディー

な問題処理は、関係各方面から好評を得ている。
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連合救援ポランティア

1.絹織ポランティアは動員型

連合の救援ボランティア

は、 一般の個人ボランティ

アとは成り立ちが異なる。

それは動員型であり、組

織としての社会的使命感

から発動されるという点

に特徴がある。ボランテ

ィア活動者は所属する組

織によって動員されるわ

けで、ボランティア活動

者個々人の自発性や善意

に支えられているという

よりは、強制性が先行し

ている。

もとより、個々のボラ

ンティア活動者に自主性

や善意というものが備わ

っていなければ、組織の

動員計画そのものが絵に

描いた餅に終わってしま

うから、強制力だけでは

組織ボランティアといえ

ども実現しないことは言

うまでもない。 しかし、

構造理論としては、組織

ボランティアとは組織の

主体性・統率力が発揮さ

れた結果である 。 また、

そうでなければ、ボラン

ティア活動者の大量集中

派遣や安定派遣といった

被災地の期待に応えてい

けない。

善意の組合員が自発的

に集団を形成し、その集

団に組織の名称を冠して

ボランティアに出向く 、

というわけではない。

2.組織ポランティアは具体的に状況を改善する

組織ボランティアは組

織としての社会的使命を

果たすために発動される

ため、その活動は具体的・

実効的でなければならない。

一般の個人ボランティア

では被災者と起居をとも

にし、感情を共有するこ

とでポランティアとして

の目的を達したとするこ

とも出来る。しかし、組

織ボランティアは具体的
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に状況を改善するパワー

を持っているのだから、

具体的に状況を改善して

いかなければならない。

そのためには、自分たち

のチームに「なにができ

る？」、そして「なにをし

にいく？」ということを

十分に認識し、必要な準

備を十全にととのえて乗

り込まなくてはならない。

3.絹織lな組織ポランティアを支援しなければならない

組織ボランティアは被

災地（受け入れ側）に余

計な苦労をかけないために、

自己完結型でなければな

らない。これは、活動者

の生活を他者に依存する

ことなく、作業上•生活

上の必要をすべてボラン

ティアの側で賄わなけれ

ばならない、という意味

である。

では、自己完結とは、

どのようなレベル・単位

をもって自己完結である

べきなのか。

つまり、個々のボラン

ティア活動者が、それぞ

れに自己完結的でなけれ

ばならないのか、それとも、

組織として自己完結して

いればよいのか、という

問題である。
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結論から言えば、いつ

いかなる場合もボランテ

ィア活動者が個々に自己

完結しているということ

を期待するのは無理がある。

たとえば、飲食物を被災

地の手配にたよらず、1週

間の滞在型ボランティア

活動をおこなうことは、

個々の活動者にとっては

大変な負担である。'04年

7月の福井県水害ボランテ

ィアの経験からすると 、

夏季のこ とでもあり 1人

の活動者が約 5時間の作

業中に 2リットルの水を

飲む。滞在型だと、 1日3

リットル以上の飲料水が

必要な計算で、 1週間だと

21リットルにもなり、こ

れにあわせて 1週間分の

食糧まで個々に準備・携



行しなければならないと

したら、ほとんど苦行と

言うしかない。現地で調

達するにしても、個々人

でそれをやるとしたら、

活動者は自分の生活を支

えるのに忙しくて、とて

も被災者へのサービスな

どやっていられないだろう。

◇ボランティア活動者と

しての用意。

◇チームとしての用意。

◇派遣組織単位での用意。

◇そして、連合全体とし

ての用意。

これらを総合して、結

果的に被災地（受け入れ側）

に対して自己完結的であ

ればよいのである。現場

に投入されたボランティ

ア活動者はたいへんな労

苦を強いられるのだから、

組織は活動者たちを支え

るためにできる限りのこ

とをしなければならない。

4 現地としては日帰りポランティアがベター

被災地には、ボランテ

ィア活動者の宿泊施設や

飲食を確保したり、それ

について便宜をはかるよ

うな余力はない。 また、

そうした施設は、被災し

ているか、避難所になっ

ているか、すでに他に専

用されている場合が多い。

したがって、救援ボラン

ティアは日帰りで派遣す

ることが、被災地に余計

な気遣いをかけないとい

う点、また活動者たちの

生活支援という意味から
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もベターである。

ただし、これも前項と

同様、被災地にとっての

日帰りであればよいとい

う意味である。

つまり、被災地の近隣

市町に宿所を確保し、そ

こから毎日、被災地支援

に通うというのも、被災

地にとっては日帰りボラ

ンティアと同じである。

要は被災地に余計な負担

をかけないことが大事な

のである。



5.チーム編成は被災地のニーズに合わせる

ボランティアチームの 側は、当該チームの滞在

編成は、被災地のニーズ 期間中ずっと 1つの避難

をよく確かめて、それに 所の支援にあてることも

合わせる必要がある。言 できる。さらに、そうし

葉を飾らずに言えば、 1人 たチームが同一組織でリ

2人が、チームリーダーも レー式に継続投入されて

いない状態で、 1泊2日で いくと理想的である。また、

来られても、受入れに困 単一の組織では継続投入

る場合がある（もっとも、 が無理な場合でも、いく

そういった形でも歓迎さ つかの組織が寄り集まり、

れる場合もあるが）。単位 集合体として責任をもっ

人数が少なすぎると、仕 て継続投入していけると

事を小分けするか、現地 したら、それも大いに歓

であらためてチームを編 迎されるだろう。

成し直さないといけなく ともかく、救援ボラン

なる場合があり、受入れ ティア活動は被災地の二

側の負担が大きくなる。 ーズに応えるために活動

人数は 5人以上、期間 するのだから、チーム編

は1週間、リーダー付き。 成においてもその基本を

たとえばこういうチーム はずしてはいけない。

が来るとしたら、受入れ

6.ポランティア心得

次に「ボランティアの 路大震災時に当時のゼン

心哨尋 （ゼンセン同盟 ：当時）」 セン同盟が救援ボランテ

と 「ボランティアの服装・ ィアを派遣するにあたり、

携行品」のイラストを例 ボランティア活動者へ配

示する。 付用に作成したものを拝

心得のほうは、阪神・淡 借した。また、イラスト
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のほうは同震災時に連合

兵庫会館を拠点にして、

避難所支援をはじめとす

る救援活動にあたったボ

ランティア活動者の「日報」

にある ア ドバイス を元に

イラスト化したものである。

これらがベストとは言え

ないかもしれないが、い

ずれも実践活動の中から

生み出されたものなので、

いくばく かの参考にはな

るはずである。

ポランティアの心得
（ゼンセン同盟：震災当時）

l. 気持ちはボランティアでも、仕事は大きな責

任がある。軽い気持ちでやってはいけない。一

度引き受けたら、責任をもって全うする。

2. ボランティアは「してあげる」という気持ち

ではいけない。被災者の気持ちを共有する心掛

けが大切。

3 現地では、自分はボランティアであることの

名札をつける。名札は自分の責任と信頼を得る

証である。いつも大勢の目で見られていること

を忘れるな。

4 現場は、他のボランティアもいる寄り合い所帯。

現地でのボランティア同士のコミュニケーショ

ンを密に。

5 乏しきを嘆くのではなく、等しからざるを嘆く。

救援物資などは公平に行き渡るように配慮する

こと。

6 個人的な悩みや今後の生活の相談事は、ボラ

ンティアでは解決できないこと。専門家に委ね

ることが得策。
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7. 義援金を受け取ったり、被災者から個人的な

買い物を頼まれたりして、金銭の授受をするこ

とは厳禁。義援金は学校の責任者などにつなぐ。

買い物はグループで被災者自身がおこなうよう

にさせる。

8 現場の状況は、それぞれ違うし、その日その

日でも状況は変わる。その場その場で適切な判

断が求められる。

9 交代時には引継ぎ連絡は必す、きちんとおこ

なうこと。

l 0. ボランティアは自己完結。交通手段、食事、

睡眠などの手配は他人に頼らす、自分でおこなう。

l l. 現場は不特定多数の人が出入りする。往来と

同じと思って、自分の物は自分で管理する。
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連合救援ポランティアの体験から
以下に阪神 ・淡路大震災での連合救援ボランティアの

実体験と、そこから導き出される反省と教訓を列記する。

ポランティアの乗り込み・受入態剪の絹み立て

ボランティアに対する

救援要請は、何時、何処

に向けて発信されたのか。

18日には、既に救援物

資を積載した企業からのト

ラックが数珠をなしていた。

被災地が通信途絶状態

にあるなか、ボランティ

ア派遣組織はマスコミを

通じて被災状況を読み取り、

各地から自主的にボラン

ティアを送り込んできた

のだった。

被災地事務局は、ほと

んど皆が被災者であり、

安否確認さえままならな

いなかでボランティア要

請や受入態勢を組むゆと

りはなかった。被災地周

辺の発信できる事務局が、

ボランティア受入機能を

組み立てていった。

被災地からの救援要請

を待っての取り組みにつ

いては、時間的遅れが目

立ち、行政トップを含め

て大きな課題となった。

被災地の当事者は遠慮

から、ボランティア派遣

要請や指揮について控え

めに対応するだろうから、

ボランティアを派遣する

能力をもった組織は、初

期行動は要請の前に少人

数の先遣チームを送り出し、

状況をフィードバックす

ることが重要な活動となる。

民間の個人ボランティアは、

即座の軽快な行動力が信条

であり、それに比べると組

織ボランティアの初動はか

なり遅れることになる。

＜救援活動について一言＞

電機連合兵庫地方協議会

物資の集積場などでは大量の単

純作業があリ、とにかく人手がい

る。特技などなくても積極的に参

加してほしい。

('95連合兵庫刊「震災記録集アンケート」より）
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災害現地からの救援要請

理解できなくても対応することも

伝言ゲームではないが、

非常事態下にある現地か

らの要請を、正確かつ同

じ温度で聞き取ることは

難しい。要請の内容を正

しく理解できるかどうかで、

救援ボランティアヘの指

示が異なってくる。

救援は、容易に被災者

の立場にはなれないものだ。

よかれと思ってやったこ

とが、好感をもたれると

は限らない。要請をその

まま受け止めて、理解で

きなくても対応すること

が必要な場合が多々ある。

もちろん、理解し被災

者と救援側の意見が一致

することが最善であり望

ましいが、被災者のニー

ズの背景にある理由を、

ボランティアが同じレベ

ルで理解し共感できると

は限らないのだ。そのと

き被災者とボランティア

は同じ状況・環境の下に

いるには違いないのだが、

その状態で3ヶ月生活する

のと、 1週間とでは、まる

で違う 。 しかも、 一方は

被災者、 一方はボランテ

ィアとしてである。双方

はまったく異なる世界の

住人であり、理解しあえ

ると考えるほうがどうか

している。

＜救援活動について一言＞

造船重機労連兵庫地方協請会

活動者に対し、事前に「心得・
あり方」を配付し、レクチャーし
た。連合としてもスタンダードを
示しておくべき。

('95連合兵庫刊
「震災記録集アンケート」より・組織名は当時）

倒壊家屋現場での行動 脱出確認

倒壊現場では、感情に

任せて性急に行動を起こ

してはならない。

被災家屋の状況は千差万
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別で、被害軽微なように

見えても次に余震がくれ

ば一挙に倒壊する危険性

をはらんでいる場合もある。



とくに2階建て家屋の1階に、

人の存在や忘れ物を求め

て進入することは非常な

危険を伴う 。建築や防災、

消防などの専門家による

安全査定を待てば万全だが、

阪神・淡路大震災ではレ

スキューの専門家ではな

いボランティア活動者が、

人命に関わるとして一刻

を惜しんで進入すること

もあった。精神は崇高だが、

安全面では大いに反省さ

れるべきである。（被災家

屋の安全審査が実施されて、

赤紙や黄紙などが戸口に

貼付されたのは、地震か

らかなり経って、一般の

復旧気分が盛り上がりだ

してからのことだった）

完全倒壊家屋では、大

屋根の瓦をはがして安否

確認が行われた。

そうした屋根瓦がはが

れた痕にしばしば出会っ

たが、 一見したところで

は盗掘なのか救援行為な

のかの見極めは難しく、

被災の上に盗難（盗掘）に

あった家屋も多く、商店

ではそのケースが多かっ

たようである。

＜救援活動について一言＞

ゼンセン同盟兵庫県支部

地域社会での生活•福祉にも目を
向けて活動すれば、組織立った活動

ができるのでは。連合はこの分野に

も人と資金を配置すべきでは。

('95連合兵庫刊
「震災記録集アンケート」より・組織名は当時）

倒壊家屋視場での行動 声をかける

最初は大きな声をかけ

ることだ。

「誰か居ますか！」耳を

澄まし、かすかな音 も聞

き漏らすことのないよう

にして、被災者が埋もれ

ていないか確認することだ。

何らかの反応があって
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存在が確認されたら、 「助

けにくるからな！ 頑張

っててね！」といった、

励ましの声をかける。 自

然とそういった言葉はで

るものだが、そうした声

をかけておかないと生き

埋め者は助けがくるまで



頑張り切れないかもしれ

ない。

そのあとは、周囲の人々

に「ここに人が埋まって

いる！」と大声で知らせ

るとともに、救出の方法

や道具となるものを探す。

阪神・淡路大震災では、

被災地の大部分が人口密

集地だったこともあり、

助けを呼んで回ると、周

辺から救出道具を持った

人々が駆けつけてくれる

ことが多かった。 しかし、

救出道具のほとんどは間

に合わせで、バール、槌、

のこぎり、自動車用ジャ

ッキなどとい うものばか

りだった。近隣住人の救

出にあたった市民の多くが、

重機の必要性を痛感 して

いる。

＜救援活動について一言＞

電力総連兵庫県電力総連

連合ボランティアは動員型だっ

たが、救援活動は量的対応が必要

で、 「組織」のメリットを生かす
意味からも、有効な方法だった。

('95連合兵庫刊「震災記録集アンケート」より）

倒壊家屋現場での行動 救出待ち

倒壊家屋に張り紙が貼

られていることがある。

「この下に人が居ます。

私たちは00避難所に居

ます。救出していただい

たら、知らせてください」

薄情とも思えるが、ガ

レキの下に埋まっている

家族の生存が確認できな

いまま時日が経過してし

まったケースだ。 レスキ

ューたちは確実な生存者

の救出を優先したし、重
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機械の力を借りなければ

掘り出すことが不可能な

のは明らかだったから、

これは遺体収容への期待

と受け取るべきだろう。

現実問題としては、遺

＜救援活動について一言＞

金属機械兵庫地方本部

ポランティア派遣はありがたい

が、受入れにエネルギーが費やさ

れすぎる。地元に負担をかけない

手法を。

('95連合兵庫刊
「震災記録集アンケート」より・紐織名は当時）



体が掘り出されるまで、 ばで生活をつづけること

吹きさらしのガレキのそ など不可能なのだ。

倒壊家屋親場での行動一一被災家屋の留守宅

当該家屋の住人である

被災者が、遠隔地へ避難

していたりして連絡がと

れない場合は、ガレキの

撤去作業なども進められ

ないことがある。倒壊し

ているとはいえ震災前ま

では普通の生活が営まれ

ていたのだし、個人の生

活の歴史が刻み込まれた

家屋 ・家財に手を出した

り足を踏み入れることは

躊躇された。道路を塞い

でいる倒壊家屋は復旧活

動の邪魔になったが、そ

の片付け作業は単なるカ

仕事では済まない状況が

あった。

倒壊現場では、明らか

に使用不能になっている

家具・器具類であっても、

捨ててよいものか、保管

すべきかの区別は、ボラ

ンティアでは決めかねる

ケースが多々あった。

＜救援活動について一言＞

自動車総連兵庫地方協謙会

連合として災害対策のマニュア

ルと、人材育成 ・資金など細部に
わたる対応策整備が必要。リーダ

ー育成と、ネットワークづくリ。

('95連合兵庫刊「霙災記録集アンケート」より）

盗難・火事場泥棒・災害後防災対策

大地震に追っかけて大

火災が続いた。

＜救援活動について一言＞

ゼンキン連合兵庫

連合として「この分野を担当す

る」と決めて対処するほうが良い。

広範すぎる活動展開はバワーを分

散させてしまうのでは。

('95連合兵庫刊
「震災記録集アンケート」より・紐織名は当時）
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町内会や商店街の自警

消防団では類焼を防げな

い大規模火災であり、消

防署の消火活動も断水や

防火用水の不備による水

不足で思うにまかせず、

震災犠牲者の約 1割を焼

死者が占めるという惨状



を呈した。

しかし、火災が下火に

なると地元での自警団活

動がいち早く立ち上がり、

二次三次の被害を生む芽

を防止する活動が開始さ

れた。

被災のあまりの大きさ

に呆然自失であろう時に、

被災者たちが自警団活動

に取り組む気力を有して

いたことに、深い敬意を

覚えると ともに、被災地

の早期復興を期待させた。

避難所 避難所の外にも被災者はいる

最寄りの学校、体育館、

区民センタ ー、あらゆる

公共施設が避難所となった。

フローリング、コンクリ

ートの床、これが身体を

安らげる居場所だった。

余震の大きさに、着の身

着のままで身を寄せた場

所だった。足の踏み場も

ないほどに、避難所は人

で溢れてかえっていた。

避難所によっては、施設

の定員オーバーで、受け

入れを断るところもあった。

体育館のフロアーは、

冷た＜室内は人の息で異

常な状態だった。それに

くわえて、他人との距離

が近づきすぎることで心

理的圧迫をうける。損壊

した家屋に住み続けるのは、
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変わった人でも何でもない。

したがって画ー的に、

学校 ・体育館といった避

難所施設の設備改善や救

援方法などについて、日

常から工夫 しておくこと

が必要だ。避難所に避難

できない人は案外多くいる。

すべての被災者が避難

所に居るのではないとい

うことを、肝に銘 じてお

かなければならない。

＜救援活動について一言＞

情報労連兵庫県協議会

救援部隊は責任者や総務担当を
決め、班編成して来られると一層
あリがたい。特技を生かしたポラ
ンティア集団の組織化を。

('95連合兵庫刊「震災記緑集アンケート」より）



避難所 損壊家屋から避難できない人達①

避難所施設には入らな

いで、グランドや公園、

緑地帯など広場でテント

生活をする人々が少なか

らずいた。 '04年10月の

新潟県中越地裳では、避

難所生活を避け、自家用

車の中で生活していた被

災者が、いわゆるエコミ

ークラス症候群で死亡す

るといったことが起きて

いる。

体育館や講堂、教室で

の雑居状態、疲労した身

体を休めるにしても頭の

側に他人の足がきている等々。

他人との距離が近すぎる

など、避難所とはいえ人

としての生活環境でない

ことによる恐怖心があった。

プライバシーのかけら

も確保できない生活環境。

間仕切のない広いスペー

スに詰め込まれた被災者

たち。許容できる精神力

には限界がある。他者の

顔や視線、息づかいが間

近にあっては、よほど集

団生活に慣れた人でも耐

え難い。

宿泊を想定した避難施

設には、二段ベッドなど

を備え、カーテン間仕切

でプライバシー空間の確

保をはかるべきだろう 。

もちろん、精神的ダメー

ジによる自殺など不慮の

事故を防ぐために、一定

時間はカーテンを解放し

広間を見渡せるなど、運

営上の工夫をすることが

必要である。

＜救援活動について一言＞

私鉄総連兵庫ブロック協議会

訓練されたリーダーの存在が欠

かせないと思う。また、受入れ側

としての訓練も同時に行ってほしい。

('95連合兵庫刊「震災記録集アンケート」より）

避難所ー~損壊家屋から避難できない人達②

被災した自宅から移動

しなかった人の例は、ほ

かにもある。
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避難所で、高層マンシ

ョンの上層階に老夫婦が

居るはずと聞いて、訪ねた。



歪んだスチールドアを

押し開けた。玄関を塞ぐ

ように倒れたシューズボ

ックス。 リビングルーム

らしき部屋の倒れた家具

の隙間に、老夫婦は居た。

もう、食料は底をつきか

けていた。

水道は断水しており、

飲み水は、震災前夜の風

呂の残り湯を口にしていた。

排泄は部屋のそこここに

していた。

急遠、ボランティアを

呼び寄せ、室内の片づけ

と身辺整理、入浴サービ

スを提供した。在宅の理

由をたずねると、エレベ

ーターが停止している高

層階では昇り降りが不可

能と判断し、 ドアの損傷

で施錠もできないことか

ら不用心と思い残留して

いた。親族が一度はきたが、

安否確認をして引き揚げ

たとのことで、世話活動

が十分でなかった。

また、戸建てで倒壊状態

でも、崩れかかった家の片

隅や空き地にテントなどを

張って生活していたケース

も多い。隣保の人間関係

ではなく、倒壊家屋の中

にある財産保全の考え方

が中心のようであった。

現実として、倒壊家屋

や店舗からの窃盗は多く

あったようだ。

しかし、地域の避難者・

在宅者の名簿管理がなさ

れていなかったことから、

全体としての実態は不明

であった。

＜救援活動について一言＞

JR連合兵庫県協議会

リーダーの養成を。また、救援活動
は短期・大量なので、連合の「数」を
生かせるシステムづくりを。

('95連合兵庫刊「震災記録集アンケート」より）

避難所—避難者の把握・普段の訓練

避難所管理の一環として、 という仕事がある。避難

避難者の被災の実態と避 所に入った人・世帯の名

難の状況をチェックする 簿登録 （あらかじめ作成
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した対象者名簿にチェック）

によ って、避難者の数や

被災状況が把握できると

ともに、避難所に来てい

ない人たちが確認できる。

被災者名簿 （避難者・

在宅被災者） の作成は、

救援物資の依頼や、どこ

の誰にどういう救援活動

が必要かという判断材料

を提供してくれる。 また、

家族・友人・知人などの

安否確認や見舞いに避難

所を訪れてくる人々への、

案内資料として活用できる。

こうした作業をスムー

ズにおこなうためには、

普段から地域住民と自治

会などのコミュニケーシ

ョンを緊密にし、避難所

に入るときや、在宅を決

意したとき、および他ヘ

避難する場合に、その旨

を自治会役員に連絡する

ことを徹底しておくべき

である。

災害の日から、親族知

人に身を寄せるために被

災地を離れる人の流れが

あった。高齢者を中心に、
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避難所生活に対応できな

いと判断した人々が、主

に大阪方面に向かって被

災地をあとにした。被災

直後で動転しているだろ

うが、少なくとも隣近所

の人に一声、遠隔地に身

を寄せることを告げての

行動でありたい。被災地

を離れたのか、別の避難

所に入ったのかわからな

いでは、その後の対応に

双方が苦労することになる。

遠隔地に逃れたと思わ

れていたお年寄りが、 1 

人で倒壊家屋の隅で生活

＜救援活動について一言＞

ゴム連合兵庫県協請会

被災地域では実際上も雰囲気的
にも要請し辛かった。遠隔地組織
には要請が急なこと、交通事情、
費用的な問題で十分な対応ができ
なかった。

('95連合兵庫刊「震災記録集アンケート」より）
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していた例もあった。誰 は危険をおかして倒壊家

にも告げずに被災地を離 屋の下を捜索することに

れてしまう と、近隣の人々 なるかもしれない。

避難所 救援食料

あんパンや菓子パンの

連続では、復旧への気力

が湧いてこない。加工食

料では、被災者の口に届

くまでの衛生管理が守れ

ないことによる中毒事故

の不安がつきまとう。

ショック状態にある被

災者に、自力で調理して

食事することを強要はで

きない。そういった配慮

から、食材の持ち込みか

ら調理して配膳と 、食べ

るまでの一切をボランテ

ィアによっておこなわな

ければならない時期があ

った。

自立へのきっかけには、

災害の前日まで普通に家

事をしていた被災者に対し、

避難所の共同生活の中で

も調理場に立つ気力を奮

い起こさせる よう、まと

もな食材の供給が効果を

発揮すると思われる。

＜救援活動について一言＞

一般同盟兵庫地方一般同盟

県内組織の連絡システムが十分

でなく、和歌山県などが「行く」

とスタンバイしてくれたが使え
なかった。

('95連合兵庫刊
「震災記録集アンケート」より・組織名は当時）

避難所 給食・炊き出しは避難所外の被災者へも

大規模災害時には避難

所に入れる条件は制限し

ていない。避難所に入っ

た人と入らなかった人と

の区別は特段ない。炊き

出しなど避難所で行われ

る救援活動は、避難所内

114 

外の被災者に対しておこ

なわれるべきである。 し

たがって、給食や炊き出

しボランティアは、避難

所外にも案内する必要が

ある。

また、災害から日にち



がたっと、しだいに勤め

に出る人の数が増え、日

中の避難所には人の数が

すくなくなる 。 しかし、

避難所がその人たちの寝

場所であることには変わ

りないので、夜になると

避難所 排便施設

炊き出しなどの食料確

保もさりながら、生活支

援としては排便設備の確

保も欠かせない。東京都

各区からの簡易便所の支

援は大いに助かった。

一時期、避難所周辺の

側溝は、夜になるとトイ

レ化してしまっていた。

明るい間は排便行為をは

ばかっていても、夜にな

ると排便してしまう 。避

難所のトイレは、断水で

流せないままに使いつづ

けたため、便が山盛りに

なってしまって、 しゃが

むことさえ出来ないからだ。

便の始末には、まった

＜往生させられた。

東京では阪神・淡路大

震災での教訓を生かし、

115 

避難所人口は増える。そ

うした状況を踏まえずに

昼間の人の数だけで食糧

を用意すると、まわりま

わって避難所外の被災者

に行渡らないという事態

を招くことになる。

その後、排便用マンホー

ルを設置した。が、いざ

となったときに数量的に

充足するかどうかは不明だ。

マント式カーテン・バ

ケツ・ビニール袋で非常

用の簡易便器が作れる 。

それにトイレットペーパ

ーを配給すれば、 トイレ

が使えるようになるまで

の間に合わせにはなる 。

排泄物の個別処理を行う

ことによってプライバシ

ーも同時に確保できる。

＜救援活動について一言＞

交通労連兵庫県支部

一般市民への支援は十分にやれ
ていた。反面、組合員を援けるシ
ステムをシミュレーションしてお
く必要があるのでは。

('95連合兵庫刊「震災記録集アンケート」より）



入浴支援 避難所・出前風呂

冬季の災害であったこ

とから汗を流すことがで

きない不自由さはあまり

感じなかったが、入浴の

効用は素晴らしかった。

当時の兵庫県立リハビ

リセンターの医師とボラ

ンティア活動について話

し合う中で、高齢者の入

浴サービスボランティア

活動を決定した。

自衛隊による入浴設備

が投入されることは承知

していたが、高齢者や弱

者には利用しにくい面が

あるので、 1人用の入浴サ

ービスを開始した。

いま 1つは、和歌山・白

浜温泉出身の被災者との

出会いで、大きな風呂を

運営することができた。

隔日に、和歌山県の白

116 

浜から温泉の湯を、漁業

組合の生け簑でボランテ

ィア供給をうけた。後半は、

大阪の温泉源からの供給

をうけた。これについて

は搬送タンクの確保にも、

ご尽力いただいた。水タ

ンクローリーは給水用に

使用されて払底しており、

温泉の搬送にあてられる

トラックなどどこにもな

かった。廃車寸前のタン

クを見つけていただいて

毎日搬送することとなった。

避難所で見るからに弱

り切った被災者に入浴を

すすめ、入浴、洗髪、真

新しい下着を着用しても

らい、仮設風呂からでて

くると、見違えるほど血

色もよくなり、大げさで

なく生き返って出てこら

れるのである。風呂は素

＜救援活動について一言＞

全国一般兵庫地方本部

連合は行政の手助けはしたが。

まず組合員を助けるという気持ち

とシステムを備えてもらいたい。

('95連合兵庫刊「震災記録集アンケート」より）



晴らしかった。 て浴槽に注ぐ。マンショ

しかし、それだけに浴 ンの高層階であっても、

槽の保全ボランティアは 要請があればプロパン、

大変だった。人の垢や脂 コンロ、水を運び上げて

のものすごさ。衛生に配 入浴してもらった。

慮して、浴槽や洗い場な 看護士による体調チェ

どの十分な清掃には時間 ックは必須だった。久々

がかかった。 の入浴で体調を崩されて

1人用の風呂は、避難所 は一大事だからだ。 また、

や要請のあった場所に出 高齢者の介助で自分のこ

向き、テントを張って入 とを構っていなかった若

浴してもらうのだった。 い人にも入浴を進め、皮

持ち込んだ水をプロパン 膚がひどく荒れていたこ

ガスで沸かして、組み立 とを発見したこともあった。

あったか湯活動 ある給湯ボランティアのこと

九州地区からボランテ

ィア派遣をうけた。

被災地の状況を説明す

ると、山間部から来たの

で何でも支援活動をした

いとの返事が返ってきた。

即刻、避難所での活動を

委託した。避難所は小学

校で、活動は運動場にあ

る給湯場だった。要は 1

日中、風呂の湯を沸かす

作業なのだった。

燃料は何ですか？ 倒壊

家屋の周辺に散乱してい

117 

る元・家屋だった柱の残

骸を「避難所に頂いてい

きます」と一声かけて、

あなたがもらってきて燃

料にしてください。

「その避難所はどこです

か？ 神戸は全く知らない

＜救援活動について一言＞

海員組合関西地方支部

災害時の海上輸送手段の重要性

は歴史的に実証されているので、

今次教訓を生かし一層システム整

備していきたい。

('95連合兵庫刊「震災記録集アンケート」より）



のです」 明快に答えがかえってきた。

それには地図に赤ペン 「その小学校の図書室が

で順路を簡単にマークし あなたの1週間の寝床です」

たものを手渡した。 「行ったきりですか」

「この通りの順路で行け 「お願いします」

るか判りません。迂回し 1週間がきて湯沸かし作

なければならない場合も 業のススで真っ黒の彼が

あります」 「一週間やってきました」

「どうして行けばよいの 笑顔で本部に帰ってきた。

ですか」 「被災地のどこにも行けず、

「歩いて行くしかありま 地元に帰って職場に報告

せん」 するのに困るね」

「どのくらいの距離ですか」 「避難所の皆さんにお湯

「一時間ほど歩くことに を欠かすことなく提供で

なります」 きたので、喜んでもらえ

「大変ですね」 ました」

「お願いできますか」 真っ黒な笑顔で帰って

「そのために来たのです」 行った。ご苦労さまでした。

入浴サービス 日帰り入浴

震災の当日にも、被災

地で施設が無事であった

企業では入浴サービスを

おこなっていた。タクシ

ー会社、本業の入浴産業、

などなどである。ホテル、

旅館、ゴルフ場など入浴

可能な施設から、送迎バ

118 

スを出して被災者を運ん

でいただいた。

＜救援活動について一言＞

紙パ連合兵庫ブロッ ク

連合からのポランティア要請は

2~3泊を条件にされたが、近隣か
らの派遣は日帰リで良いのではな

いか。

('95連合兵庫刊「震災記録集アンケート」より）



救援物資ー一搬送機器

とにかく、全国からの

善意の救援物資はありが

たいほど大量に届けられた。

体育館の広さと天井の高

さにまで満杯になった。

救援物資を満載したト

ラックが物資集積所に到

着すると、ボランティア

たちによる荷下ろしとハ

ンドリングがはじまる。

救援物資の段ボール箱を、

体育館の床に積み上げて

いくのだ。

また、交通ルートが遮

断や渋滞している被災地

では、物資輸送にヘリコ

プターが絶大な威力を発

揮する。ここでもヘリコ

プターからの荷下ろしに、

ボランティアが活躍して

いただいた。飛来するま

救撲物資 ゅうパック

で広場で待機し、ヘリコ

プターが着くと回転翼の

風を受けながらの荷下ろ

し作業がはじまる。砂塵、

風きり音、目も耳も、呼

吸するのさえ大変ななか

でのハンドリング作業。

やはりコンベヤーなどの

搬送機器の投入が望まれる。

バケッリレー式のハン

ドリング作業は重労働で

あり、そのぶん救援ボラ

ンティアとしての臨場感

を味わえるとも言えるが、

いかんせん体力が持たない。

ローラーコンベアーや簡

易フォークリフトを投入

できれば、作業効率が飛

躍的に上昇する。被災地

には機械化対策が必要だ。

神戸市西区の学園都市 山と積み上げられた救援

の体育館に、 「ゆうパック」 物資は、積み上げるのも

の一時置き場があった。 大変だったが、積み上げ

全国からゆうパックで送 られた段ボール箱はもっ

られてきた救援物資の仕 と大変だった。 1つひと

分け作業に取り組んでいた。 つの箱では問題ないが、

119 



積み上げられ下積みとな

った箱は、重さで潰され

て中身が飛び出してきて

いる。善意が詰め込まれ

たボックスなのだが、衣

類やら食料が一緒くたに

包装されているため、た

いへん悲惨なことになる。

冬場だったので「みかん」

の贈り物が多く、押しつ

ぶされたみかんの汁は、

一緒に包装された衣類ば

かりか、積み上げられた

ボックス全体を汚すこと

になった。

救援物資は、単純に到

着したボックスをそのま

ま避難所に転送すること

にはならない。外側に内

容物が明記されていない

ケースがほとんどだから、

避難所のニーズに合致し

ている物を選び出すとい

120 

う作業が要る。また、種

類ごとの数がそろわない

まま避難所に持ち込むと、

それを必要とする人全員

に行渡らないケースが起

こり、不公平が生じる。

ボックスの梱包を解き、

山積みの善意を選別する

作業を、朝から晩まで黙々

とボランティアたちは繰

り返す。連合兵庫会館を

拠点にしたボランティア

たちは、自転車で 2時間

もかけて滞貨基地まで往

復した。

また、「ゆうパック」の

箱詰めで多かったのが、

被災者に向けた 1セット

もので、衣服、肌着、洗

面具、毛布などが 1つの

箱に詰められていた。1箱

づつを被災者に届けるの

であればその詰め合わせ

＜救援活動について一言＞

全水道神戸市水道労働組合

救援活動が連合の主要な取リ組

みになっては困る。政策・制度で

防災 ・復興に寄与されたい。また、

施設・機構の点検活動を。

('95連合兵庫刊「震災記録集アンケート」より）



でよいだろうが、セット

の数が少なければ、とう

ぜん包みを解いて中身を

種類ごとに仕分けなけれ

ばならない。特定の個人

宛のものは別だが、被災

地宛に救援物資として送

救援物資一一古着

少し日が経つと、気の

利いた避難所では、プテ

ィックをおもわせるコー

ナーができていた。ハン

ガーにかかった、お洒落

な衣料品。

「気持ちにゆとりが出て

きたのかな」

そんなことを言いながら、

被災者とボランティアが

協力して、善意の古着が

詰まった段ボール箱から

衣料をとりだしてハンガ

ーに吊していく 。

傷みがひどくて着られ

そうもないものや、処分

に困って送ってきたので

はないかと邪推したくな

るような衣料品が持ち込

まれてくることも少なく

ない。が、しかし、こん

121 

る場合は、「1つの包みに

は 1種類の品物」にし、

くわえて 「包みの外側に、

品名と、個数を明記」し

ておくと被災地に余計な

手間をかけずに済む。

な物をと言わずに、 1つづ

つ箱から出してたいてい

の物はプティック風に陳

列していく 。なるべく送

り手の善意を生かしたい

という気持ちがあるから…。

とはいえ、最低のマナ

ーは守っていただきたい。

救援物資の衣料品は、ク

リーニング したものを原

則としたい。避難所に届

くまでに湿気たり汚れた

りしたのかもしれないが、

とても着用できそうもな

い古着などを被災地に送

＜救援活動について一言＞

都市交兵庫県協議会

連合800万組合員をバックにし
た共済制度の設立を。

('95連合兵庫刊「震災記録集アンケート」より）



ってはいけない。被災者 なる。下着や靴下などは、

の復興意欲を殺ぐことに 新品を原則としたい。

救媛物資 義援金

救援物資は善意を贈る

ものだから、差し出すほ

うとしては気持ちのたけ

を籠めて送りたいと思う。

そのため、被災者に対す

る自分の気持ちを表現す

るための手段として、品

物を選び、送付すること

になる。

しかし、被災地での物

資の取り扱いには、たい

へんな労カ・人手が要るし、

そのうえ物資に対するニ

ーズは日々変化していく 。

慎重に被災地のニーズを

見極めて、贈る品物を選

んでも、それが発送され、

物資集積所を経て、各避

難所に配送されるころには、

すでに被災者のニーズが

変わってしまっている場

合がある。そもそもマス

コミ情報そのものが間違

っていたり、情報として

古くなっていたりするから、

それにもとづいて検討さ
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れたとしたらニーズの見

極めそのものが間違って

いる可能性もある。

日本人の心情からする

とドライ過ぎるように受

け取られるかもしれないが、

被災地に手間をかけず、

かつ、贈るほうの善意を

確実に生かすためには、

義援金がベストである。

'04年10月の新渇県中越

地震での救援物資に関す

るエピソードを紹介する。

【（1)ある避難所に、

被災者全員分に足るだけ

のレトルト食品が送られ

てきたが、それを温める

術がなく、寒さに震える

被災者を癒す食事になら

なかった。 （2)被災か

ら数日経った深夜に、大

量のおむすびが届いた市

もあった。賞味期間の切

れたものもあり、避難所

には出せなかった。 (3) 

ある市では大量の救援物



資を整理するために、 2日

間、救援物資の受入れを

休止して、棚卸し作業を

おこなった。 「あまりの

物資に、何が足りて何が

不足しているのか分から

なくなった。善意を確実

に生かすため、できれば

義援金でいただきたい（同

市災害対策本部）」】

綸水支援 人に合った器

毎夜のリーダーミーテ

ィングで、それぞれのボ

ランティア現場での出来

事を報告しあい、担当部

署以外での取り組みにも

共通認識をもってもらう

ことにしていた。

給水タンクローリーで

のボランティアリーダー

から、 20リッタ ーのポリ

タンクの準備の申し出が

あった。ある給水ポイン

トで、そこに行くたび同

じ高齢の方が小さなヤカ

ンで給水に来るという 。

だから、 20リッターのポ

リタンクを差し上げたい

と言うのだった。そのご

高齢の方からポリタンク

が欲しいと言われたのか

と訊ねるとそうではなく、

ボランティアリーダーの

善意からの発想だった。
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準備はできるが、その

人にとってそれが最善か

どうか考えてほしい。

20リッターのポリタン

クの重さは 20キロである。

そんな重い物を、果たし

のそのお年寄りが持ち運

びできるだろうか。仮に

自宅まではボランティア

が運ぶとしても、そんな

重い物ではカップに小出

しするのもたいへんでは

ないか。それよりは、給

水ポイントで顔を見るた

びに声をかけることでよ

いのではないか。小さな

＜救援活動について一言＞

非鉄金属労連兵庫県協議会

単組も被害を受けている中での
ポランティア動員であり、お願い
するのが心苦しかった。

('95連合兵庫刊
「震災記録集アンケート」より・組織名は当時）



ヤカンで毎日給水に来て

いただくほうが、その方

の日々の状況 （健康・精

神状態など）を観察でき

るし、その方にとっても

運動にもなりボランティ

アとの交流が慰めにもな

るのではないか。何日分

もの水を一度に給水して

しまうと、それがなくな

るまで家に閉じこもった

切りになるかも知れない。

発言者は承知しかねる

顔つきだった。あるいは

個人でポリタンクを調達

して、プレゼントしたか

も知れない。

現住地から遠く離れた仮設住宅

慣れ親しんだ現住地・ イバシーのない体育館生

被災地から離れることへ 活に疲れきった人々や、

のこだわり 。出来るだけ 復興意欲を殺ぐ沈滞した

現地に止まりたい気持ち。 避難所の空気から逃れ、

更地となった倒壊家屋跡に、 果敢に心機一転を固る人

仮設住宅の建設を要望す たちだけが応募していった。

る被災者は多い。 しかし、学校を子どもた

被災地の復旧や復興計 ちに返そうといった声に

画を効率よく進めるため 促されたり、あるいは被

には、現在ある広場や、 災生活の長期化を覚悟して、

被災地からは遠隔地とな 被災者はしだいに仮設住

る地域への移転は仕方の 宅への移転を選択してい

ないことなのかも知れない。 った。

しかし、そうした遠隔 仮設住宅の仕様は、高

地にある仮設住宅の入居 齢者にとっては決してや

募集には、応募者はなか さしくなかった。地面は

なか集まらなかった。 し バラス敷きで歩きにくく、

たがって募集がはじまっ 雨や雪が降ればぬかるむ。

てしばらくの間は、プラ 戸ロ・上がりかまちの手
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すりのない段差、同じ形式・ 過酷な環境であった。

色の建物。 自治会広場・ 2004年11月に政府が、

集会所などが備えられ、 新潟県中越地震の仮設住

ボランティア団体によっ 宅建設に関して、被災者

て買い物送迎自動車や訪 宅の敷地内であっても公

問ボランティアなどの活 的仮設住宅の建設を認め

動が注ぎ込まれるなど、 たことは、住宅を失った

あらゆる取り組みがおこ 被災者にとっては大きな l

なわれていたが、それで 歩とは言えないまでも、

も独居老人の孤独死の多 ともかく被災者救済策の

発など、災害弱者にとっ 前進ではあった。

ては避難所と大差のない

TDL招待―子どもたちや受入れボランティアのその後は

震災で親をなくした子

どもたちを、各界の多く

の協力の下に、連合とし

て東京デイズニーランド

へ招待した。参加した子

どもたちは、その後どん

な生活を過ごしているの

だろう 。 もうその多くが

成人に達しているが、追

跡活動はできていないの

で、労働組合・連合の活

動がどう影響を与えたの

かは定かでない。

また、東京で受け入れボ

ランティアとして参画いた

だいた方々のその後も、く
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わしくは把握できていない。

さらに、この活動自体

はボランティア活動の中

の一過的な出来事でしか

ないかもしれないが、そ

のために寄せられた各界

の協力は重く受け止めら

れなければならない。

これらの見届けや、協

カヘの感謝が、十分に行

＜救援活動について一言＞

税関労連神戸税関労働組合

地震直後の、倒壊家屋からの人

身の救出。これは人力では限界を

感じました。

('95連合兵庫刊「震災記録集アンケート」より）



き届いていない嫌いがあ とならないことを祈ると

ることを反省する。こう ともに、行き届かないま

した不手際が、今後のボ でも出来るだけの気配り

ランティア活動への障害 をしていきたい。

NPOや市民ポランティア団体との連携

霙災救援ボランティア

活動がはじまってしばら

く経つと、さまざまなボ

ランティア団体から、連

合に対して接触の申し入

れがでてきた。人力、財

力などの面から連続した

活動が困難なことに気づ

きはじめた団体からの相

談であった。

しかし、それらの団体

のほとんどは、自らの取

り組みや趣旨を大上段に

振りかざし、押し付けて

くる。ボランティア同士

で協力はやぶさかではな

いが、その人たちの偏っ

た価値観にもとづく「趣旨」

を残しての、活動継承は

できないし、資金援助も

同様である。そう返事す

ると、血相を変えて立ち

上がり、連合を罵倒しな

がら立ち去っていく 。
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だが、数多いNPOや

ボランティア団体の中には、

風変わりな趣旨や独善的

思い込みに懲り固まって

いない、ほんとうに被災

者や災害弱者たちの役に

立ちそうな団体も少なか

らず存在する。そうした

ところとは、日 ごろから

連携を密にし、いざとい

うときには共同してポラ

ンティア受入れ、被災者

支援にあたれるよう態勢

準備しておきたい。

【好評、福井方式】

福井県北部の福井 ・美

山など5市町が、 2004年7

月18日に豪雨に襲われ、

大災害を被った。が、翌

19日には早くも被災市町

に県災害ボランティア本

部を中心としたボランテ

ィアセンターが立ち上がり、



全国からのボランティア

活動者をスピーデイーか

つスムーズにさばいてい

った。この素早い受け入

れ態勢の立ち上がりによ

って、住宅や道路の泥かき、

清掃作業が急ピッチでお

こなわれ、わずか2週間

あまりで見事に復旧の第1

段階をおえた。

これは福井県内のボラ

ンティア団体が、 1997年

1月のロシアタンカー重油

流出事故への対応を契機

に発足した「福井県ボラ

ンティアセンター連絡会」

を経て、災害専門のNP

0 「ふくい災害ボランテ

ィアネットワ ーク」とし

てまとまり、普段から連

携活動を積み上げてきた

成果だった。また、重油

流出事故で集まった義援

金の残りを元に「県災害

ボランティア活動基金」

をつくっていたのも、即

応性を支えている。費用

負担がネックになって市

町村がボランティアの受

入れを拒むことも少なく

ないからだ。

救援に駆けつけたボラ

ンティアたちの、受入れ

に対する評価もたいへん

高かった。

なぜ赤帽・連合腕章を着用

連合は、構成組織や全

国の地方連合にボランテ

ィア派遣要請し、来援を

集中させた。それぞれ連

合の要請に応え、所属組

織の旗色を鮮明に押し出

して、来援してきた。

被災地の行政から連合

に対するボランティア活

動の割り当て部署は、ほ
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ぽ固定されており、被災

者や避難所関係者にとっ

ては個々のボランティア

＜救援活動について一言＞

レジャー・サービス連合兵庫

会社が崩壊、多くの従業員が被

災した中で、ポランティア活動な

どとても出来る状況ではあリませ

んでした。

('95連合兵庫刊
「霙災記録集アンケート」より・組織名は当時）



活動者が入れ替わってい 行動や言動でおのずと

くことになる。したがって、 出身は分かるとして統一

個々の活動者は入れ替わ をお願いした。だが、現

っても、帽子とか腕章が 場では出身組織の帽子と

同じ物であれば、同一組 腕章に着用替えする組織

織が継続的に担当してい もあった。

ると知って安心する。と （なぜ“赤い＂帽子なのか？

ころが、活動者が入れ替 連合の青帽を準備しよう

わるたびに、帽子や腕章 としたが、当時の神戸は

も変わるとなると、余計 プロ野球オリックスのイ

な戸惑いを与えることに チロープームで青い野球

なる。避難所側の希望が、 帽がたくさん出回ってい

きちんと引き継がれてい ることから、次善の選択

るかどうか心配にもなる。 として赤帽となった。ボ

そのため連合として、 ランティア活動者には記

遠くからでも識別できる 念として持ち帰っていた

統一の帽子と腕章着用を だいたので、数量確保に

決めたが、それに対して 走り回らされることにな

出身組織名を明らかにし った。あれは余計な仕事

たいとの主張が強かった。 だったかも知れないが。）

「ありがとう」「どうそ」「すみません」3つの言葉

大裳災の影轡は建物の

構造物や景観だけでなく、

人をも変えてしまっていた。

震災直後の避難所の朝は、

朝低の中にただただ仔む

人の影が其処ここに見ら

れた。元気よく足音を立

てて歩きまわっているの
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はボランティアだけだった。

ボランティアは見返り

＜救援活動について一言＞

日放労関西支部

震がボランティアを 「大衆化」
させた。この芽は大事に育ててい
きたい。

('95連合兵庫刊「震災記録集アンケート」より）



や感謝されることを期待

して参加しているのでは

ないが、それにしても 1

月中には被災者からの感

謝の表情や表現に接する

ことはなかった。炊き出

しボランティアや食事を

手渡されても、被災者た

ちは虚脱状態で会釈を返

すこともなかった。

いつまでもボランティ

アや生活支援を受けるこ

とができない、いつかは

自立しなければというこ

とは頭では分かっているが、

そのための気力がどうし

ても湧いてこない。そう

した無気力状態から脱し、

自立の道へ 1歩を踏み出

すためには、震災前の普

段の気持ち•生活態度、

人との接し方などを取り

戻してもらうことだ。

当時、神戸には 3つの

言葉運動がすすめられて

おり、 「ありがとう・ど

うぞ・すみません」とい

う言葉がコミュニティー

の潤滑剤として日常生活

の中に定着しつつあった。

この言葉と気持ちを思い

出してもらうことができ

れば、被災者たちに碇災

前の生活感覚を取り戻し

てもらえるのではないか

と考えた。さっそく徹夜

で手作りの 「3つの言葉

ありがとう・どうぞ・す

みません」のステッカー

を作成し、避難所の掲示

板に貼ってまわった。

それが功を奏したわけ

でもないが、被災者の自

立や避難所からの脱出機

運が感じられるようになり、

目に輝きが宿り、ボラン

ティアなどへの感謝の姿

勢が表面化していった。

ポランティア日誌の言葉

この章を終えるにあた で言い交わしたかのよう

って、ボランティアたち に誰もがそう書き残して

が「日誌」に書き残して いった 1つの言葉を掲載

いった言葉のうち、まる しておく 。それはポラン
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ティア活動の本質の 1つ ティア活動者にとってど

を端的に表現している、 ういう意味を持つのかと

と同時に、あの連合救援 いうことを教えてくれる。

ボランティア活動に参加 それは次の言葉である。

することが個々のボラン

ありがとう
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日
治
労
兵
庫
県
本
部

労絹ルートで迅速対応

行政支援も被災者救援

ボランティアも、被災直

後は役所の機構が混乱し

ており、役所から労組に

対して何の協力要請もな

かった。また、自治体間

には救援協定があったが、

形式や諸事情にとらわれ

て動きが遅いため、労組

ルー トでの救援依頼が主

となった。

自治労の各都道府県本

部での救援募集には多数

応募があり、また行政で

も関心の高いところでは

現地での「体験学習」の

意味もこめて迅速・積極

的に対応してもらえた。

ただ、県下の動員では、

行政派遣と労組動員が錯

綜して混乱した。それに、

行政命令で済むことを「な

ぜ労組で？」という疑問

もあり、その感情を乗り

越えるのに苦労もあった。

ダンポールを敷いて泊り込み

みんな 5日間程度の泊

り込みは常態で、床に新

聞紙・ダンボールを敷い

て仮眠しながら必死に働

いた。

食事についても、行政

の被災者用弁当はあっても、

救援や復旧作業に従事し

ている職員の食事の手配

は不十分だったので、大

阪府本部に緊急送付を依

頼して配給した。行政も

調達能力がなかったので、

労組独自で手配した。

■反省・課題■
1.行政支援は仕事としてやるべきだったか

行政の仕事を助けると この点は評価と反省があ

の立場で対応したが、本 い半ばするところである。

来は「仕事」としてやる ただし、阪神 ・淡路大

べきだったのではないか。 震災のときは、被災住民
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への対応が先決で、議論し ている時間も余裕もなかった。

2.避難所に来れない人へも支援を

全国で約 2万人、県下

で約2,200人もの応援者を

得たが、避難所支援は当

然 として、避難所に来れ

なかったより厳しい状況

にある人々への支援に投

入する方法もあった。

3.通常の民生・福祉サービスを止めない

行政は、災害救援シス

テムを見直す必要がある。

民生 ・福祉部門が救援の

第1線になってしまっては、

本来の生活支援が停止し

てしまう。

4.緊急時対応は行政の枠にとらわれない

所属行政へ災害時出勤

する ことが非効率な場合、

とりあえず居住地等の行

政で対策活動にあたるなど、

緊急時には行政の枠組み

を超えられるようにして

おくこと。

5.主体的に救援活動できるボランティア態勢を

初動チームを編成して

おき、災害発生後ただち

に派遣し、現地を煩わせ

ずにニーズを見極めて、
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本隊へ救援要請できる態

勢を。主体的に救援活動

をコーデイネートできる

備えを。



大
阪
ガ
ス
労
働
組
合

2次災害防止へ供結停止

地震のあとも各製造所、

中央司令室、コンピュー

ターセンターなどの基幹

設備はおおむね無事だった。

しかし、低圧のガス導管

には大きな被害があり、 2

次災害を防止するためガ

ス供給を停止。最大時に

は神戸市や阪神地区を中

心に約85万7,400戸のガ

ス供給を停止した。

支部は復旧に全力、労絹機能は本部が代行

（
兵
庫
地
区
）

兵庫地区としては復旧

が最優先との認識から、

役員も含め全員が復旧作

業に専念。支部活動はほ

とんどできず、被災組合

員の安否確認や避難先へ

の生活支援、共済見舞金

の支給など、多くを本部

に委任した。

さらに、支部としては

復旧作業に全面協力の方

針でいるものの、激務に

邁進する組合員の健康が

心配されたため、本部を

つうじ会社へ、できる限

りの職場環境改善、少な

くとも週 1回の休日の確

保を申し入れた。

煩雑作業で復旧が思うに任せす

日本全国のガス会社か

ら応援を得、作業員は不

眠不休で働いた

が復旧は思うよ

うにすすまなか

った。ガス導管

にわずかな砂粒

が入り込んでも、

徹底して除去し

ておかないと、

•; •• 

ガスを通したときに砂粒

が管壁に擦れて、まるで

ャスリのように穴を開け

てしまう 。被害が大きい

地域では、いたるところ

で水や土砂がガス管の損

傷箇所から流れ込んでおり、

これらをすべて除去する

という手間のかかる作業

が必要となった。
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被災地支部ほど労組へのニーズが高い

兵庫地区の労組機能は

完全にマヒしていた。が、

しかし、被災地支部ほど

組合員が労組を必要とし

ていたことも事実で、支

部機能の早期立ち上げが

切望された。社宅の一室

に支部の仮事務所を設置、

支部委員長が常駐できる

よう会社業務軽減を申し

入れた。

結果、 2月以降、ようや

く復旧作業現場の状況な

ど情報収集できるように

なり、不眠不休で働く組

合員の労働条件などにつ

いて会社と協議できる状

態にこぎつけた。

■反省・課題■
く会社＞災害に強い設備を

災害に強い設備や技術

の普及をいっそう推進す

る （ポリエチレン管や耐

震継手のいっそうの普及。

マイコンメーターの設置

促進。フレキシブル管の

拡大。通信 ・指令系統の

2重化。供給ブロックの

細分化。など）。

＜労組＞安全確保•生活支援のシステム化を

ライフライン企業では

復旧が最優先となり、労

組としても全面協力して

いくことになる。そうい
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う中での、作業員の安全

確保や被災組合員 ・家族

への生活支援のシステム

化を検討していく。



兵
庫
県
教
職
員
組
合
協
議
会

避難所となった学校の管理運営

阪神・淡路大震災では、

公立学校619校をはじめ、

私立学校 ・大学 ・外国人

学校などが避難所となり、

ピーク時には約18万人が

身を寄せた。教職員は子

どもたちの安全確認や保護、

学校機能の早期再開とい

う本務のほかに、避難者

の救護 ・医療、生活支援、

遺体安置など、避難所の

運営と管理に忙殺された。

大震災以前の地域防災

計画の中では、緊急避難

場所として学校が指定さ

れていても、広域的・長

期的に学校が避難場所と

なることは想定されてい

なかったし、避難所とし

て何らの備えもなく、管

理や運営について定めも

マニュアルもなかった。

避難所としての学校の位置つけと機能の充実

避難所運営については 「協

カ』という位置づけにす

べきである。

また、避難所にあてら

れる学校は、耐農機能の

強化はもとより、自家発

電や空調設備、連絡用無

線機、非常用物資の保管、

水源の確保などを付設す

ることが不可欠である。

学校は、災害時に短期

間の応急的な避難場所の1

っとして位置づけられる

ことは当然であろう 。 し

かし、避難所の設置およ

び管理・運営は、行政の

責任においておこなうべ

きである。学校は、子ど

もたちの安全と

教育に責任をも

つものであり、

長期的な心のケアの必要性

大捉災では、

子どもたちが肉

親を亡くしたり、

死傷者を目にしたり、自

宅が倒壊するなどして、

精神的ショックを受けた。
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また、余震に脅えながら

の生活で、心理的に不安

定な状態に陥った。

このような状況に対応

して教育復興担当教員（復

興担）が加配された。復

典担は、ピーク時には約

4,100人の心のケアを必要

とする子どもたちへの対

応はもちろん、家庭訪問

による保護者も含めた継

続的な教育相談、福祉事

務所相談員などの関係機

関職員や地域住民など、

心のケアを必要とする子

どもにかかわるすべての

人々をつなぐコーデイネ

ーター役も果たしてきた。

心のケアを普遍化する施策展開を

トラウマ反応は、自然災

害時のみならず、いじめ、

残虐事件、子ども虐待で

も深刻であることを専門

家は指摘している。復興

担がおこなってきた心の

ケアのとりくみを全国的に、

日常化する施策を実現し、

心のケアを普遍化する必

要がある。

災害支媛チームの組織化を

兵教協は、震災5周年の

2000年 1月に、県教育委

員会・県学校厚生会との

三者協力で「震災・学校

支援チーム」を結成した。

県内外を問わず、震災

が発生した際の、「学校教

育応急対策と教育活動の

早期再開、子どもたちの

心のケア、学校における

避難所運営などの支援」
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を目的としている。すでに、

北海道有珠山噴火、鳥取

県西部地震、宮城県北部

連続地震に当該道県教育

委員会の要請にもとづい

て派遣され、大霙災時の

ノウハウを伝えてきた。

災害時に避難所となっ

た学校を支援するための

組織作りが全国的に展開

されることを期待したい。



関
西
堪 復旧システム始動・労組機能停止

力
地震で会社のビルが甚 また、労組としての主

大な被害（後日廃棄処分） 体的な活動ということでも、

労 を被ったが、復旧システ 各支部役員が復旧活動に

ムは地震直後から猛スピ 拘束されたこともあり、

働 ードで機能しはじめた。 ほとんど機能できなかった。

組 労組としては、ともか 社員全員が 「なにがあっ

く会社へ組合員の安否確 ても電気を送る」と燃え

＾ ＂ 
認を急ぐよう申し入れた。 ていたので、労組が現場

’,t ‘ 
それ以上のことを労使で の邪魔をしてはいけない

話し合えるような状況で と配慮もした。

庫 はなかった。

地 すべて揃っていた・なにもかも足りなかった

区
復旧活動は、台風対策 材が備えられていたし、

などで非常事態システム 各電力からの応援・機材

本 が確立しており、マニュ 提供もあり、必要なもの

部
アルにもとづいて全員が は全て揃っていた。が、

行動した。 しかし、すべての面で量

すべての事態に対処で 的に訓練時想定を超えて

きるシステム・技術 ・機 いた。

-‘、̂
,f
 
:＇
/
 

作業員は復旧のプロ

復旧作業は不

眠不休の激務で

あり、安全 ・健

康面が心配だっ

練の成果で杞憂におわった。

個々の復旧作業自体は珍

しくも困難でもなく、プ

ロとして熟達しているこ

たが日ごろの訓 とだった。
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絹合員の生活支援もポランティアも

また、会社としての、

組合員への生活支援対策

は評価できるものだった。

被災組合員の社宅収容も

迅速になされた。生活支

援では、関西一円に支店

があり、それらの支店か

ら応援があったことも大

きかった。

救援ボランティア活動

としては、電力総連の方

針により全国の電労から

応援を受け、神戸市東灘

区で物資供給・家財搬出・

給水などをおこない、く

わえて西宮市から組織内

市議をつうじて要請があ

った避難所への給水活動

にも対応した。

家庭を顧みす電カマン・スピリットを

復旧作業では、全員が できないが、電カマン・

家庭を顧みず働いた。こ スピリットが発揮された。

のことの良し悪しは判断

■反省 ・課題■
緊急設備の規模拡大

会社としては、緊急設 備えが災害規模にマッチ

備の規模拡大を検討する しないことがある。

必要がある。激甚災害では、

労組役員が復旧作業にとられてしまう

労組としても危機管理

体制のあり方の検討が必要。

復旧システムがフル稼動

しはじめたとたん、労組
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役員が会社業務に吸収さ

れてしまうことの是非な

ど検討。
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命と健康を第一に復旧作業に全力

発災後ただちに被害状

況の調査がはじまったが、

想像を絶するダメージに

担当者は全身の血が退く

心地がした。

労組としては兵庫総支

部をはじめ在阪各支部が

中心になり、組合員・家族・

退職者会々員の安否確認

を最優先にすすめ、つづ

いて復旧作業員の勤務態様・

安全確保について会社に

申し入れた。

「ライフ ライン事業なの

で復旧に全力はとうぜん

だが、①作業員の命と健

康を第一とする」との確

約を得た。

他に、②指揮命令系統

を明確に、③ 2次災害防

止の徹底。

物件を用意してもすすまない入居

住居が被害を受けた組

合員の救済へ、労組が率

先して住居確保に奔走した。

結果、労組手配 100戸、

総数で810戸の借り上げ

社宅が確保できた。

だが、家屋の全半壊

1,091件、避難所住まい

121人の中で、

仮社宅への入居

希望は 300戸程

度で、非希望者

被災組合員の

救済策の 1つと

は620戸もあった。

「会社は親身に対応 して

いるのか」と険悪な雰囲

気になったが、調べてみ

ると家屋が全半壊してい

ても、どうしてもその場

を離れられない理由が、

それぞれの人、家庭、人

生の中にあることを知ら

された。町への愛着、子

供の通学、老親との同居…。

情報伝達に野宿覚悟で避難所回り

して「社員・組合員ファ

ミリー救援ダイヤル」を
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開設し、生活相談に応じ

ることにした。が、それ

を安否未確認者や避難所

にいる人たちに、どう周

知するか。その人たちこ

そ最も救済を必要として

いるかも知れないのだ。

人海戦術で避難所を訪

問し、周知用ポスターを

掲示して回ることにした。

兵庫総支部は震災直後か

ら避難所点検はすすめて

いたが、近畿の 9支部50

名の選抜隊は「野宿覚悟

でやってくれ」と送り出

され、交通途絶の中、リ

ュックにヘルメット姿で

現地に向かった。855ヵ所

の避難所を回り切るのに、

丸3日間を要した。

全国 1社体制が復旧作業を助けた

復旧作業は不眠不休の

連続だった。 しかし、全

国からプロ技術者の応援

（関西支社・全国各支社 ・

協力会社で 15,800人、地

元1,500人、計17,300人態

勢で復旧活動）を得られ、

また技術や機器のレベル・

種類に差異がないため、

作業スピードは考えられ

る限りで最高のレベルで

すすめることができた。

とはいえ、被害規模があ

まりに甚大で、量的対応

には苦労した。

■反省・課題■
速やかな安否確認が全てのスタート

組合員やOBの名簿管 難先・連絡先を把握して

理で、現住所・電話番号 おく必要があった。

だけでなく、緊急時の避

東京だったら助け切れたか？

被災地が東京だったら のあり方を厳しく見直す

助け切れたか。危機対応 必要がある。
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被災住民の生活を確保せよ

費の確保のため窓口業務

を土日も含め連日深夜ま

で営業しつづけた。また、

簡易保険では犠牲者のご

遺族や、負傷された方へ

の保険金の支払いなど、

大災害時に郵便局が果た

すべき役割に不眠不休で

とりくんだ。郵便貯金で

は通帳を失くされた被災

者に 『非常取扱い』として、

10万円の支払いを実施。

6,000人が利用され、喜ん

でいただいた。

多くの郵便局舎が倒壊、

職員も 2名が死亡した。

多くの職員が自宅倒壊な

ど生活基盤を失った。そ

の状況下で、わたしたち

は組合員の救援とあわせ、

最重要課題である住民生

活になくてはならない郵便 ・

郵便貯金・簡易保険など

の業務の確保に集中した。

救援物資を中心とした郵

便小包は通常の 27倍、現

金書留も 10倍以上、郵便

貯金はATMが使用でき

ない中、被災住民の生活

忘れられない言葉

郵便貯金通帳の再発行、

小包の配達など、日常の

人員では処理できず、近

畿各地から職員のボラン

ティアを実施。

交通途絶の中、

大量の赤バイク

で神戸市内など

に集結した。こ

の応援で、なん

とか山のような

郵便物を処理で

きた。

配達は難渋をきわめた。

どこの避難所におられる

のか調査しながらの配達

作業で、「早く被災者に届

けたい」一心で乗り越えた。

が、そんな苦労も、「郵便

屋さん、ありがとう 」の

一言で、すべて吹っ飛んだ。

大阪からの応援部隊の

1人が被災地へ向かう途中、

交通事故で重傷を負った。
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報せを受けた労組役員が きに申し訳ない」と、ベ

見舞いに駆けつけると、 ッド脇の家族とともに頭

その組合員は「迷惑をお を下げっばなしだった と

かけした。この忙しいと いう。

■反省・課題■
救援物資への提言

災害発生時には、都道

府県知事の要請により災

害対策本部への救援物資

は無料扱いとなる。その

無料扱いについて問題提

起したい。一定の料金（た

とえば通常の半額程度で

もよい）を徴収してはど

うだろうか。徴収した料

金は被災地に還元。

無料配送の救援物資の

一定数が 「使い物になら

ないもの」という話を聞く。

悲しいことだが、現実で

ある。

◇ ◇ ◇ 

下のカコミは、『連合兵

庫：阪神 ・淡路大震災活

動記録集』(1996年1月16

日発行）に収録されてい

る「ボランティア日報」

からの抜粋である。

「ゆうパックの配給—中略—衣類もクリーニング

してない失礼な古着が多い。少し足をのばせばデパー

トで普通の服が買えるので、送る人が自分でもらって

着たいと思う衣類だけにしてほしい」

（民間産別からの派遣ボランティア）
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復旧優先、条件は後日交渉で

発災後ただちに復旧シ

ステムが稼動、緊急用マ

ニュアルにもとづいて次々

と業務指令が下され、全

社が非常態勢下に置かれた。

労働態様の変更で会社

から相談があり、労組と

して「復旧優先・条件は後

日交渉」の回答をし、組合

員に了解を求めていった。

ただし、社員全員が復旧

会社はどうなる？結料は？

被害のあまりの大きさ

から、組合員は激務をこ

なしつつも、会社の将来、

給料・臨時給の欠配など

の不安を抱いていた。

会社と協議し、 「遅 ・

作業に不眠不休の状態で、

安全・健康への配慮がな

おざりにされないよう、

会社に強く申し入れた。

裳災対策以外の労組活

動はすべて休止していた

だけでなく、労組の会議

を開くことも難しいため、

案件はすべて三役の責任

において決断・処理して

いった。

欠配はしない」との回答

を得、全職場を巡回して

「正確な被害状況、春闘

の先送り」などと併せ説

明し、不安解消に努めた。

重労働に耐え、寒さに耐え、鉄道を通した

復旧作業は過酷で、

作業中に 1人が重傷を

負った。また、代替バ

スの運行では、普段は

駅舎・電車内での勤務

のため、寒中にもかか

わらず防寒用制服がな

いまま野外勤務した。

連合兵庫から私鉄兵庫

ブロックヘのボランティ

ア派遣要請には、単組代

表者を集め協議し、「地元

としての気概を示そう」

と一致。被災状況を勘案

して派遣人員の割り当て

をおこなった。
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■反省・課題■
被災状況の把握や見舞

金の給付は速やかに行え

たし、住宅も会社の寮や

施設の空き部屋を確保し、

迅速に手当てできた。労

組と会社の共済、組合内

カンパ、産別兵庫ブロッ

クカンパ、産別全国カン

パなどにより、見舞金を

支給した。

なお、カンパ金の配分

では、最初の認定に外れ

た人は最後まで対象外と

なってしまうので、産別

全国カンパ金については、

被災地居住者全員に一律

支給した。

生活物資にまで考えが及ばず

しかし、生活物資の供

給は、とっさに考えが及

ばず遅れた。提携してい

る東京や九州のバス会社

連絡網の整備・充実

から届けられた物資を、

組合員に配給して喜ばれ

たが、単組の対応には反

省がある。

安否確認など、連絡網 でいるが、よりいっそう

の整備。業務の性格上、 の充実をはかる必要があ

かなりシステム化が進ん る。

■全線開通の喜び■
'95年1月17日の被災か

ら、全社員の必死の復旧

作業により、寸断された

線路が順次開通し、部分

運転をおこないながら、

同年8月13日ようやく全
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線開通（神戸高速線を含

め）となった。

お客さまの顔にも、全

社員の顔にも明るさが浮

かんでいた。この日の感

動は忘れられない。
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組合員は復旧作業に、労組は生活支援に、全力

復旧作業となると組合員・

社員の多くが職場でカン

ヅメ状態になるので、た

だちに会社へ水・食糧の

確保を申し入れた。

また、自宅が居住不能

となった組合員へ空き社

宅の提供を求め、地震か

ら2日後には全貝の入居

が果たせた。

さらに、西日本中央本

部から各地区へ要請し、

組合員の生活支援のため

に携帯ガスコンロとガス

ボンベ、ポリタンク入り

生活用水などの宅配をお

こなった。 JR三宮でレ

ールが切れていたため、

三宮以東は大阪 ・京都の

地本に依頼した。

『緊急事態』で、 36協定も一時停止

西日本地本（大阪）と

相談し、姫路に現地対策

本部を設置。

復旧作業をすすめるに

あたって、労使間で「緊

急事態』であることを確

認し、 36協定を一時停止

した。

さらに組合員へ「復旧

連合兵庫から 2次にわ

たって救援ボランティア

派遣要請があったが、復

旧作業に人手をとられて

いたため、第 1次分につ

いては断らざるを得なか

までは不平を言わずにが

んばろう」と呼びかけ、

賛同を得た。

施設関係の組合貝などは、

1週間くらいの泊り込みは

珍しくなく、他の職場で

もみんな疲労困懲してい

たが、全員が鉄道マン魂

を発揮してがんばりぬいた。

心を鬼にしてポランティア派遣要請にも

った。第 2次要請には対

応したが、復旧活動で疲

れている組合員にボラン

ティア活動を要求するのは、

心苦しさを覚えた。

しかし、労組の呼びかけ
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に対しては、普段は労組 組合の中に助け合い精神

活動に無関心な人までが、 が生きていることを証明

積極的にボランティア活 した。

動に参加し、いまだ労働

■反省・課題■
①被災組合員宅の慰問に

ついて、労組として完全

に回りきれなかったことを、

残念に思っている。

②将来への備えとして、

擬災の年の 10月に、協約

改定してボランティア休

暇制度を新設した。

何より心構えが大事

③事業の性質上、 一定以

上の災害対策は備えており、

現状以上になにをどう準

備するかということは、

難しくてよく分からないが、

普段から災害に対する心

構えだけは全員が持って

149 

いたい。

あえて苦言を

④連合組合員にも多くの

被災者があったが、その

人々への連合中央として

の支援が見えにくかった。

産別内での救援活動は単組・

組合員からも見えやすか

ったが、それだけでは産

別の規模などの大小によ

って、組合員・単組が受

ける支援に大きな差がで

きてしまう 。連合が大き

すぎて巨視的になり、面

としての被災地しか見え

なかったのではないか。



神
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交
通
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組
合

なにをおいても市民救済・人命救助

地下鉄の乗務員は、大

きな揺れを感じて急停車

させた。地上に出ると、

倒壊家屋の下敷きになっ

た人や血だらけの人々が

目に飛び込んできた。ゎ

れを忘れて人命救助に駆

け出していた。

バスの石屋川営業所には、

避難者千人以上が集まった。

負傷した人、寒さに震え

る人。避難者をバスに収

容し、暖房のためにエン

ジンをかけてヒーターを

全開した。（石屋川営業所

は住宅地にあるため、後

日この排ガスで、近隣住

民から抗議を受けた）

市民の足確保へ24時間勤務

神戸市は災害発生後ま

もなく、防災指令第 3号

を発令した。これは市職

員に対して 24時間職場待

機を命じるもので、以後、

被災地域の支部長たちは

10日に 1回の帰宅がせい

ぜいで、心身ともに過労

状態に陥っていった。

被災直後から運行可能

なバス ・地下鉄路線を設

定し、運行したが、バス

は地震当日の17日が77路

線中 ：18路線、 19日には

43路線を運行。地下鉄は

18日から西神中央～板宿

間を単線運行した。バス

の運行に関しては、普段

なら 1時間で回れる路線が、

渋滞や道路遮断で5~8時

間もかかり、営業所から

自転車でバスを追いかけ

て乗務員に弁当を配って

回った。乗客も、乗って

20~30分もすると、痺れ

を切らせて途中下車して

いった。そんな運行に意

味があるのかという批判

もあろうが、路線が確保

できる限りバスを動かす

のだという 一念だった。

バスも地下鉄も復旧や道

路状況の変化に対し、連

日ダイヤの書き換えをお

こなって対応した。骨の

折れる仕事だった。
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不条理も職業意識で乗り越えた

全組合員が大きな痛手

を受けたが、交通の組合

員は心意気に応えてくれ

る気風があり、困難な中

でもそれぞれが市民の足

確保という使命に向かっ

て協力してくれた。被災

神戸からありがとう

全国の人々への感謝を

込め、労組も費用負担し

て「神戸からありがとう」

のメッセージバス「ひま

わり号」を仕立て、霙災5

周年の'00年12月～＇01年9

月の間運行した。

また、 '03年の年末に 2

週間、イルミネーション

バスを実施。これは神戸

ルミナリエからもらった

感動を、会場にいけない

人々にも味わってもらお

うと、電飾バスを福祉施

設に乗り付けて、小さな

営業所と無事な営業所と

の間で勤務態様に差が生じ、

一部で不公平感が問題に

なることもあったが、職

業意識と使命感に訴えて、

克服してもらった。

お祭りをやるもので、 50

施設を回った。経費は、

全体で2千万円ほどかか

ったが、市職員からのカ

ンパでまかなった。

施設からの要望が強く、

'04年にも実施するが、市

内200余ヵ所の施設を回

りきるまでは止められな

いと思っている。運転士・

司会・バンド演奏・会場

設営など全て組合員ボラ

ンティアで対応しているが、

みんなやりがいを感じて

くれている。

■反省・課題■
物や施設の備えもさり 構えが一番では。

ながら、災害に対する心
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本局が潰れ、なにもない状態で復旧スタート

市役所2号館6階の水道

局本局は、地震で押しつ

ぶされた。

早出の職員が、新庁舎

地下の運転手控室の電話

を借りて、情報収集をは

じめた。庁舎内にわずか

なスペースを確保し、ボ

ールペン 1本すらない状

況から災害対策本部がス

タート。長く苦しい水道

の復旧活動がはじまった。

労絹専従も職場へ緊急復帰

労組はすべての活動を

凍結し、市民に水を届け

るために専従者も書記長1

名を残し全員が職場へ緊

急復帰していった。

発災直後、各センター、

営業所などでも、被害の

大きい ところほど住民の

救助が先決で、復旧作業

まで手が及ばなかった。

当局も一定期間は 「復旧

よりも給水」との姿勢で

とりくんだ。

物凄い漏水箇所、役所の床に泊り込み

水道の被害は、大地震

であったにもかかわらず、

配水池までの基幹施設は

ほとんど無事だった。配

水管が破損すれば地上に

水が噴出するが、そうし

た箇所は多くなかった。

そのため、ごく初期は「あ

まりやられていないな」

と感じた者が多かった。

だが管路の復旧をすす

めるにつれ、被害の大き

さが分かってきた。想像

を絶する漏水件数で、職

員の疲労はたち まちピー

クに達した。労使協議で、

勤務を 1週1休、 6日間の

連続勤務（車中や役所の

床で仮眠）としたが、過

労で倒れる者が出ないか

心配した。
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あれもこれも辛いこと1まかりで

また、復旧がすすみ、

各家庭へ送水再開するとき、

同じ町内でも後先が生じ

るが、送水の遅れる家か

ら猛烈に叱られるのは辛

かった。さらに、送水再

開時には、家屋・家財を

水浸しにしないために元

栓を閉めておく必要があ

るが、それが宅地内にあ

るためガレキに埋まって

いる場合など、難渋をき

わめた。

全国の水道の仲間から

応援申し出があったが、

宿泊など労組では対応で

きず、 「行政サイドで頼

む」と答えるしかなかった。

救援物資についても、

管理が行き届かず、果た

して公平に分配できたか

どうか自信がない。

■反省 ・課題■
緊急時の人員確保へ

1. 日常の訓練・マニュ

アルづくりに力を注ぐ。

たとえば、現行は「災害

時には各自の判断で最寄

りの事業所へ出勤」とな

っているが、これだと居

住分布から北区 ・西区・

垂水区に人員が集中しか

ねない。 「無理してもコ
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コヘ出勤せよ」と改定し

ないと仕事にならない。

2. また、市内の要所に

「寮」などを建設、居住

分布を是正して緊急時の

人員を確保することも 一

法ではないか。
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全面協力 • 安全確保

神戸支部に現地対策本

部を設け、本部・本社間

で「労使安全会議」を開

いて復旧作業の「全面協カ ・

安全確保」について交渉

した。また、運行可能路

線でも線路がひどく傾い

ていたり、ふだん通らな

い路線を縫っていくなど、

乗務員としては神経疲労

も大きかった。

復旧を焦って、安全面

をなおざりにしないよう

会社に申し入れた。

保線・電気・建築等の

職場では、当初不眠不休

で復旧作業にあたったが、

それではとうてい長期戦

には耐えられないため、

適宜休日をとることにした。

転勤 ・助勢は必す原職復帰を

路線が途切れて大阪地

区の乗務員が不足したため、

大阪電車区への転勤 (1ヵ

月交代）、ならびに迂回路

を使う関係から加古川鉄

道部への助勢（完全復旧

まで）問題などが持ち上

がった。

突発かつ長期の転勤だが、

対象者も労組も「復旧後

の原職復掃を保障するなら、

いくらでも協力する」と

の姿勢で臨んだ。

会社が明確な回答を示

さないために難航したが、

結果としては全員が元の

職場へ復帰した。

復旧活動も、組合員の生活支援も

職務上の復旧

活動と並行して、

職場内での被災

者救援も喫緊の

重要事だった。

内部の非番動員

者と、応援ボランティア

（福知山 ・米子・岡山・広

島の各地本）の協力で、

被災組合員へ救援物資を

配達した。

また、 J R総連本部カ
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ンパは受け取り後ただち

に配付し、共済関係もで

きるかぎり速やかに対応

するため、被災宅を写真

におさめて回り、申請した。

十分なものではなかった

かも知れないが、早急な

対応は組合員から喜ばれた。

■反省・課題■
痛恨事を 1つ。 けできなかったことが悔

乗務員は電車の運行に やまれた。

責任があるので、路線上

で停止した電車は安全措 ①労組としては、組合員

置がとられるまで監視義 の住所地の把握。

務があり、長時間にわた

り組合員が監視任務にあ ②他地区の災害に対する

たっていたので、労組と 救援活動の心構えを保持

して徹夜明けの組合員が するとともに、この震災

食糧をとどけて激励した。 で全国の仲間から支援を

その途中、線路脇の町 うけたという事実を忘れ

が火の海になっている光 ないように、感謝をこめ

景を目撃 したが、先を急 て語り継いでいきたい。

ぐので横目で見ながら通

り過ぎた。後日、そこに ③会社としては、建築 ・

組合員宅があり、全焼し 車両構造の見直し、迂回

たことを知った。すぐそ 路の整備など。

ばを通りながら何も手助

155 



IJ録

り災証明書

災害給付事業・名種給付件数

名種申請書・申込書

（神戸市分を例として掲載）



り 災

り
災
証
明
書

証 明 書

〇太わく部分をご記入ください。

住 所（現在の遅絡先を記霰してください。） n(

申 ――-R 
-
W
a
 

者卜—---------------------------------------------
氏 名（り災者と同じ培合は記霰不要です。）

フリガナ'-----------------------------------
り災者氏名

印

神戸市 区 町通

口持家

り災場所等

口借
ヽ

ノ、。しさだ＜
 
てし霰コ

暑

．．
 を者有所の巨家災りr

、

家

〇住宅

口非住宅

り災程度
口全 壊

(5割以上）
口半 壊

(2割～5割未i筒）
口一部破損

(2割未満）

兵庫県南部地震に伴い生じた「り災」の状況は

上記のとおり相違ないことを証明します。

平成 年 月 日

神戸市 区長 印
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災害給付事業・各種給付件数（神戸市分）

災害給付事業各種給付件数 2000年2月29日現在

項 目 詳細項目 給付単価 給付件数 給付総額 備考

〇 第1次義援金 全壊・全焼見舞金 lO万円 117,056件 11,705,600千円

＊義援金募集委員会
半壊・半焼見舞金 70万円 121,783件 12,178,300千円

全体計画 死亡・行方不明見舞金 10万円 3,664件 366,400千円

45,520,000千円 (1)'」¥ 計 242,503｛牛 24,250,300千円

重傷者見舞金 5万円 6,575件 328,750千円

第2次義援金 ◎ 要援護家庭激励金 30万円 28,239件 8,471,700千円

被災児童•生徒教育資金 1~5万円 19,337件 614,980千円
＊義援金募集委員会

全体計画 遺児・孤児特別教育資金 100万円 283件 283,000千円

77,710,000千円 R 住宅助成義援金 30万円 104,334件 37,250,576千円

(2)小 計 158,768件 40,949,006千円

第3次義援金 生活支援金 10万円 198,894件 19,889,400千円

＊義援金募集委員会

全体計画
生活支援金の追加 5万円 (198,607)件 9,930.350千円

55,440,000千円 (3)小 計 198,894件 29,819,750千円

義援金合計 (1) + (2) + (3)合計 600,165件 95,019,056千円
（全体配分計画）

178,670,000千円 義援金受入れ総額（義援金募集委員会報告：2000.1.31現在）：1,792.6億円

〇 被災者自立支援金制度 37.5~150万円 88,362件 86,636,020千円

阪神・淡路 ◎ 被災高齢者世帯等生活再建
大震災 内 支援金で支給（月額） l.5~2.5万円 27,072件 9,117,985千円

復興基金事業
数 R 被災中高年恒久住宅自立
支援制度で支給（月額）

l.5~2.0万円 12,224件 2,689,055千円
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項 目 詳細項目 給付単価 1給付件数 給付総額 備考

〇 全壊・全焼見舞金 14万円 121,540件 17,015,600千円

神戸市災害見舞金
〇 半壊 ・半焼見舞金 7万円 120,258件 8,418,160千円

及び R重傷者見舞金 2.2万円 6,618件 145,596千円

兵庫県災害援護金
死亡（弔慰金対象除く） 14万円 148件 20,720千円

合 計 248,5641牛 25,600,076千円

生計維持者 500万円 895件 4,475,000千円

その他の者 250万円 3,148件 7,870,000千円
災害弔慰金

（災害障害→死亡） 125万円 4件 5,000千円

合 計 4,047件 12,350,000千円

生計維持者 250万円 13件 32,500千円

災害障害見舞金 その他の者 125万円 29件 36,250千円

合 計 42件 68,750千円

第1次貸付分 限度額 21,874件 52,595,100千円 確定
150~ 

R災害援護資金貸付
第2次貸付分 125万円 10,456件 25,097,100千円 確定

合 計 32,330件 77,692,200千円

償還済額(2002.2.29現在） 延3,592件 7,214,452千円

生活資金特別貸付
10万円

（神戸市社会福祉協議会事業）
生活福祉資金特別貸付 又は 44,514件 6,586,870千円

20万円

生活福祉資金
第1次貸付分

限度額
284件 277,160千円

災害援護資金貸付 第2次貸付分 150万円 124件 123,960千円 確定
（神戸市社会福祉協議会事業）

合 計 408件 401,120千円 確定

⑱生活資金特別貸付 生活福祉資金 限度額
2,865件 1,278,910千円

（神戸市社会福祉協議会事簗） 転宅費貸付 50万円

R兵庫県生活
確認書発行

発行依頼件数34,437件

復興資金貸付 発行件数34,437件
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R
 平成7年 1月17日兵庫県南部地震義援金交付申請書

， i死亡者名 I 名酒I I死亡証明
I i死亡者名 1 名呑＇I ！ l＇ 死亡紐明

： l| 死亡者名 I 名が I死亡匠明
I 

死亡者名 1＇ 名惇I＇ I ， ＇ ：死亡庄朋

蕊災の状況 I死亡者名 1 名町 ！ I ：死亡狂明

1行方不明者名 i I I 名 苗

l 行方不努者名 1 名 吾 I 

i i 行方不胡者名 | 名 i"i I 
I家巨故害 I

； 
ム＝;そs 半塩 り災証胡！

I 祓災当考同一世帝にあった者（住民登英・外人竺摂上）

！住 所 I ぼl 叫
； 

!I 冬= 9•只. 氏 名 生年月日 （住呈台摂~~)

i = とと ； m 
主 1 年 月 日生

， I 

I ：： その他同居家族
ヽ 月 a生

！＇ その他同居家族 I 年 月 B生

その他同居家族 I I 年 月 6生

その他同居家族 II ！ 年 月 B生
その他同居家族 iI ！ I 年 月 8生
J:.記のとおり、放災し土したので荘疾仝の文けを中該し之す．

！ I 
平或7年月 日

者（死亡者 ） 申諸 行方不明者 との開保

住所

氏名 印

（現在の逗荏先：云

兵巴県吝茄地至災菩委矮会苓某委員会 禄

．
 

こ↓ーしまし
-l 
1
I
 
・̀ ,3 預受を証揆-5

 
金

名

氏

授菱匡
件

活

1
-
＇ 
垣

件

円

万

全

件

円
万

弓不方行

9
9

・

亡

件

円

万

死

去太ざ．内はE入しないこと
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R
 L要援護家庭激励金口座振込制度専用 ＇

- ! 

① 

受付番号 l 平成 7年 1月17日兵原県 ---

被災の状況 1 1 全焼 ・全壊 2 半焼 ・半壊 lり災証明 1

要 該..,,する区分 01 02 03 04 05 06 : 07 '08 • 09 : JO • ll : 12 

援護 ：全て1こんで囲 生活身体精神 ：母 ・父両親の：ひとり；要 ・精神 ．特定：原爆公害
障害薄弱 ； ，いない ：暮らし：介護 ：障害 i疾患被爆：認定

区分んでください
保護、者 者 ：子 ：子 ；児童；老人：老人 ’者 ：患者 ；者 ：患者

被災当時 1 1被災当時I( ）局
の住所 の電話

祓 災 当 時 の 状 況
7 ’’ ガ ナ

生年 月 確要援護訟 住帳民確認台 I 姓 名 日

世 帯主 .................. ................ 明 ・大 ・昭 ，平 ! 
l要援護者含む） l 

年 月 日生 I 

要援獲者
............... ....................... 明 ・ 大 ・ 昭 • 平

I 年 月 8 生

妻援護者
.................. ................... 明 ・ 大 ・ 昭 • 平

1 年 月 日生

要援護者
....... •··.. ... .. ..................... 明 ・ 大• • 昭 • 平

l 年 月 B生

上記のとおり、祓災しましたので義援金の交付を申茄します
平成7年 月 日

申ぽ者

本人確認
現在の

゜住所 （ ） 免許証

保険証

氏名 印
その他

兵窟県南部地震災客義援金募集委貝会様

仕 1"|灘 1中央1兵庫I長田1須磨1垂水I北 1西 1北須磨 1市外
所 20I 21 I 22 I 24 I 2s I 26 I 21 I 2s I 29 I 61 I 99 

上記申9青金額を下記の口座に掠込みしてください

銀行名
銀行

信用金庫 I支店名
） 

支店
雌所i預金種目 /1.贅通 2.当座 4.貯蓄

店番号 口座番号

名

i i : ： ： 

＋

名

ガ

氏

り7
 

口

座

名

義

人

姓 振込金額

300, 000円

※要楼護区分のいずれ
かが該当すれば、1世
帝あたり一律30万円
となります

確実に振込できるよう、太線内のすぺての項目を正確にご記入ください

163 



R‘ 

I住宅助成義楼金口巫扱込鉗1度尊用 I

①一神戸市控用一

号 I
l 

＾ 工

付 香

： : I 平成7年 1月17日兵庫県南部地震住宅助成義援金交付申請書
住宅助成区分 I.持ち家作繕助成 2 民間賃貸住宅入居助成 3 住宅再建助成

餃 災 の 状 況 I.全焼 ・全壊 2.半焼 ・半壊 り災狂明書

被災当時の住所
り災証明嘗

住民台帳亭

被災当時住民登錢等のあった所
住民台帳等

（同上の場合は記人不要）

生 活 保 護 1 有 2.撫 I 年 月 日より受給 登見書涼付

彼災当時、同一世帝であった者

家 族
(7 リ ガ ナ）

生年月 8 住民台帳埠確認
姓 名

申（フリガナ） ．．．．．．．．．．．．．．．．．． ..... →十●幽●●幽贔幽 幽幽幽 幽● 曇幽幽● ● ● ●量● ● ● ● 明・大・昭•平

精者 年 月 日生

（フ リ ガ居家ナ族） ---・--・----------------・・・・. ・ • ・.．．．．．.． 明 ・ 大 ・ 昭 • 平
その他同 年 月 日生

（フリガナ） ........ .................. ... -・-・・---... -・・・・・・・・・・・・ 明 ・ 大 ・ 昭 • 平
その他同居豪族 年 月 日生

（フリガナ） ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ． ............. 明 ・ 大 ・ 昭 • 平
その他同居鋲族 年 月 8生

（フリガナ） ----------------------..................... 明 ・ 大 ・ 昭 • 平
その他同居家族 年 月 日生

瀾,.住宅状況 住宅の所有者氏名 I申請者との峡柄 1
（符ら家修織助
成を巾1lfする湯

修樽経費 円 1 ~繕契約書等 l 1領収書1合に記入）

新たに入店した
所在地

17バート等名称
民閏賃貸住宅の 部昼番号
状況（民1Ul賃貸
住宅入尼•肋成を 契約者氏名 （申開者との絞柄 ・ ） 
巾蹟する場合に

入居時に支払った経費 1 円 I賃貸契約書等 1 1領収書 l記入）

住 所

新た1こ述て替 敷地の状況
1 所有地 2 借地 I所布者名 1

え・講入した住 地香 I 関係書ffiI 
宅の状況 這昏 ・講入
（住宅再達肋成 者氏名 （申精者との萩柄 ~ ） 

をlJlll'Iする場合
住宅の構造

に記入）
建て誓え ・

円 1契約書字I I頑収書 I隅入経費

上記のとおり、住宅肋成義援金の交付を申1J1します．
なお、義漫金交付審査のため神戸市が市県民税の諜税状況を調査することに異訊ありません。

＊申1lt者（世帝主との絞柄 ． ） 

現住所 〒

〔e ( ） ） 

氏名 （印）

平成 年 月 日 | ＊人 I免許証7保険証 Iその他
兵“"91部地震災害義撞金募集委員会 様 確認 I 7 7 

＊上記の義授金については下記の口座に振り込みしてください。

銀行名 1 ；用金； I支店名 1 :張:1預金種目 I1．青通 2 当座 4．貯蓄
店香号

口
座
名
義
人

拒込金額
（フリガナ）

氏名

姓

口座香号

名

；＂太紐内のみ記入してください。

，0 ;円
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R-1 
①＿神戸市控用一

9ス: 付 番 号 I I住宅助成義援金口座振込制度専用

I 平成7年 1月17日兵庫県南部地霙住宅助成義援金交付申請書

住宅助成区分 l.持ち家修繕助成 2 民間賃貸住宅入居助成

被 災 の 状 況 J.全焼 ・全壊 2.半焼 ・半壊 り災証明書

り災証明書
被災当時の住所

住民台帳等

伎災当時住民登餞等のあった所
住民台帳等

（同上の場合は記入不要）

生 活 保 護 l. 有 2.無 I 年 月 日より受給 喪見書添付

被災当時、同一世帝であった者

（フ '} ガ ナ）
家 族 姓 名 生年月日 住民台帳等確認

（フリガナ） ............................. ..... ·• ・・・・・・・...... ・・・・・・・ 明 ・ 大 · 昭 • 平
申 請 者 年 月 日生

（フリガナ） ・・・・---------------・・-・・・------・三雫一 . ............. .. . .... 明 ・ 大 ・ 昭 • 平
その他同居象族 年 月 日生

（フリガナ） ................... ・・・・・・・・ .......... ・・・・・ ....... 明 ・ 大 ・ 昭 • 平
その他同居塚族 年 月 8生

（フリガナ） ........ ········•·····... . -------・-・・・・-------------- 明 ・ 大 ・ 昭 • 平
その他阿居家族 年 月 B生

(7’} ガナ） .......................... ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． fjlJ 大 ・ 昭 • 平
その他同居家族 年 月 日生

檜 9戸住宅状況
住宅の所布者氏名 1 1f1m者との絞柄 I（符ち家9日横ll/J

皮をmmする場
修糟経費 円l作糟契約書等l I Ill収書 I合に記入）

新たに入居した (7,}ガナ） ..... . ........ .. ... ・・・・・・ .... ........ ... . ・・・・ I ~（．フバ％ーリ澄トガ等香もナ号:） . . ......... .... ......... 民閏賃貸住宅の
所在地状況（民間賃貸

住宅入店助成を
契約者氏名 （申請者との税柄 ． ） 

巾mする場合に
記入） 入居時に支払った経費 1 円 1貨貸契約書1!11 I領収書 I
上記のとおり、住宅肋成義授金の交付を申請します．

なお、義授金交付審査のため神戸市が市県民税の課税状況を1111査することに異謙ありません．

＊申謂者（世帝主との絞柄 ： ） 

現住所 〒

〔ft( ） l 
氏名 （印）

平成 年 月 8 | ＊人 I免許Ii:I保険圧 Iその他
兵恵媒隋邪地震災害義援金募集委員会 様

確認 I I I 

錢行名

＊上記の義援金については下記の口匝に振り込みしてください。

；用金； I支店名 1 :張:1預金撞目 II.苔通 2.当座 4.貯誓

口
也
名
義
人

（フリガナ）

氏名

店香号 I ― I口座香号
名 援込金額

0 0 ; 0 
； 

〇 ；円

米太紐内のみ記入してください．
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゜

被災者自立支援金申請嘗

憂 If 書り

餃災の 11度 I 紐仝填 I 2 平煉・半填
檀

災覆災場所
檜戸州 区

，， 

状桟災 r氏名 （申鯖11との績胴' ） 

況 解体U明書（書綱名l
（キ煉字績の場合）

〒

所在亀

平¢12年4H

288"/jで
良約蓄氏名

入店の置久

（車鯖1tとのIll/I' ） 

住北の状況
撞 別 ,1．:”市営ら家県営5 !I仕2籍.ll公Ill6．公.そ社の亀3（同Bた閏・閏賃償貸り等）

市

恒久住℃人
仮a(t9C

au化北 り檀 ”烹

g計に仕ん IO遍●所等 旧••鑽鴫n名停）
でいたところ

その笠

霰哭1/8立支盪金の交りを車絹します．
，，“言え攘金交ft富置のた，，檜P事が住民I!衿のIt畏状況及び住足基本台帳讐を冑査するこ
とを＊“し2す．また．文攘食につきましては神戸市が鑢Eできた纏霧で文船されること1こ鼻
纏ありません．

●"巾’闊”'石を霊（真置●膏,,主●●）9汎 ct 所 〒

電は書号 （ ） 

氏名 ” 

平成 年 /l B 
阪囀淡m大貫災復＂基金畢檜受託行檜戸巾長樟

く平成12年4月28日峙点の世帝ll>

・文橿金につきまして19．中綱~ (1l寄.1')の下紀の口塵1こ翫込入して下さい．-1 ;JIIJ]）1支店名1 ：ょIl1-8

絞柄
7'9ガナ

!! I 名
生零月B

"99市拉えJ

平成10年1月18”点での賢損1l名がいる
湯合該畠する項Bを〇で11んでTさい．

IH主
'11・大・ 1(j•平 1・”" ＂" ””書
年月 8生＂＂ 厨19 千•m

絨柄
7リガナ

n I 11 生年HB

介量乎● ●,.... X子●曇 ●●か•,,.

受鯰● の● の公 児•

．凸信• ""霰二e 公書覧● 量●●●●
賃彎 ●に纏● ●鱗層拷 91U• 

剛・大•町・平 1.＂" "” ””嘗
年月日生 r....N 所" "“" 

訂`

フりガナ

姓 1 名

妖H
フリガナ

1t I 名

生年HB

生年月8

介•,． e子●● 父子●詈賣••‘'9い
父•• n● nx..  

喧“,.彙 ＂史≪皇曇 公書●● ・・鑢●●＂ m：●● 千艤所n ,:U• 
•µ••` ●養9嶋 ●",.冨雷
fmN  贋檜 9瓢所持

介●9g o子．． 父子●● ●●の9•9い
鸞鯰• の● の父 児量

隻埠●● ＂皇●●● 公吝冨● 縁●櫨●賞
貴● ●9」“a ．艤隋槽 9:U• 

" • 人・ ，1 ，平 1 ・”” "び嶋 錆●●●●
年月日生 m..1・ •n m•惰

絨柄
フリガナ

姓 l 名 「

介畢，． ．．．． 父子●膏 ••m•99’ 
ク輪青 nn の父 児奮

生J&g. ＂え集患鸞 公書......青
懺● 裏 9：鼠• 争艤•" ＇C鰭•

明・大・日・平 1・”" ．．m mm●で
年 n B生”" /Ii”rmn 

文Sコード I I m望書り

l.曹過 2.;,甕 ..貯書

名

介●亭3 ,f量● 公F●● ●●のい'"
2鯰な no の父 覺量

ロ陀名農人 t 11 

フリガナ

氏名 I
●太纏の内のみ記入して下さい．

二丁宣〗：塁囀：守迂忠＂ヰ
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被災高齢者世帯等生活再建支援金申硝苔
[i9戸市控え］

受 f・1 雪号

葺スの＂度 1 全・全填 I 2 半燎 ＊填
災検 襖只場漸 憎戸市 区

の

状

況

鱗体亙哨書（書類名）

.. 
.::.の度入応

所在鳩

1項住所）

しな恒久住宅
電廷番9 ( l 

（現住所）の
欠約名氏名 “ト1111tとの籟柄 ） 

状況
ll 9 

1 市宮・爆宮 2.公団公社 3 民間賃R

4 打ち寡 5 播lt籍B: 6 その饒ば1屠•閲flt り等）

市
慎久住宅入限 仮設住で ・

仮餃住宅 ＂棟 }̀葺

前に住んでい
1B遷鱈所等

（旧遍鴫所等の名jj;)

たところ
そ，， 1/1

董災高鎗名霊暑等生it胃是支這會の交什を中謂します．

なお．文授會交け●査のf.;t')惰戸市が住民鋭亨の繹紐況＆び住氏基本台蟻等を111査す
ることを零rr.—しよす．

＊中謂名（筐書主）費仕廣 〒

氏名 (m) 

平虞隼月 El 

翫憎 決R大震災復興基金事8受託名神戸市長攪

●支揖會につさまして99下記，，U裏に徴り込みして下さい．

籟柄 I フリガナ
. ．c.. I.． ．．i.....．． I 生年nu

It書主

綬栖 h

名

ナ
i

ガ
”
リ
"
フ
[

“i 
一

~

H柄• ···· フリカナ．．．．．．． 
姓 ····1···•····i "........ 名

鎮1テ名
銀 ti
(IIll*庫|支店名
（）  

ロ虜名髯人 I tt 

7』)ガナ

氏名

●太纏の内のみ記入して下さい．

支店
出聾所IIll倉檀eI 1.臀逼 2．ヨ直 ヽ．＂ll

口慶蓄9

名

“コする項g€0で眉んで下さい

剛・大・ I;!・平

年 H u生

生“月a

．．支が •ぃ陣富書 戴●●嶋 傭衿富•
¢●nt そ蝙員鱒 層髯 9嶋員鱒

貪讀●● ●T書書 父”. ｀●か•な9•
鸞aI の曇 の父 叉重

匹臼囀霊裏e• 公富1l冑 ●●●富•
...にa● ●”..に..

門 ・ 大 ・ 巧•平

午 n.生

生年月B

鱒偉緯●書
●鴫贋費
..，. 
層鱒

....書●
．蝙層働

貪．..........｀●の9•99・
曼●● の手 nF え量

生i6心 ”` 喪●● 公富置戴 ●蟻讐書•
●● "には● ●嶋長＂ にa•

門・＊・...平

年 月 e生

絨柄
7'1ガナ..... .......... 

註＿ l ＿＿名 生年月＂

・体緯富•
そ鴫•
.... 
“賛

....富●
号嶋瓜彎

食．．． ．9●● 父干●暑 ●●nいない
受ぬ• の'”叉•

賓iI置● 怜竃賽急急 公書霞● ●●菖冨•

.. .にa● ●嶋心 I：塁•

剛 ・ 大 ・ 略 • 平

年 /l B生

鰻柄 t・・・・・・ " 
姓

h

名

ナ
~
＿ガ
．
9
.
 
，
 

7~ 
••· •I 生専IlB 

饗介霞名人と99居の疇．喜介讀名人の名耐を青いて下さい．

:
 

.＂“'畜•
●鴫員惰

懺冑9.. 

層”
',...富•
子繍員•

．．．．．そ9●.9干●曇貪•"’'99・
鸞鯰書 の9 nr 叉量

宣は匹囀2叡ゑ皇 公書•• ._．繍冨•
量● 書94負● 9嶋鴫＂ に“•

・体＂冨● ●●旱鴫 鶴怜書ヽ
●鴫員賛 隕＊ 千鴫負賛

貪凛●● ●十●● 父干鬱● ●●か9’"
鸞鯰• nf n＋ え皐

三 ：
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被災中高年恒久住宅自立支援金申請書 "p,＂2え．
受付書号

フリガナ
絨柄

姓
-- -•一名

櫨災の＂度 1．全饒・全邊 1 ，・半攘．＂
-----

櫨
只I懺災場所 神戸市 区

I 

'I年nH 
1 •一
り ・ 大· 昭 • 平

ff H e生

―
-―-――
l
i

i

三
二

-＿

ら

5_”
[-二

＿ロ
ニ~
3
3
g

- ―-
＿-

]-――一
ュ亨
―-―

二二
[

5

-i

i

[

-

[

―-]-」
勺
詈
i
-

―芦

て
こ
＿二
竺
t
-幻

；
―：
万
〗
む

い

一

人

で
宅

ん

る

1
1
1
1

こ

久

こ

と

-i
-1

喜
―_

が

111E丁一

t

-

g

邸

一

偵

RI
た

-- --
フリガナ

咤ギR8

tl ＿寸—-名一>-;-.;.-~
明・大・略 ・中

攣 R u生

U吋する~nを＾て内んで卜 さ9 ・
・ -
..  " 

霰ぷ‘ 會ばが ..;~•: "l~Vl 
•• •'' ・

.... .. ．． 
介●亭● ●T冑彎 X"＂'”'99‘・・：
畳●● ，，． の公 』 雙重

．
 

●
賓

．
嶋
績
囀
に“
 

• • 
,
 

し
疇

檜

．

•M
" .a
.
 

C

『●平心・
糧ベ
暑

•• 
．
 

... 
守” ”；ヽ・鴫手•...1'"‘
滋9.am.父t9-“油・.,．

血 I 7,） ガナ

It ” H• .̀.,＃匹．3日如名

ー ·—ー ' - --” • 大 • 関 ・ 澤

I If. n a'I: Iりt：ぶ 0”i蝙 ， 沢田
介ぷ・ ・ば” · 匁5ヽ． ＾‘,i••

櫨只9l濱年1tl久住宅阿立文tl會の交f•tを中鵡し 菫 す．
なお、父覆彙交ft響憂のため神，，mが住民艮等の謙雙状況及び庄民基本白蠣壽を賃査す
ることそ＊記し宣す．

• 中讀＊ （置曇.E)覆暉 〒

岳L—·―-―- -1印）平じ 年 n u 
飯神 ・豪籍大●只復＂鼻金事覆受託 II檜，，市最樟

• 文覆金につ6拿して12下記のn慶1こ棗り込みして Fさ い．

m I二 名 生年HR 〗 •か~·~鴫 迂荘乎おf
--:-- - , --- - ------
I ! I’”¢大・R"".:生 ..；~·“ ”；鴫 糟;:”

フリ11-,.
生";~ B 

-上-- - 名- - -—----111・大 ・lo'!・亭
訂 n ng 

介＆’＂‘’'討膏・公tt葛 Iヽib,.，-•.... 
....•• 

...●● 99竃噴●● 〇濱 ● 肩●●コ≪” . ＂‘こ鑢勺 ”:n ,：●9 .. 
. - -

．
蟻

,4̀ 
.
 

• 
"“
 

．
囀

．．．ヽぶ
~" 

纏行名 1

u喪名纏人

7,} ＂,. 
氏れ

鱗 11...o:' 
仔＊閃奴名：

支 店
出量所l預金11門 11. ＂ '． 当慶 ,. I?書

• ',·- — 
支店コー ド

, 1 
U慶暑9I 

9 ←----
姓名

- ----}-- --
！ 

鱒ぶ"J'n•

R"＇1 ● 9 貪● ， 父＇笠• ・ ••し ·.
鸞輪• のf の干 9艦

•太縁の内のみ記入して下さい

緊介覆宅人と両叫 更介日宅人の名nを書いてH••· I ~=· ¥W! ぶ:”百：ミd
已ュニューーロ tt庖
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市県見麹金口座振込制度奪用

平成7年1月17日兵庫県南部地震神戸市災害見鐸金・兵庫県災害援護金等交付申請書

被災の状況I住家被害I 全壊 半壊 Iり災証明I
被災当時の住所 1電話 1

被災当時同 一 世帝にあった者

家 族 氏 名 生年月 H （住民台帳薙認）

世 帯 主 年月 日生

その他同居家族 年月 日生

その他同居家族 年月 日生

その他同居家族 年月 日生

その他同居家族 年月 日生

その他同居家族 年月 日生

上記のとおり、被災しましたので神戸市災害見鐸金 ・兵庫県災害援護金の交付を申閑します。

申精者
平成7年 月 日

＊住家被名により転宅または避難されている方はその先の住所等

を記入してください

住所 (n ） 

氏名 1:11 

兵庫県知事 貝原俊民様

神戸市長 笹山幸俊様

................................（キリ トリ纏）

胃□竺閤戸三］預金種目
用 1口 17’1ガt

区］No.

1.音通 2.当座 4.貯蓄

座

名に□—義 （金融撓関への届出住所を記入してください）

振込金割

I叶oo o|円|
人1住所 I I ないでください

金額欄は記入し

確実に振込みできるよう、すぺての項目を正確にご記入ください。 ※太線内は記入しないこと
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叩 I I瓜傷者見揖金口座振込制度専用 I 
平成7年1月17H兵庫県南都地震義援金・神戸市災害見舞金・兵匝県災害援設金交付由請書

一①神戸市控用一

被災の状況 旗 傷

披災当時の住所
按災当時 （ ）局

の冗話

1月170時点で 世帯主が一 ・受取っている

の住民漂の住所 次義援金を ・受取っていない

7 リ ガ ナ
生 年 月 口

医師証明 住民台

姓 名 書等確認 桜碓認

＇ 
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．言•マ• .............. ... 明 ・ 大 ． 昭 • 平

年 月 日生

! ....... •··... ···•······ • •....... • ．. 』 .,.,. .’幽 ・ •,. ・ •＇幽幽 明 ・ 大 ・ 昭 • 平

年 月 日生

］力月以上の璽傷を負いましたので義援金 ・神戸市災害見算金 ・兵庫県災害援護金の交付を

申請します

平成7年月 日

申精者

現在の て

住所 （ ） 

本人確認

氏名 印 免許証

保険証

兵庫県南部地簾災害義援金募集委貝会様 その他

兵厖 県 知事 貝 原 俊民様

神戸市長 笹山幸俊様

上記申閉金額を下記の口座に振込みしてください

銭行

銀行名 ｛目用金＇ 支店名

店番号

支店'I預金種目 II．音返 2.当座 4.貯蓄
出張所

ロ
座
| 7リガナ

名

義

人 1氏名 I l 

確実に捩込できるよう、太線内のすぺての項目を正確にご記入ください

姓

口座番号

名 捩込金額

72,000 円

金額攪は記入し

ないでください
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1"”| 185050 I災害援護資金借入申込書
1棗曼 付書l

峯受付日 I峯受付喜9I 洛貸付書胃I

・ ~B 蛉 7 年 1 月 17B 5 " 只書名 T-1&7年兵庫累冑葬撞璽による只書

董11の櫨綱 1世帯主のR償 2住Rの金嶋全饂 櫨書湯所
3A認0亭纏・半饒 4家＂の損書

返すガ庄 半年戴 いつ2でに迅≪tすか亭廠 年 月 9 閻）

フリガナ
-...●.... - ー・...-11 i印 t 2大正 3厄”1零● 織

氏名
.年 , }I！！ ， •1 男 i 女

フりガナ ．．  ●● ← →ー ー ．．了ョ，·幽呵—· •• 

o|名賽,. ti!.住所

覆免I所匹 T 0 
入 〒瓢便書＂ 〇 竃区書 号

剛 ， '- i 

込憔
氏名 g「i年 • •否 ●農 R入（月収） It扇 先 ・？校名

驀

名の

状

に況

と
つ a 

い 人
a入合計 円 I支出合計 l'I 

て:土嬬
り）住宅 nl'"(B熾 nl 四 0皿 I (I91 1 l fl0 軍躙 I14u ) 日rt屠拿(9)山拌

” 
況g置白 (1)自宅 n1 {1lその憧

n1 円 生暉置lI 宥 2.  
＂債 （内客） 9傘額） 年 9! Bより畳給

フリガナ

-·.... ... — •...If B I,;,i治 2大正 S, lilpP I聟● 織* -・・ -
，零 9月I.lg 1男 女這氏 名

書
車込書との員Ill I●●  I 

慎 訊住所

111名序11. 
人賣土泊

tIl宅嬉 nl 12l田燿 n! ：ll!illll. ゜!Jl山林 n1 
轟量愴 iu n宅 ni nRO籠 nl 

この災●の訂一年以内に櫨災l,たことの有●auその状況 "m●) 
この災書によl)世帯主が死亡又は重度庫●者となった事実の布● 1げ「 ●） 

僧人＊望額 万円 貸付袂定編1※ 万Pl
費傘の使い方綸額l 万円 賣傘の内R 合計 万円

費 1こ 円 只書畏襲賣傘で 円
＊ 9こ 円手槽賓會で 円，， 
便 9こ 円その愴（ ）で Pl 
lll 9こ 円その饒（ ）で Pl 

9こ 円そのIt( ）で Fl 

t注l・賣會の慶遍"出素るだ"欝しくご記入T399.
. ...にCじて●●とと●賣＂●●●していただ• •す．
'一筐●で●●●●込纏対霧量●が纏鵬された曝•"· 貸"鹸定が不ゑ・となることがあり置す●でご這軍下9い．
豪●纏9ょ配人しないで下さヽ•,

● ●書

＊住．．．によ, . 翫t●た99量されている9は． その,.~It序書●紀人して下さい

氏名

a,. 

櫨 nの良体的状況I 11> 111令治 ヶ月

住 0 の ● ●l 11} 金• • 金鑢 I2）半攘事鱗

贔名
ll在鯛入に

懺書編
その隠櫨書にあった象9t

饗する費.Ill
品 名 真璽伍す鵞る入費用に 櫨●額

績 象
9 ンス

冷覆房霧 具

訊・惰子

害 財 ＊篇 ・＊だな

貪曇戸だな

貪 卓

の の lf た●

罵＂謬 且

状 櫨
じゅうたん

扇鳳楓

ミシン

況 ． 
日転●

テレピ

畳

璽 員 小 計

小 It 合 It 

上記のとかJ 災●置慶賣童←惰入れた（申し込みます．

な,,.貸付富竃のため貴市が言胃曼畏の課畏状況を頁畜することに員●あIJえせん．

平底 年 月 B 
償入m込 ”l 

上記の糟入れに灼し．追帯して債務を負辺します．

平駅 年 月 日
遍If繹正人 印

神戸市長様

口座振込依頼書

亭n1零1月"●兵庫鼻冑麟亀重の災書量慶賣●●下記の量行口慶9こ重り込んで下さい．

(II JO 

虹 I滋訟童II o Io o o IP! 

I,讐遍 2．血 I口慶書号I ! 
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と
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0
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下
て
，ヽ

・
て
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と
し
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澁
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で
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●
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 で
し
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（全;t市区町ll:日m)

生：舌逗祉資金（転宅費）特伊l貸付｛曽入中込書

受I't仕は 巾区町仕!I担” |8管仕：I 市区町仕:1111当名
記入日 年月日受 〇紀入 年月 B天 0
fnりたい （注）いずれかに〇をつけてください．

位 1J( 1 0万 2 0万 3 07/ 4 0万 5 07i 使う内がで攘虞訊が11なります．

五す

月駅 1 ".M間1 年（最長 5年）IIll置閉mlヵ怯 カ月（最長12ヵ月）

． .... ... ...... ・・1男 女 IIJI ・大年•（町・平月
IW 日生

氏名 ）オ

入収在9 〒

伽にII ＂道・n• fl l. 2, 

＇rこi8 11<1＊陣書零引員の所~I 布 患

昏号 I霞胄年艤の所11'I1r 景
込住民9 〒

所在11 a，道・"9累 市 u
芍に1l)タ〒

住所 5 道n n m. " 
住E 及在の(l:J/lli I．仮＆伍モ 9民問賃貸に宅 3その他（ ） 

"91 '“；仕のCEI土 1．公奮・公団住宅 t．民閂賃貸住宅 3その他（ ） 

迎
.＊＂ ” ←…. .*言 -""| 9・女I" *”（ 関• 平n

•生

氏名 ）オ

寄戌在o:T 
R住H 訊・道・Kl・!II 市●9

lff 霞U Iが""’者手帳の所nl ≪ 雙
入昏q I窯賣手帳の所"I賓 雙

省肛民9 〒

棚在H 祁這n 県 市 t1

．． .................................... ..... ．．．． I 女I,．大・日平
遠 男・ 年月 B生

百氏名 （ ）オ

信双在o:？ 
圧 EC)I ぴ道・Xl•I,\ "'’i 
人住民:〒

II―・道府ln げ在H! 市・ Zl

g● 1119 I I)受省との校柄 I 

CA R稟 1名祐 1 I ntt I 万l'II家謀q 人

It I 氏名
入

巾|l

込

名 2

~L 二`口"I o営(lt,l(l た年（ ）年金（ ） 

,ヽIo乞()tM()  
ねル( )'"金（ ） 

,． , n | g名()t91( ） 

1．受にしていない 2．女忙中

）
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＂
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~

~
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上記のとおり生IS呂仕資金（に宅R)＂引貸付金を,~り入れた＜中込みます．

平戊 年 /I B 

惰入巾込宅

違苔{ft入者 〇・・・・・・・・・・・・・・.................................... 
上記のII入れに,1し．逮帯して償袴を負担します．

ヰ戌 年 月 8 

逮符保証人 R ........... _.......... 

lt会ば；；法人 兵II!ni上会口仕u:A金会R 媒

(i) 
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様式 〔申！青者交付用） 平成年月日

兵庫県生活復巽資金貸付全の申込に係る云認依頼書

生活復典資金貸付金 ．．ー・・ー・・一・・ー・・～・・⇔●●-・・・・ (惜受希望者12入・押印閾）
市（町）所菅諜 御中 ：住所（住民累等1已霰の住所）

：居所（住民累苓記載の住所と異なる場所に居住している湯合記入）： 

兵 印＿

こ話呂号
（携帯口話乞号

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

私が、生活資金として、生活復興資金貸付金の貸付を受けるに当たり、下記帽認事項に相違ないこ
とをご荘認いただきますよう依頼します。
なお、この確認のために必要な詞査を市町が行うことについて、同意します。

記
（細gu已＼し［いで〈tさい）

添 付 書 類 確認事項 市町記入況I備 考

1 帯.住（世民世全票帯帯員主主又の及所以は外得外び証国世の帯者人明登全が）員鯰申の済込記証む載明との書きあは世る
①主世た帯る主生で計維あ持る者又では世あ帯るの

琵．詰含

2（他.市に書町が類が発必行す要なる所場博合証が明あります） ①以総下所で褐あ金る額が69 0万円 琵 ・耕5| 
3.明兵（庫写県）内（き罰の市咀甜町狂が雑発叩行）した罹災証 ①全半壌（焼）である 琵 • 出 I

※資で記弔金入慰借金入）法年月に基日づ、残く災高害（援市護町 臥年月 BI 万円

※ 市町記入柑1は市町において記入します。
（ば ．＂9」憫には0及び Xを記入し、 「災書緩頂資全僧入残高J鳴に誼当ない湯合は襴に斜繰
を引くこと）
※ 上記確詑寧項の全てに該当しなければ、取扱金融接関では受付られません。
※ 証明書類は、発行役3か月以内のものを提出してください。

※ぽ祖塁百嗜止心函ふ墨悶界麿註ものではありません。

※ 申込み時には、取扱金融様関窓口に当確砲吝及び添付吝類のほか次の書類等を持参して下さい。
なお、融資窓口には甲込者本人のほか連寄保証人になられる方もお越し下さい。

認喜委文霜冒贔) :霊畠尉霜星贔）
連帯保証人の所得証明

（この他に、取扱金忌槻閲から別途書類が求められることがあります）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
：・市町の確籾年月日及び確危召：

※ 当貸付金は、 1世帯に 1回限り貸し付けます。二重惜受が判明した場合は、全頭を一括し
て返済していただくことがあリます。
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入居申し込みは、下記の申し込みはがきを切りとって、ポス．＇こ投函して〈ださい 。

市内から申し込まれる場合は切手を貼る必妻はありませんマ廿5外から申し込まれ

る場合は速遁とし、遠連料金は申込者で：：’負担願います。

入居申込書（控）は、当逍された場合必要となりますので、はがきと切り霞し、お手

元に大切に保管してください。

神戸市被災者用一時使用住宅入居申込書

｛五次募集 〉 平成1~ n u 

7,, I/ t ， ; : 

中込t氏名（胃r.1

じill笠え9t1)化肴I
檜F布 g i TO ょ り

こu

① 是"’貴2・嶋`名） I② 鰻.. : • 扇人モ |° 叩咋•そ，，槍
現む”.!!II摺屠

企硲え1只2是＆ぇI
こは

AK!It,1憎書で．てい92いにと人してください．
年”鯵.13rい,9書いき11(I!1uさ,qい在．の 嶋入に合、さiそlのるJi項がg111を3鵬て11呪ん[てU↓Iくこがださ19'9.” 

• 
氏 名 生年JlU 旱鎗 絨納 ·皇・"’え•拿佼Z 編 ク

1̀●●  鴫 • K "雫
舅U予嶋9 絨．事M子i.本人

．．  lfU l'ifin. 

,̀． ， ; Ill J... li1.平
．．^ ； 費＂手艤 I 絨． ・9ら子J.

U峰、 名"ft,
~,· 

場．，ヽ• ... 鴫．大・"1・平
贄＂そ蟻( U．●14引．

ti“‘ 窮5名．

",． 
‘’ 

囀大．＂．＇
暑＂予鍼（ 絨軍！if-1.

uu 酬＂言．

”-- ..,. : ',....しこ 三9;.; ... i 鴫＊ば平
“"手鱗l 縁．事 1̀--1.

． ． U湯 ゞ針賣

’'.. ．， 
•. i.． 囀 大 91早

．` “‘1艤｛械． 91in.

．．  1111 名“苔．

居住希望する地湛＾ r地域一覧表J(5-8頁参照） から遍択し、その地域の
薔号を第 1希望かゥ第 3希望まで各 1つ、枠内に記入して ください。

●遁ぴ方 北区、西区を餘(7区の地域型以外の一般住宅からは 1つだけ逍

ぶことができます。他の2つ、または3つ全てを地域型、または北区、西区、

市外からお選ぴください。ただし、地域型については被災されたときの居住

区の方に限って申し込んで（ださい。

↓ 
.... .. 
・・ ~n ・::. 
ぷ
船 神戸市被災者用

る
R 一次使用住宅

ガ
E 入居申込書（控）
＂〈 五次募集 〉

｛ た 甲込者氏名（書名）
8 

I第 1希望住宅 I第2希望住宅 I第3希望住宅
| ~I 香I 番

世搭の状況 I9分

鼻鎗5｛印オill)f;ltの置曇

゜畠体緯言石手帳 l 縁廣fi名の1 •る槍書 z 
身iに[‘言名千蟻2贔廣hて名のいる筐驀 a〉

慨胄干蟻A9ン9層h・言のいる筐曇 'J) 

嗜＂＂ 『S(ほ●所長がnlTする’"1憧ででa疇＊をhする肴1で

lro言年貪immtか｀＂ If 5) |’’‘̀nu＆に閲す“;＂ J叫 9佃害い力いoIt轟
192喉22言檸で"3年含1邊仝に着 D 
R子霰窪（子どしが18キ＊贔I s 
ぷ鯵r.i凸オ以上）のいる1t• し

nQ児 {3キ以下のいら”* ， 
U綸のいるIt暑 0 
18々末贔力子どしが3人i1..I:いら直曇 8 
名お令 ia鸞生i8を胄しつえで介ぃをそ.でとすbいの,,る員S a 

その籍">It曇(Kとの只分に5ては2らない愴●）

゜筐曇na,Rが分かるようにU`する員＂＇二 ：を，，"てください，↑

• U’”J..t9内は．怜／＇49で11:111 し 1 す，，でHし各か＇•いでください．

I 
I 

二『I I ,. " "I ● 99 
| ̀ | 11 a | II •‘| ‘’こ1 | 1 | 

I 
u 

第 l希望住宅

ー・石

第2希望住宅

菌

第3希望住宅

釆

+この這：：：●I5 入g9定ゥ

必雙と•JりますのではI』‘

さとりり蝙し．お手tCに

入りし9讐してくたさい．
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キ

“ 

災害復興公営住宅入居申込書 -暮累案内書記鮫の・項を了承の上、以下のとおり申し込みます．

なお｀この事込書の記載内容が事寅と祖違するときは、申し込

，，を11l対とされても鼠逗のないことを誓約します．

［貫1希望l （第2希望J

中込住宅 1名 q• 住モ名 1こ号i年名
記号呂号

平成年月日

申し込み者（世帯主）

フリガナ : : : . ： ： ： .:  9 9 .:  .； : 9 ： .： : ： '. ： : : .:： ： . ．： ; .99  9 • • ::.： .:.. ： ． ... ． ： ．． .． ： .; .．:  .： .. ：. : .． .. i ． i . 1性別
氏名

； 
： ； I男・女； 

申

"”1 • • I I IaIt名号I
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，， 

桟災,,の住所 直窃所有者 ） 

書

技災99の住宅櫂9llI怜ち配 2公営住宅 1公社・公団住宅 4．民f.，II家 9．その他（ ） 

勁務先名祢 I匹m|
1 1) 

ill9先所在地

注二重鵡り内には記入L_な＿てヱ互い

m 控絵の種コ
フリガナ 袂柄 年婁 杖業年月B

籟柄 生年月B コ又は 宅寡 老老 晉惰特

QI!) 

り災 証 ，A書の内容

1．全壌〇尼） 2 半頃 <JI!)

.:.の馘1こは｀
a入・i;iI易
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齢 I閲稟年月8年 人人 遇別 定所得 年r."以又人金U

氏 名 コード ド 名フ 扶配 直繹扶 （事集箪の場台 ください．

賛偶 害詈 費種類 は、妖9!l1）1月）

囀．，．．
• 本人 0 ．．． ; ．：.l ．．． : ．． , 0 U T. i H 

事給年吃与金： ........ 

人
..・ U T. i H 

且Ml:cc 
1.!1 
し .. ... KT,S、H
よ
う

I: .... ~ T.~H 
す

る ． ； ．． 

名
12) 
... U T.i H 

ほ蔓年賓与豆金： 
..... ： U T.SH 

＇| :・ :.鯰m年.•..．. ．..． ．.与．.全．.．.. ． ・ ． ... 

別・・．．．．．． ~ T.tH 基迄控珠

息 万 X 人＝ 万円
扶

: i 
--I -

l控給9員（合It)I I鯰；；；i尋（合It)I 
養 U T.iH 

1B 叫IA
円l(31 

．； 

It位知 万円
人すること）

KII 
収入月ll(A-8) + I 2 円u 

因 3.公務員 8.薫覆
4．団体重員 o.その他
5.自富婁
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編集後記

2004年の日本列島は、ま

るで魔物に取 り憑かれたか

のように、次々と大規模災

害に見舞われました。

この「震災教訓集」の編

纂作業中、 7月に新潟県・

福井県を中心に集中豪雨に

よる水害が、また 10月には

台風23号がもたらした水害

が兵庫県 ・京都府などを襲い、

そして 10月23日に新潟県

中越地裳が発生し、幾多の

貴重な人命を奪うとともに、

人々の生活基盤に深刻な打

撃を与えました。

連合では、それらの災害

に対して救援ボランティア

を送り、被災地復旧と被災

者救援活動に一定の役割を

果たしています。阪神・淡

路大震災から 10年が経過し

臨機応変におこなわれなけ

れば被災者のニーズに応え

ることはできません。

したがって、この「教訓集」

も、災害対応のすべてのシ

ーンにおいて有効であるこ

とは望めませんが、 一度で

も災害対応について目にし

たことがあるということが

何らかの助けになるように

は心がけたつもりです。が、

しかし、残念ながら編集子

の未熟により、そうした刊

行意図が十全に生かされて

いると申せないことも事実

です。各位のご賢察により、

有用な何事かをお汲み取り

いただけることを願うばか

りです。

本冊子の編纂にあたり、

阪神・淡路大霙災救援活動

ますが、ボランティアの派 において、被災地連合のト

遣側も受入れ側も、ともに ップリーダーとして被災者

あの大震災から学んだとこ 救済のための法律制定・改

ろを生かし、当時とは比較 正等を中心に政府・行政を

にならないほど迅速かつ円 相手に務闘した石井亮一連

滑に状況に対処していきま 合兵庫顧問 （当時 ：会長）、

した。 連合兵庫の西部拠点責任者

が、しかし、災害がもつ であった好城秀行連合兵庫

ている顔はそれぞれに異な 顧問（当時 ：会長代理）と

るため、阪神・淡路大震災 連合兵庫会館拠点の責任者

で学んだことがすべてのシ であった川本善雄連合兵庫

ーンで有効だったとは言い 顧問 （当時 ：副事務局長）

難い面もあります。畢覚、 のお 3人に監修いただき助

救援活動は熱意と知恵で、 言を受けました。
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また、連合本部の山野正

治情報企画局長には、救援

活動当時、連合兵庫会館拠

点からの救援活動の総責任

者として救援活動の企画か

らボランティア活動者の指揮・

監督、および自身も活動を

実践された経緯から、本冊

子の構成にはじまり具体的

記述にいたるまで懇切な指

導をいただきました。 くわ

えて、第4章「ボランティ

ア活動の現場から」の草稿

を執筆いただき、本冊子の

有用性と特異性を高めてい

ただきました。

他にも多くの関係各位に、

本冊子の各部について監修

いただくと同時に、資料や

写真の提供を受けています。

深く感謝申し上げます。

このように本冊子は多く

の方々のご協力により上梓

に漕ぎ着けたものですが、

とは申せ構成・内容・記述

等に関して万ー不都合が生

じたとき、その責任は全体

の執筆 ・編祉にあたった編

集子にあります。

連合救援ボランティア活

動者各位に深甚なる敬意を

表しつつ。

2005年1月

神田
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